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序文

昨年度第63次調査で発見された古代水洗便所跡は研究

者、歴史愛好者の聞で大きな反響を呼びました。今年度

も引き続き調査を実施しましたが、丁寧な作りの篠木=

トイレットペーパーが100本以上も出土し、上層階級者

が使用した可能性がさらに強まりました。古代では建物

を伴う全国初めての水洗便所として、今後の調査研究が

期待されます。

平成6年度から着手しました外郭東門 ・築地塀復元事

業は 2年が経過し、この報告書が刊行される頃には東門

が雄姿を現していることと存じますo また、引き続き来

年度は築地塀の復元も始まり、着々と往時の建物が復元

されつつあります。

このように、秋田城跡の発掘調査と管理、そして復元

事業が順調に進んでおり ますことは文化庁、秋田県教育

委員会そして地元住民の多大なご指導とご支援の賜物と

衷心から深く感謝申しあげます。

平成8年 3月31日

秋田市教育委員会

教育長石黒俊郎
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例 曾

1.本報告t警の執筆、編集は、西谷降、伊藤武士があたり、小総正夫、円野久が補佐した。

2.遺物の実測、トレースは、西谷、松下秀降、伊藤の他、補佐員の小総陥子、補助員の鈴木朝子、

桑原愛子、i;C樫キヨ子があたった。

3.遺精写真は西谷、伊藤、遺物写真は西谷、伊藤、小松崎子があたった。

4.水洗便所における食物践活分析及び報告執筆は、天理大学附属天理容考館学芸貝金原正明氏に、

昆虫遺体分析及び報告執抵は、奈良国立文化財研究所埋蔵文化財センター主任研究官総井章氏、

大阪di¥f.白然史問物館宮武頼夫氏に依頼した。また水洗便所に伴う木樋年始年代分析及び執筆

報併は奈良国立文化財研究所発描技術研究室室長光谷拓実氏に依頼した。第60次開査出上の胞

衣穏にI測する法医学的検査報告執筆は秋田大学医学部教授吉岡尚文氏に依頼した。

5. ~件 k器の解説は凶立歴史民俗侍物館教授平川南氏、 東北大学文学部教授今泉|峨雄氏にお願い

しfこ。

6.出t鉄製品の蛸取りについては、東北歴史資料館の協力を得て伊藤が実施した。

7.発掘調査では上記の他に、以下の方々、及び関係機関からの指導、助言を得た。記して感謝し

たい。

斎藤忠、新野出合、問田茂弘、渡辺定夫、進藤秋輝、細見啓三、牛川将幸、熊田亮介、総村恵

司、本中員、問中哲雄、井上和人、三浦謙一、吉田金彦、小川泰樹、村越操、 吉村武彦、西田

健彦、黒崎凶、 立石泰久、 吉岡尚文、白石建雄、福留高明、文化庁記念物課、圃立歴史民俗i導

物館、奈良風立文化財研究所、秋田大学医学部、宮城県教育委員会、東北歴史資料館、多賀械

跡調査研究所、秋田県埋蔵文化財センター (敬称略 ・順不同)

凡例

遺物

1. 上器断而を尽く塗りつぶしたのが須恵器、中世間器である。

2. 上器の性絡の相違は、下記のスクリーントーンで表現した。

E3 出色処恕

騒翻 漆容器

援溜転Jn似
3.調整技術、切り厳し等の表記は下記の如くである。

0回転ケズリは、ケズリ調整と記載。回転以外の調整はそのつど別配。

Oロクロ等広い意味の回転を利用したカキ自調整は、ロクロ利用のカキ目調整と記載。

0切り離し、粘土紐、タタキ痕跡等、成形時痕跡の消滅を目的としない程度な器面調整痕跡は、

終い織で調整と記載。

0回転へラ切りによる切り離しは、へラ切りと記載。回転糸切りによる切厳しは、糸切りと品仇

回転以外の切り厳しはそのつど別記。

0実測図、写真図版の縮尺は、特記のあるもの以外はすべて1/3である。
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I調査の 計 画

平成7年度の秋問減跡発鋸調査は、第63次、第64次、第65次を実施した。

発掘調査・IJ~自は総' IJj佐賀(本体額) 1 ，600万円のうち国陣織助額8∞万円(50%)、県白繍助制400

万円 (25%) 、 11ï~負魁額400万円(25%) となっている。

調査計画はドJè~ 1のように立案した。

表 l 発掘調査計画

調査次数 制 1守地IX. 発掘調査面杭凶作~) 調査予定期 IHl
一

第 63次 制ノ木地I~南東邪 400nf (121) 4月10n-7月30n
ト一一

第 64次 大~1DJtl!!又東部 800nf (242) 4)1l0n-7月30n
一

第 65次 焼山地IX.中央部 1，000 nf (303) 8)-J 1円-10月31n 

，11- 2，200nf (666) 

平成7年肢は秋問城跡第五次5ヶ年計画の 4年度にあたり、前年度に引き続き制ノ木地院と大畑

地区そ調査の対象としている。各次数の調査目的と成果の概要は以下のようになる。

第63次調査は、昨年度の調炎で占代の沼地跡及び鋸立住建物跡を伴う便所遺憾が検出された地区

で、追備のJ下細について杷保することを目的として実施した。

調査の結*、便所遺憾に伴う胞設として新たに建物跡の南面、西辺にH隠し塀状の施設が、また

木樋の先端郎にはtt殿併と考えられる大きな掘り方が確認された。制ノ木地区南東部の遣織の性格

や利川状況を知ることができた。

第制次調査は、大畑地民東部を対象とした。この地場は外郭東門跡北西側郭内に位置し、南側の

第60次調査では哩穴住民跡、大路側溝跡等多数の遺構を検出している。*門跡周辺域内の使用状況

やその変遣を把似することを門的として実施した。

調査の結民、制i'T.tHll物跡、略穴住居跡、構跡等多くの追梢が数IIV;にわたって検IfIされ、外郭東

門跡周辺城内の.u2榊の性絡や利川状況を知ることができた。

第64次調査中に、委保第4の863号に基づく現状変更による緊急調査が実施されたので新たに第

65次調査とした。

7J-Jlnに第63次調査の現地説明会を開催し、240名の参加者を得た。

10月5nに文化Ij~記念物謀西田健彦文化財調査官の現地指導を受けた。

平成 7年度の発錨調査実施状況は下記表2のようになっている。



表2 発掘調査実施状況

調査次数 調査地区 発掘調査面積nf(呼) 調査予定期 IHI
-t一一ー

第 63次 制ノ木地区南東郎 480nf (145) 4月13n-8月18n
ト一一一一一

第 64次 大畑地医東部 786nf (238) 4月lon-12月18日

第 65次 大畑地区南西部 530nf (161) 9月29n-lO月5円

H 1，796 nf (544) 

E 第 63次調査

1 )調査経過

第63次調査は、昨年度と同じ鵜ノ木地区南東部の調査地で継続して実施された。

昨年度の調査では調査地北側から東側にかけてSG1206沼地跡を検出し、調査地中央付近では、

古代の整地制面と点西3111lx南北21mで、南側に l聞の廟をもっ南I商廟の樹立件:他物跡SB 1351 を

検出した。また一部柑査の結*、建物内北側で東西方向に3M並んだ円形掘り込みとその各々から

，M
 

第2tJ4第631.大凋汽!日辺地形附

-2-



センタ ー総井 主主主任研究官の指導のもと、

円形掘り込み内、木樋内、沼地撮り込み内より土壊採取作業を行った。土域サンプルについては、

寄生虫卵分析、花粉分析、種実同定を天理大学附属天理参考館金原正明学芸員、残存脂肪酸の分析

を帯広畜産大学中野益男教授に依頼した。その自然科学分析の結果、SB1351とその付属施設が便

所迫構であることが判明した。

今年度の第63次調査は4月13日に再開された。まず、便所遺構沼地掘り込みのプランを追求する

ため、調査地北側を拡強、表土除去作業を行った(4月13円-18目)。

遺構の煽り下げ精査の前に、表土 ・旧耕作土除去後の沼地峨柏t上回、古代整地問の堆積範囲及

び整地前の沼地の範聞を記録するため、 写真.撮影、 平面実測を行った(4月20日-22日)。

沼地掘り込みのプランを追求するため、 SB 1351暗渠Aとした東側の暗渠排出口付近から掘り下

げを開始した。一部掘り下げ部分の土屈断面の観察等から、H音渠北側及び沼地掘り込み付近の層序

は上回より表土、旧耕作士、灰褐色土層、黒褐色土層、黒褐色柄物遺体!苗、暗褐色土問となってお

り、披上回の造物包含聞と考えられる灰褐色土問、次にその下回の黒褐色土屈の11慣に除去してい

った。灰褐色土問からは青磁磁の破片が出土し、黒褐色土届からは赤褐色土器の小型係が一括で出

土した。また堆制状況から、灰褐色土届から黒褐色植物追体屈までは自然、土佐積層と考えられた(5 

月11日-12日)。 一時、並行して調査を実施している第64次調査へ調査主体を移行した(5月15日~

22日)。

調査を再開し、黒褐色梢物遺体Ityiを除去し

ていき、その下問の階褐色土!図面を検出した。

暗褐色上屈は、暗渠北側lから沼地縮り込み内

にかけて地税し、暗渠側では灰褐色を呈して

いた。検出面を柑査したが円形掘り込みから

沼地側へ伸びる暗渠のプランは検出されず、

北側の沼地方向へ伸びる木樋を埋設した階・渠

を検出した。

その3基のうち、最も東側の円形掘り込み

とそれに伴う暗渠の掘り下げを行った。また

暗渠が沼地へ抜ける付近に掘り込みが存在す

ることも判明した。

一連の遺構の性格究明のために、 平成6年

11月14日に奈良国立文化財研究所埋蔵文化財

この土問は暗渠の覆土か、もしくはSB 1351 

便所遺構廃絶後の整地となる可能性が考えら

-....... ・、，..1.11111
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れた。また、現段断では用地掘り込みのプランを明篠に検出できず、さらに追求していくこととし、

灰褐色 ・暗尚色上制而検1+1状況の写真撮影を行った。また平両実測の憎備として惜り方を設位した

(5月23円-30n)。

調査地全体と断ち割り前のSB 1351便所遺構建物跡の住締り方や、円形掘り込みの苧而実測を行っ

た。また灰褐色 ・附槌色上同而検出状況で調査地全体のコンタラインを実測した(6月5円-8n)。

S B 1351便所遺構ill物跡の住掘り方の断ち割り を行い、その後上制陸frlmの実測及ひ:7).只縦影を行っ

た(6月9n-14n)。

S BI35IB1'i!.UB・Cの断ち;切りを行い掘り下げていったところ、木樋日fI分は空澗となっており 、

天井部分のJTI孫 !この ドより木樋の上側の材の一部と下側の材が検出された。空洞と遺存した下側の

材の状況か ら、木樋は丸木材をよ~被し、考IJ貫き後、 合わせた形態となる と巧・えられた。 附1長断ち吉IJ

り後、上hviI:ril而の定例l及び'1).・rl鍛影を行った。また、木樋は緋IJ11 J付近で削地lijiり込みに突き山る

形でill存している状況が舵認された。当初、暗渠覆土と考えられた灰尚色 ・H許制色村山立、 七府内

より遺物が多く 1111'.し、それに対し暗渠埋土からは遺物はほとんど111上しなかった。また暗記排出

11付近の地梢状悦などからも、灰褐色 ・暗縄色土層は暗記壇上ではなく、 SB 1351{Jl!所遺憾廃絶後

の整地刷であると判断された。また、沼地掘り込み内ベルト及び405ラインベルトの上嗣断而の精

査を行い、実測及ぴ写真儲影を行った。黒褐色植物遺体府には不均一ではあるが灰向色細粒物の混

入が認められ、火山灰が一二次地獄した可能性が考えられた(6月15日-21n)。

S B 1351(更榊B.Cの断ち割り、漏り下げを行ったところ、開設した幽物の1il跡と木樋が使構内

まで入り込む状況が検出された。断ち割り後、 土府断面実測及びT't.!l倣彬を行った。また 6月22日

には秋田人・学教f1学織内石佳雄教授と鉱山学部福留高明助教授が米跡し、 !.H悩色納物遺体府内の灰

向色細粒物の~Jffl作業を行った (6 月 22口 -27円)。

7月1nには現地説明会を行い240名の参加者を得た。

7月3円、昨年度便所遺構調査の指導を受けた怯弁 主主主任研究'肖と向然、科'干:分析を依頼した金

原正明学~U、中野謎児教授が釆跡し、 S B 1351使所遺憾周辺や問地掘り込みの一郎を掘り下げた

箇所より分析資料の採取作業を行った。

分析資料採取後、問地掘り込みのプラン検出と掘り込み内地町lkvjの迫ボを[1的として、沼地掘り

込みの令面的な制り下げを開始した。暗褐色土trnl直下は再び梢物遺体j凶とな っており、それを除去

した段隣で、艇所遣摘が機能した時期の排出物の堆杭隔が検出され、また同時に沼地細り込みのプ

ランも確認怠れた。掘り込みは沼地側に闘放される形とはならず、SB 1351日行犯A.Bが流れ込む

東西4.3mX南北2.3mのものと、西側のSB1351暗渠Cが流れ込む*西2.7mx南北2.3mのものと に

プランが分かれることが判明した(7月4日)。

沼地細り込みAとBごとに掘り込み内堆積層の掘り下げを刷始した。樹り込みAは深さが30cm

程と浅く、~抑制は灰黄尚色来月 tを主体とする上層と、浅黄色粘土及ひ'浅貨色紗を主体とする中前、
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灰黄褐色名~ 1: 1こ[.~~悩色粘上やオリ ー プ黒色粘土が混入する下k11こ大別された。 また掘り込み B は深

さが60cmと深く、灰員褐色粘土を主体とする上隠と、浅黄色粘上及び貨灰色粘土と浅黄色砂を主

体とする中柄、オリ ープ灰色紗及び粘土にオリ ーブ黒色粘土が混入する下附とに大別された。掘り
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下げ段階で各唯有i耐には租実等の食物残誼が確認され、また欝木が出上した。舗厚木は両方の掘り込

みから出上したが、特に掘り込みBから集中して出土しており、下肘で多数が一倍してU:ltした状

況を実測、写真僚影により記録した。掘り下げが終了した段階で、沼地掘り込みについては、一連

の便所遺織において沈殿糟と しての機能を持つものと判断された。

その後、 天候不順により一時調査が中断した(7月10日-14日)。

調査を再開し、S813518暗張、 C暗渠について一部ベルト を残し埋上を悩り下げ、暗渠の東西

方向の上届断而について実測、写良撮影を行った。また、階提排出口付近のit民UfJ南北ベルトの除

去を行った。それと、iを行して階東周辺で便所遺構廃絶後の整地闘の除去を行い、便所遺構構築に伴

う下脳の整地hv，1耐を検IIJしていった。また、 S81351便所遺構南側の地山粘 tl，V，1商を精査し、建物

に対するH隠し塀と考え られる SA1352布掘り鴻の他、 SK1354、SA1353などを検出し、掘り下

げを行った。掘り下げ後、各遺精の土!面断面と平面実測を行った(7月17n-27n)。

7月27円と28円に第63次調査地で親子体験発掘を実施し、14名の参加者を得た。

S 81351沈殿榊Aとit殿糟Bの東西方向の土同断簡を精査したところ、沈殿精Bには粘土で一時

埋め立てられた状侃が検出され、埋め立て前の底面まで西側lの一郎を銅りドげた。掘り下げ後、沈

殿栴全体の上前断面を実測し、写只撮影を行った(7月28日-29口)。

天候不順により調査が一時中断した(8月1日-7日)。

調査を再開し、写真撮影のための情婦を行った後、 調査地全体及び各検出遣械の写真蝦影を行っ

た(8月8n-9 n)。

写真出影後、 S81351附埠Bと階東C内の木極上側材の取り上げを行った。木樋下側の材を検出

し完錫した状況で、8月11日には調査地全体の航空写真撮影を行った。その後、木姐各側別の写真

撮影と縦刀向及び横方向のエレベーション実測を行い、機材を撤収し澗査を終 fした(8月10臼~

18n)。

2)検出遺構と出土遺物

S813引便所iI構 (節4似|、 凶版 1-12) 

便所遺構は建物跡と建物跡内の 3~まの便槽 (A ・ B ・ C ) とそこか ら沼地側へ伸びる晴提 (A ・

B・C)、及び暗挺排111口付近のSG1206沼地跡を掘り込んだ 2誌の沈殿術 (A.8)からなる。

O建物跡 (m5岡、関版 2-5) 

調査地中央南側の地山粘七府而から下情古代整地層面で検出した便所迫備の正II物跡である。梁間

31日J(1.8m+1.8m+2.1m)、桁行3問 (2.4m+2.4m +2.4m)で北側 21mが身合、南個IJ1 1mが廟部

分となる。総住南I師廟東西棟の掘立柱建物跡である。北側から 2ダIJ自の桁行住列においては l間ご

とに l峰、約40cm西君子りに小掘り方が検出されている。建物方位は紫聞が北で約4度西に振れる。

柱掘り方の平面形は0.8m-0.9mxO.8m-l.2mの方形である。身合部分の位掘り方は、北側で大き
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く円IJ'f-され浅くなっており、以も遣存状況が良好な掘り方で雌認而より深さ85cm、浅い掘り方で

深さ 6cmを計る。廟部分間桁行のt主婦り方は、身舎部分の件:錫iり方に比して底面の深さにおいて

30cm以 1-:浅く、確認商より深さ35cm-10cmで‘ある。柱世話跡は、身外部分掘り方がl出径約25cmの

円形で、深さは確認、面より 6cm-80cm、l劇部分掘り方で・凶筏約12cmの円形で、深さは鍬却、耐より

20cm-35cmである。北側から 2ダIJHの桁行柱列小鋸り方は、 IW宅約35cmの円形で確認I飼より深さ

20cm-25cmであり 、 柱縦跡は明確でない。 柱掘り方には全て抜き取り 1~跡が認められる。

O使僧跡 (第6図、関版6)

使榊跡は、娼立柱建物跡内北側の 1HlJに l基ずつ、東西方IIjJに3J副主んで地山粘土防両から下附

占代整地l向I師にかけて検出された。 31まの使槽は東側が{史梢A、中央が便糟B、西側が悦榊Cとな

る。各使榊とも 1rm<東西2.4mX南北1.8m)のスペースにおいて、中心が南北についてはほぼ中央、

点酉については約 1m東寄りに位位している。

便榊Aは、掘り方の平面i形が正H宅約90cmの円形であり、。産認、而よ り約60cmの深さで段状を122し

IuJ宅約60cmの円形にすiままる。舷認、面より底部までの深さは約95cmである。直径約60cmの円形の

曲物状枠が埋設された1~跡が舷æðれる。 使槽に埋設された曲物状枠は、便栂掘り方下部までjlþび

る一段下の木樋上部に組み合う構造となると考えられる。

住!附BI立、掘り方の'jZn自fiJ移が凶径約95cmの円形で-あり、l瑠封、耐より約40cmの深さで段状を'Aし

凶径約80cmの円形にすぼまる。 。謀総而より底部までの深さはが~15cmで・ある。 直後約80cm、深さ 55

cm 以 kの円形の曲物状枠が即4設された泌跡が確認されている。掘り方底面の一部は木樋埋設の編

り方によりさらに深さ約20cm掘り下げられ、段状を呈 している。便捕に埋設された曲物状枠は、

使精銅り方下部まで伸びる一段ドの木樋 t部に組み合う徳造となると;}!;えられる。

{誕榊Cは、掘り方の平而形が出筏約 1mの円形であり、。産却、l耐より約40cmの深さで段状を皐 し

凶径約80cmの円形にすlままる。線認、l師より底部までの深さは約85cmである。直径約8剖Ocm、深さ5臼5 

cm以 |ヒ:の円形の曲物状枠が町投されたi瓜i凪=跡がE聡往

方によりさらに深さ約15cm掘りドげられ、段状を呈 している。使榊に開設怠れた曲物状枠は、使

槽婦り方ド部まで伸びる一段卜.の木儲 ~:J唱に組み合う構造となると考えられる。

0'音猿鯵 〈第6図、図版1-9) 

3 条の暗渠跡は、 掘立件:~物跡の 31正の便糟下部より、それぞれ北側の SG1206沼地跡及び比殿

榊方向へf4Jびる形で下肘占・代披地柄l商より検出された。晴束にはA'樋が埋設されており、木崎腐食

後の空制の形状や迫存していた材の形状から丸太を半俄し、。1J1'1き後、組み合わせたものが開設さ

れていたと考えられる。木樋は1'.側材の一部が腐食後崩mし、脱却が追存した下側材に重なる状況

で検111されている。木樋 t由IJ材の1i，{跡を践す暗渠天井$は半円形を話 し、空洞が存在している。
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3条の附m跡のうち、-*側が暗東A、中央が暗渠B、西側が階東Cとなる。

E青渠Aの木樋開設に伴う構は幅65cm-80cm、長さ約 6mであり、確認面から底部までの深さは

O.7m-I mである。 l長l面付近での幅は50cm-70cmでやや幅が狭くなる。構内陸部にほぼ接する状

態で埋設された木緬は、上側材の一部と下側材底部が遺存しており、長さ5.8m、断面形は円形で

岨径30cm-40cmと推定される。木樋底面は約6度沼地跡側へ傾斜している。晴誕の良紬方向は北

で約4度西に振れる。木崎は暗渠内に収まり枕臆僧A掘り込みに突き出ない形で検出されている。

日育忠Bの水樋開設に伴う溝は幅50cm-90cm、長さ約6.2mであり、確認耐から!底郎までの深さは

O.85m-l.lmである。li誌面付近での幅は50cm-70cmでやや幅が狭くなる。木姐は構内j底部にほぼ

接する状態でsI1投されている。木樋の遺存状況は排出口に寄るほど良好とな っている。木樋は長さ

6.5m、断而形は円形でu1径35cm-40cmと推定される。木樋下側材の用地側先端部は、沈殿柑Aの

掘り込みにが~30cm突き 111 しており 、 上側材が下側材よりせり出し重なり合う形で検出されている。

木樋Is:而は沼地側へ約61立傾斜している。暗渠の長軸方向は北で約71立西に振れる。

階東CのA¥樋開設に伴う潟は幅50cm-95cm、長さ約6mであり、確認、而から!底締までの音楽さは

O.9m-l.lmである。庇而付近での幅は45cm-60cmで・やや幅が狭くなる。木樋は海内l貞郎にほぼ

接する状態で埋設されている。木樋の遺存状況は排出口に寄るほど良好となっている。木樋は長さ

6.3m、断而形は円形で凶径約35cm-40cmと縫定される。木極沼地側先端却は沈殿柵Bの掘り込み

に約30cm突き出しており、上側材が下側材よりせり出し重なり合う形で検出されている。木樋底

部は沼地側へ約6度傾斜している。暗渠の長軸方向は北で約7度西に振れる。

なお、時提A-CIt:Jにおける木樋底面の高低差としては、暗msと暗mcがほぼ同一レベルであ

るのに対し、附!l:lAのみ時張中間部で約IOcm、排出口で約20cm高くなっており、埋設位也が浅く

なっている。

0沈殿相跡 (第6閥、 l火|版10-12)

沈殿例跡は、 2法の沈殿榊が東西に隣接し調査地北側のSGI206沼地跡の FJIV;占代整地柑面から

沈殿精銅り込みlI~iの銀1:よl凶I耐にかけての傾斜面で・検出された。 2 基の沈殿梢のうち附挺A ・ 暗渠B

の排出物が流入する点側のものが沈殿精A、暗渠Cの排出物が流入する西側のものが沈殿附Bとな

る。

沈殿梢Aの平面形は、南北約2.2mX東西約4.3mの東西に長い長方形である。南側の晴提排出口

調IJで掘り込み而である下附占代整地自面から底面までの高低差が80cm-95cm、北側の沼地側で掘

り込み面からj底面まで深さ20cm-30cmである。底面はほぼ平坦であるが、北側に比して南側が 8

cm前後、東側に比して西側がlOcm前後低く 、掘り込みが若干深くなっている。}j位は剖-殿精東辺

が北で約4度西に振れる。

沈殿峨内脱税制は灰貨褐色上と黄灰色粘土を主体とする上回、浅黄色砂と浅黄色粘土を主体とす

-13-



る中柄、灰賞褐色粘土や浅貨色粘七に黒褐色粘土やオリ ープ黒色粘上などが混入する下耐に大別さ

れる。なお昨年度、沈殿mA内地積回から土滋資料採取に際し、上同県縄色土 ・暗褐色上としたも

のは第8府黒褐色植物遺体問となることが精査、検討の結果判明した。また、昨年度中嗣灰賞制色

上としたものは、今年度の中耐に該当する。

沈殿槽Bの平面形は、南北約2.4mX東西約2.4mの方形である。南側の暗渠排出口側で掘り込み

面である下回古代整地層面から底面までの高低差が1.2m-1.3m、北側の沼地側で鍋り込み面から

ほ而まで深さ55cm-60cmである。底面は沈殿僧Aに比して40cm-50cm深い。底面はほぼ平坦で

あるが、北側に比して南側が15cm前後低く 、掘り込みが若干深くなっている。方位は沈駁精西辺

が北で約 5度西に振れる。

比殿槽内唯秘屈は灰賞柑色土と賀灰色粘土を主体とする上l凶、浅黄色砂と浅黄色粘土及び賞灰色

粘 tを主体とする中層、オリ ープ灰色砂とオリープ灰色粘上を主体とする下層①、日行オリ ープ灰色

粘上とオリ ー プ黒色粘土を主体とする下回②に大別される。 1ci!1~舗の状況から沈殿地底部が下肘①

のオリープ灰色砂及びオリープ灰色粘七により、一時期埋め立てられた後、再度東側が煽り込まれ、

下踊②及び中層、上届の順に!1E翻したと考えられる。

S B 1351便所遺構出土遺物

建物跡出土遺物

柱掘り方埋土からの出土遺物はない。柱抜き取り埋土から数点の須恵器片が出土している。

暗築跡出土遺物 (第 7図、図版39)

l は略~B埋土出土、 2 ，ま晴提CiII!上出土である。暗架Aの

出上遺物はない。

須恵器(1・2): 1、 2はま主であるが踏減及び欠損によ り天

井m~切り縦し不明である。

沈殿槽跡出土遺物 (第8-17図、図版39-50)

1 ，ま沈殿槽A内機積府出上遺物である。他に沈願締A、B内

唯税制からの土器類の出土遺物はない。木製品としては、 it殿

楠A内地積層より挽物皿、篠木が出上し、沈殿槽B内堆税制よ

り篠木が多数出土している。

須恵器(第8図 1): 1は回転糸切り後!底部全周に手持ちケズ

リ調整を施す係である。

木製品(第10図~第17図 1-151): 1は挽物mで口縁部付近

」三斗=:r:d I (6-330) 

三当
者~7 阿 SB1351時~B ・

暗記~C :l\ 1:遺物

o I ，) ".  1(6・332)

第 8阿

S81351沈殿.tffAII'，I:冶物

は炭化し、欠損している。 2-151は篠木でその断面形態から以下のように分類し、伺々の詳細に
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ついては一覧表に示した。

A:断面三角形のもの 1.正三角形、あるいはこれに近いもの

2.二等辺三角形、あるいはこれに近いもの

B:断面変形(算盤玉形〉のもの 1.菱形(算盤玉形〉のもの

2.菱形の各辺に丸みのあるもの

C :J享さ 3mm以下の縛舷のもの

A
w
d
 

内
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-
E
E
E
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〈二〉

12(6・344)

乙〉
8(6・340)

〈ご〉

13(6-345) 

1 (6・333)

ム

ムム5(6・337)
4 (6-336) 

6(6・338)

。3(6-335)

A 
9(6-341) 

。

、..v "=プ

ム2(6-334)

1 16{6-348)A2 

<::> 17(6-349} 

~10(6-342) ~ 11(6帽 343)

ー=ーー-
19(6・351) 20(6-352) 

...  硲 l14 (6-346) f . . . . I : ) 

J =ー18(6・350)

第10図 SBI35li'.t殿格A出土木製eas--事木
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I 30 
」ー(6-362)

c:::::::::コ
32(6・364)

Cコ寸J25(6・357)
24 (6-356) c:二J

c::コ
26(6-358) 

~~~ ~υ己
cコ(6-366) 35(6-367) 

~ i1日ロ
ム33(6・365)

36 
(6・368)

ロ 29(6-361)

占28(6・360)

， c::コ
Cコ 38(6-370)
37(6-369) 

ヒコ
45(6・377)

cLZ7附 2) c二uc己二24?(6-375山11(か376}F

39<6-371) 
-.---. 

41(6-373) 42(6・374) 目 ・ . 了

第111><1 581351沈殿僧AII¥1:海水
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I Cコ
亡コ 50(6-382) 
49(6・381) cコ

51(6・383)

凸{門
刊 (6-378)打(6-379)48 (6却 0)

I ， 3 -

. 口53 占。52 (6哨 5)54 (6剖 6)
(6-384) 

0 
59(6・391) 

ロ 57 I 

(6-389) D 
58(6-390) 

ロ56(6司 388)

ロ55(6-387)

第12凶 SB1351沈殿MA/I'ot縫水

0:厚さ 3mmを超え、 5mm以下の仮状のもの l.断面長方形のもの

2.断而台形、平行四辺形のもの

3.側端の l端が厚く他端の薄いもの

E:摩さ 5mmを超える1有機状のもの 1.断而正方形あるいはこれに近いもの

2.断面長方形のもの

3.断面平行四辺形のもの

4.断面台形のもの

5.断面五角、六角など多角形のもの

F:その他、丸鯵状など

なお、厚さ 6mmのものでも、幅が3倍に近いものあるいはそれ以上のものについては坂状D

として分類した。また、欠如し全長の不明なものは長さに( )をつけ、D3のものは( )内に絹

い側面の厚さを記入した。
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SB1351便所遺構出土篇木一覧表

図番面号 i怒S物号 形状 遺出情土 脳 位 長%さ 官にl厚さ 形態 備 J雪

2 6ーお4 完形 詰空中層 248 11 10 A1 上 ・下錨斜めの削り

3 6-ぬ5 下欠m 11 I 11 (226) 10 7 A2 上織を山形に削うている

4 6ーお6 11 11 " (180) 10 8.5 11 上織問1)り

5 6-337 " " 中~下厨 (186) 12 5 " 上両面切り折り

6 6-338 " 11 " (135) 12 8 " 上向指斜めに削り

7 6-339 " 11 " ( 97) 11 7 A2 上縦削り

8 6-340 11 11 中層 (125) 11 7 A2 よ織を丸く即lり、前倒1)から切り込み

9 6-341 よ・下欠ul 11 " (108) 9 8 A1 

10 6-342 下欠ul " " (175) 20 12 A2 上端を丸く 削り

11 6-343 " " 巾 府 (197) 16 12 11 t割自を斜めに削り

12 6-344 5! J修 11 中~下楢 180 18 6 82 上向指山形に1'I1Jり、下端を切り折り

13 6-345 11 " " 172 14 5 11 上 ・下縦を切りlfrり

14 6-346 下欠III 11 " (198) 17 6 " 上掲揚切り祈り

15 6-347 " " " (118) 11 6 " 上骨量側而からの切り折り

16 6-348 上・下欠倒 " " (131) 11 8 " 
17 6-349 上欠fll " " (237) 20 3 C 下絡を即lり、尖らせている

18 6ーおO 完形 " " 173 19 1.5 " 上 ・下繊切り街り

19 6-351 下欠fll " " (114) 14 " 上掲揚側面から切りlfrり

20 6-352 " " " (109) 12 2 11 上嶋切りlfrり

21 6-353 完形 11 中~下層 167 29 6 01 上司菌防lり、下総切り折り

22 6-354 下欠航 " 11 (141) 22 5 " 上錨削り

23 6-355 上・下欠ul " " (203) 26 5 11 

24 6-356 FJ-巳;: ~ " " (245) 17 5 02 上 ・下総切り折り

25 6-357 下欠tn " " (256) 17 5 01 上総切り祈り

26 6-358 " 11 11 (151) 13 4 " 11 

27 6-359 11 11 11 (172) 8 3 11 11 

28 6-360 1:-下欠III " 11 (195) 12 4 (2.5) 03 

29 6-361 完 j修 11 " 182 9 4 01 上 ・下縦切り折り

30 6-362 下欠fll " " (164) 12 4 02 上端切り祈り

31 6-363 上・下欠m 11 11 (178) 10 4 " 
32 6ーお4 下欠tn 11 中~下層 (179) 21 5(2.5) 03 上綿切りlfrり

33 6-365 11 " " ( 76) 15 4 02 上縞 ・側面ていねいな面取り

34 6-3邸 下欠悩 " " ( 46) 11 4 01 上線削り

35 6-367 11 " 中層 (138) 11 3.5 " 上繊切り針り

36 6-3伺 上・下欠fll " " (123) 18 5 (2) 03 

37 6-369 完形 " 中~下層 168 15 5 D2 t錨山形に1'I1)り、下向歯切り折り

38 6-370 11 " 11 165 9 4 (2) 03 下縦i噂〈削り
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図番面号 遺1Ii物号 形状 泡出梅土 厨位 長%さ 最幅大 厚さ 形態 “自 Jf 

39 6-311 下欠伯 沈畑殿A 中~下層 (199) 16 5 (2) 03 上総切り11fり

40 6-312 " " " (119) 18 5 (3) " 型島復があり、木簡転用

41 6-313 " " " (216) 15 5 (2) " 上繊切り折り

42 6-374 完形 " " 229 13 5 (2) " 下鳩山形に削り

43 6-315 下欠航 If 中絹 (210) 11 5 (2) If 上消切り祈り、下手刃状に削り

44 6-316 " If If (246) 11 5 (2) If 上総切り街り、全而ていねいな削り

45 6-311 上・下欠倒 If 中~下層 (141) 10 5 (3) " 
46 6-318 完形 " " 235 10 7 E4 上端肉IJり、下端縛〈削り

41 6-319 下欠m " " (230) 11 10 E 1 上総斜めに削り

48 6-380 If If " (231) 10 7 E3 上総切り折り

49 6-381 " " " (188) 12 6 If If 

50 6-382 If " " (180) 9 5.5 E2 If 

51 6-3回 If " 中層 (199) 11 5 01 上総卯lり、側而に浅い切り込み

52 6-384 If " " (156) 9 8 E4 上端削り

53 6-385 If If " (146) 10 6 If ヒ端削り

54 6ーお6 " If If (144) 7 7 E 1 ヒ鎗切り折り

55 6-381 上・下欠飢 If If (131) 8 6.5 E2 上嶋炭化

56 6-388 If " If (130) 12 6 E4 

51 6-389 If " " ( 11) 8 4 01 

58 6-390 If " " (264) 8 8 E4 

59 6-391 If " If (211) 7 6 E1 

ω 6-392 完形 t網.t:殿8 下層② 加6 12 6 A2 上 ・下錦、全面削り

61 6-393 " " " 297 10 8 A 1 上部指切り折り、下線全面削り

62 6-394 " If " 292 10 7 A2 上 ・下提起削り

63 6-395 " If If 294 11 7 A2 上 ・下錨切り祈り

64 6-396 " If 11 266 11 10 A1 上 ・下端全国削り

65 6-391 If If If 2回 10 9 " If 

66 6-398 If " " 233 11 6 A2 上倒nlJり、下端切り祈り

67 6-399 If If " 200 11 5.5 E5 " If 

槌 6-4∞ 下欠111 If If (151) 13 7 If 上端切り祈り

69 6-401 " If 中層 ( 65) 9 9 A1 上総山形に削り

10 6-402 完形 " 下層② 260 10 8 81 上錨丸く即lり、下錨削り

71 6-406 If If If 252 12 5 82 " If 

12 6-404 " " " 240 11 7 If " If 

13 6-405 If If " 229 13 7 If 七錨山形にnlJり、下総切り針り

74 6-406 " If If 240 10 7 81 If " 

75 6-401 上・下欠似 " 上層 (118) 14 5 " 上 ・下両面腐食

76 6-408 完形 " 下局@ 249 10 8 " 上縞削り、下繊切り街り

77 6-4ω If " 中層 241 9 9 A 81 1 上・下自由切り折り、上縞断面三角

の
り

の
4



図番面号 遺番物目・ 形状 遺出布土陣 前位 長%さ 媛幅大 wさ 形態
“自

考-

78 6-410 下欠航 I i繍沈股8 中層 (241) 10 5 B2 上総切り祈り

79 6-411 完形 11 11 230 12 5 1/ t両面削り、下総切り折り
. 

加 6-412 下欠似 11 下府② (159) IO 7 If 上縞切り街り

81 6-413 1:.下欠ul If If (150) 11 5 If If 

82 6-414 If If If (181) 13 6 If 

回 6-415 完形 If If 234 15 1.5 C 上総切り折り、下向指議〈削り

84 6-416 下欠fLl If 小脳 (236) 20 2.5 If 上総切り針り

85 6-417 If If 下腕② (226) 15 2 If If 、全体に炭化

86 6-418 If 11 If 236 15 2 If If 

87 6-419 上・下欠m 11 11 (246) 16 3 11 全体に炭化

88 6-420 完 j杉 11 11 233 13 2.5 11 上 ・下端切り折り

89 6-421 わ下欠m 11 I~. JFi (153) 8 1.5 11 

90 6-422 11 11 下府② ( 86) 11 2 11 

91 6-423 11 11 11 ( 98) 7 3 If 

92 6-424 完形 11 11 278 15 5 (3) 03 上 ・下綿nllり

93 6-425 If 11 中層 240 15 4 01 上 ・ 下錦切り折り 、 両而に~~彼

94 6-426 Iニ・下欠ul If 下騎② 2邸 25 5 11 

95 6-427 完形 11 11 226 11 4 If ト.・下地切り針り

96 6-428 11 If 11 223 10 5 11 If 、上緒斜めの削り

97 6-429 If 1/ If 4 11 If 

98 6-430 下欠tll If If (205) 9 4 If k錨斜めに削り

99 6-431 完形 If If 211 12 4 02 上 ・下端切り祈り

l∞ 6-432 11 11 If 218 13 4 01 If 

101 6-433 下欠m If 中 層 (219) 11 3 C 上総側面からの切り折り

102 6-434 If 11 11 (232) 12 3 11 上地削り

103 6-435 ほ11"完j彩 If 下痢② 217 15 5 01 上総切り祈り

104 6 -436 下欠u1 11 11 (181) 12 4.5 11 11 

105 6-437 1-.・下欠ul If 中 府 (251) 11 2.5 C 

106 6-438 11 11 下崩② (180) 9 4 01 

107 6-439 11 If 11 (199) 9 4 02 

108 6-440 11 If 11 (219) 10 6 E2 

109 6-441 下欠ul 11 If (118) 12 4 01 1::tJ.l切り折り

110 6-442 1:.下欠m If 11 (130) 15 4 11 

111 6-443 完形 11 11 214 11 5 02 上地切り折り、下t議員事〈削り

112 6-444 11 11 If 221 13 4 If 上 ・下綿切り折り

113 6-445 If 11 11 231 15 5 If If 

114 6-446 下欠m 11 11 (134) 15 5 If 上t省内11り

115 6-447 上・下欠III 11 11 (237) 11 5 11 

116 6-448 下欠似 If If (233) 20 4 (2) 03 上錨切り祈り
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図番号面 遺番 物号 形状 単語 届位 長%さ 厳幅大 厚さ 形態 備 考

117 6-449 下欠tft t僧t殿8 下層② (226) 17 3(1.5) D3 上端切り祈り

118 6-450 11 11 11 (158) 11 3.5 (2) 11 上端納く削り

119 6-451 11 11 11 (248) 11 5 (2) 11 上端切り祈り

120 6-452 11 11 11 (198) 11 5 (3) 11 11 

121 6-453 11 11 11 (194) 11 5 (2) 11 上端斜めの削りで切り折り

122 6-454 11 11 11 (217) 12 5 (2) 11 上総切り折り

123 6-455 上・下欠tn 11 11 (256) 14 5 Dl 

124 6-456 11 11 11 (221) 10 5 (2) D3 

125 6-457 完 形 11 11 255 15 6 E5 上端切り折り、下端問1)り

126 6-458 11 11 11 260 15 6 E2 上 ・下総月1Jり、下端は刃状

127 6-459 11 11 11 212 15 10 E5 上総へラ状、下端貧1J状に削り

128 6-460 11 11 11 207 15 7 E5 上 ・下端切り折り

129 6-461 11 11 中 層 239 10 7 E4 11 

130 6-462 11 11 下届② 286 9 8 E 1 11 

131 6-463 下欠tn 11 11 (207) 12 8 E2 上総削り

132 6-464 完形 11 11 247 14 6.5 11 上 ・下端即lり、 全体に炭化

133 6-465 上・下欠鍛 11 下層② (227) 10 9 E1 

134 6-466 フ宅金t ~ 11 11 259 11 7.5 E2 上 ・下端切り祈り

135 6-467 11 11 中 届 266 10 5 D2 上 ・下繍削り

136 6-4印 11 11 11 216 11 7 E3 上 ・下端切り祈り

137 6-469 11 11 下層② 231 12 8 11 上端斜めの削り折り、下端切り折り

138 6-470 11 11 11 229 8 4 D2 上 ・下端切り祈り

139 6-471 11 11 11 (339) 11 6 E4 上端情1Jり、下端切り祈り

140 6-472 11 11 11 253 8 7 11 上 ・下端切り祈り

141 6-473 M 11 11 265 12 7 11 11 

142 6-474 下欠償 11 中 層 (225) 11 7 11 上端切り祈り

143 6-475 11 11 11 (218) 11 8 11 上総削り

144 6-476 7壁金t 冒玄ノZ 11 11 (211) 14 8 E3 上端切り折り、下総ヘラ状に向1)り

145 6-477 下欠損 11 11 (227) 15 7 E4 上総削り、下綿炭化

146 6-478 11 11 下層② (206) 6 6 E 1 上端切り祈り

147 6-479 11 11 11 (176) 13 6 E5 11 

148 6-480 上・下欠損 11 中 層 (212) 14 6 E3 

149 6-481 下欠銅 11 11 (203) 12 6 11 上端斜めの削り祈り

150 6-482 Y健全t宝~シ 11 11 (197) 9 6 E4 上 ・下端切り祈り

151 6-483 上欠tn 11 11 (162) 9 8 F 丸様、下端尖る

。y“。，“



よ ' ムよ 63

品・392)令393)附 -394)む{問5)

ムム
64(6-396) 65(6・397)

く〉
73(6-405) 1 - 0 

人<> 72 (6-404) 
~ __， 71(6・403)

70 (6-402) 

く〉
74 (6-406) 

<> 
75(6・407)

節目凶 SB1351沈殿僧B出上海水

-23-

。
66(6・398)

0 

67(6-399) 

ζミ
68(6-400) 

(
リ
リ
リ
ハ
ハ

u

m川
川
川
川
川

ω
In 

69(6-401 ) 

I 0 <> 
<) 77 (6-409) 78 (6幽 410)

76(6-408) 

A 

』ココ43 -



I <:コ
o 81 (6-413) 

80(6・412)
<:::> 
82(6・414)

<> 
79(6幽 411) 

A
川
町
北
川
山
引

= 
84 (6-416) 

= 白
86(6-418) ~ 87(6-419) 

‘=・
83 (6-415) 

1

1

 

ム89
(6-421) 

1 邸

=(6-420) 

I Cコ
j"' ''_' I_ ~~ A .__， 98 (6・430)
ムロ 97(6-429) 

5iL6・427) 96(6・428)cコ
93(6・425)

c:二コ
94 (6-426) c:コ

92 (6-424) 

I 90 よ91(6・423)
=>(6・422) 第141><1 SBI351汰・殿僧B出 1:海水

11 :1・-.L__~ ， 

-24ー



I 99 
C(6-431) __I_ 1∞ム101 I.UJνゐ103(6-435)

C::::)(6・432)ー(6-433) I 
=102(6-434) 

ム105(6-437) 

二一109
-(6・441)γ110

.:::::コ (6・442)ー

ε~ 

114 (6-446) 

て::l

115(6・447) c;::. 

116 (6-448) 

Cコ
111 (6・443) 0 112(6-444) 

第15凶 S81351沈殿MBm上篠木

-25-

Cコ
107 (6司 439) ，

C:I 
108(6・440)

ー. 

C::::J 

118(6-450) 

': 3 ヤ



ー

c::::， 

119 (6-451) 

ζ3  

128 (6-460) 

A
U

。，M

q
d
c
o
 

l
O
M
V
 

ρo 
c
o
 

l
Q
制

c::::. 
124 (6-456) 

Cコ123(6幽 455) Cご::. I 

125 (6-457) 亡コ126(6・458)

I c:三3
Cコ 121
l附 -452)(6-4問ム

122(6・454)

ロ
131 (6-463) 

ロ
I 133 (6・465)
亡コ
132(6・464)

I 134 ~ 
Cコ(6-466)乙コ 135(6・467)

。
127 (6-459) 

。
136 
(6-468) 

第16図 581351沈殿榊 BW，上総木

1 : ， 1)・m

-26一



ロロ
138(6-470) 

137(6-469) 

0 
146(6・478)

Cこ〉
147 (6-479) 

t 口 13(M2}

亡コ 149(6・481)

148(6・480)

第17M S81351沈殿併sm上海水

ζコ139(6-471) 

。
州ト172)凸

141 (6・473)

-27-

llvv了 V

入 QD l

l;z(6・474)143(6-475) 144(6-476) 匂
145(6・477)

10
削

国 ヒオ -ゴ



SA 1352材木列塀跡 (第5図、図版13)

調査地南側lから南西側の地山粘土層面iで-検出された、 SB 1351便所遺構の目隠し塀である。

材木列塀の布掘り溝と溝底面に塀の材である丸太材の痕跡が検出されている。布掘り溝は南北

1.8m、東西12.4mのL字形をEtするが、北側が大きく削平を受け不明確となっているため、南北方

向はさらに長くなる可能性がある。布掘り構自体は幅30cm-35cm、確認、I語から!底面まで深さ 10cm

-15cmである。布掘り潟底面にはl卓径lOcm-16cmの円形で、深さ 5cm-6cmの丸太材掘り方の

痕跡が密接する形で検出されている。方位は南北方向の街掘り構で、北で約4度西に振れる方向と

なり 、東西方向の布鋸り溝は西で約 3度南へ綴れる。SK1354と重複し、これより新しい。

SA 1352材木列塀跡出土遺物 (第18図、図版51)

1-6はいずれも材木列塀街掘り溝覆土出土である。他に赤褐色土器片が種上より出土してい

る。

須恵器(1-6):1-3はへラ切り後、撫で調整を施す郎である。4は回転糸切り無調整の杯で

ある。 5はへラ切り後、台周縁に撫で調整を施す。 6は蓋で天井部へラ切り後、ケズリ調整を施し、

外商口縁部付近にへラ状工具による切り込み文様が巡る。

¥二I=s-7 
2(6・485)

3(6・486)

， I 3 I(IC.，鴨

第18tヌISA1352材木列.lJ)f湖;11'11'.造物

SA 1353柱列 (第19閥、凶版 1) 

調査地南西側の褐色上回面で検出された、2.!まの掘り方よりなる東西方向の柱列である。柱1m間

隔は3.6mである。柱掘り方はl直径約80cmの円形で、深さ30cm-40cmである。抜き取りにより柱

痕跡は認められない。方位は函で約2度北に振れる。

S K 1354土割高 (第19図、図版 1) 

調査地南西側の地山粘土問面で検出された。東西約4.5mX南北約1.6mのゆがんだ桁円形で、深

さ約25cm、底部はいくらか起伏があるが平らで、壁際になり急に立ち上がる。 SA1352と重複し、

これより古い。
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3)基本膚序及び各層出土遺物

基本膚序

第63次調査地では、 4誌上 ・|日耕作上除去後に調査地南側では地山粘土h-'11剖が、調査地北側から東

側にかけては用地跡が検lflされた。そのSG1206沼地跡は、現地形では淑地(通称雨池)の西岸にあ

たる部分であり、市代から現花に~るまで沼地が存在していることが鶴認されている。 調査地中央

の~所温情付近から問地跡にかけては、向然土佐税及び人為による i二附の.l:fUl'lのm彼がみられた。そ

のj同地般をJ占憎にして、，j~:1笥慌の!け位についてまとめると以下のようになる(那 6 問、 l刻版14)。

ぷf:・耕作上:調査前まで、の畑地。第 1J曹

Irf~H"ド仁:近世以降の陶磁器出土。調査地南側lから南点側にかけては出下が地山粘土問

となる。

第2膚

灰>>J色 f".肘:調査地北側のSG1206沼地跡に地秘する向然地的附。中世陶端、にj'磁片が第 3膚

111 1:しており、最 f-.JMの遺物包含府となる。

~，H尚色 f:h"i :調査地北側から東側にかけてSG1206沼地跡に堆積するn然階部柄。赤鰯第 4層

色上総小明t不が111上しており、古代の遺物包合同となる。

~U尚色航物遺体 ・ 火山灰泌入届 (上届スクモ府) :調査地北側から東側にかけて SG第 5膚

1206in地跡に脱税する向然縫積層。調査地北側のS81351便所遺術沈殿榊周辺から調査

地西側にかけては、府内に火山灰(灰白色細粒物)が不均一に混入し」次雄前する。
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第6層 灰褐色 ・暗褐色 1:制(上層占代整地層):調査地北側から東側にかけて認められる上制。

調査地中央付近、 S81351便所遺精沈殿精周辺で特に厚く地献する。灰褐色を)[，調とす

るが、沈殿柳内では附梢色を呈し、上部には柑物遺体が出入する。瓦や-tf.'N舶を多く包

含する。

第7膚 褐色土居:調査地南西側に部分的に堆積する。亦悩色上器片を包含する。

第8膚 黒褐色織物遺体同〈中I:lIスクモ層): S 81351便所遺mtt綴憎内のみに部分的に認めれる。

便所遺精廃絶後の自然機積層で黒褐色上が混入する。

第9膚 便所遺精沈殿梅内総税制:S81351便所遺憾が機能している段階で、排出物などが地割

した層。2つの沈殿榊ごとに堆積状況が相遊しており、地積層も細分される。

第10膚 灰黄梢色 ・浅黄色上J，vj(下回占代整地届): S 81351o.!所遺構構築に伴う整地Jiviで、調査

地中央付近にのみ認めれる。明黄褐色粘 tが出入する。遺物をほとんど旬合しない。S

81351便所遺構附県の検出面。

地山粘土・地山纏物遺体層 :調査地南側lから中央付近にかけては、浅黄色及び明補色粘上附が

地山となり、北側及び東側の沼地内では京槌色を出する捕物遺体層及び黒色を呈する腐

摘した粘土がJt!!山となっている。

各膚出土遺物

O表採、表土出土遺物 (第20似|、凶版51)

須恵器(1-3):1はへラ切り後、無調整の杯、2は糸切り後、台周縁に織でを施した台付郎、

3はl二面に二重の円闘が巡り、脚部に方形の透しがつく円面脱である。2は体部外面に機痕が認め

られる。

赤褐色土器(4):器積不明。体部外面にミガキ調整を行う。体8s外面に不鮮明な盤痕がある。

灰紬陶器(5):瓶類の益である。灰白色の素地に、外而のつまみから口唇部にかけて灰オリープ

色の軸がかかる。外而及び内I而の一郎が暗赤褐色を髭する。軸の付者により天井部切り離しは不明

である。

0第3層 ・灰褐色土層出土遺物 (第20図、図版52)

赤褐色土器(6):糸切り熊調整の係で、内外面に煤状炭化物が付着することから燈明皿と考えら

れる。

中世陶器(7):珠洲系陶掃のれn鉢である。

陶磁器(8):青磁鈍で、内l市は此線文と列点文、外loiは'J1.行沈線が認められる。

O第4膚・黒褐色土膚出土遺物 (第20図、図版52)
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赤褐色土器(9-13) :すべて糸切り無調整の小型係である。内外而にロクロ泌を践し、にぷい黄

健色をE止する。

土師器(14):下位ねの小噌腕形上器である。体部外面に不明瞭だがミガキ調整を施しており、j長

而は内外I而とも，11，問のある維な指織で調整を施す。

O第 5膚・黒褐色継物遺体膚 ・火山灰混入膚出土遺物 (第20関、i火l版52)

須恵器(15-19): 15、16はへラ切りの杯で、15はていねいな撫で調整、l凶6はt燦緑で

はa越2で天j汗F刊百部官にケズリ淵整を施すため切り離 しlはま不明である。内l而を似に転JlJしている。18は/1<瓶

で体部 lゾドから ド、いにかけて縦方I~'Jのケズ リ 調整を施した後、 体;1刊に撫で淵轄を施す。 外|師um~分

に一条のiX線が巡り、矧;郁から体部にかけて緑色の自然利lが付行する。19は船舶不明で、外国には

失帯が付き、 ミガキ調整が施されており、内面には煤状炭化物が付押する。15'副長郎に 「寺」、 16

は底部に判政不能の椴t!}がある。

土師器(20・21): 20、21は内面黒色処理のある椀である。 20は糸切りで底割引品緑から体$1:半に

かけてケズリ調整、体総 J:半に横方向のミガキ調整、u縁部に織で調整そ施す。2Uま糸切り無調整

で体部ド端から体調~ 1:、ドにかけてケズリ調整、体部上半に横方向のミガキ調型車、(I緑却に織で調整

を絡す。

O第 6 膚 ・ 灰縄色・暗褐色土層出土遺物 (第21 ・ 22阿、 ~I版53 ・ 54)
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須恵著書(1-6):1-3は隊、4、5は合付杯である。 1は糸切りで、底部周縁に経い織で調整

を施す。 2はへラ切り後、ていねいな僚で調整を施し、3はへラ切り後、軽い織で調整を施す。 4

1ま欠mにより切り離し不明で、底部立ち上がりから体郎下半にかけてケズリ調整を施し、台付け後、

周縁に織で調墜を絡す。 5はへラ切りで台付け後、周縁に織で調整を施す。 6，ま益で糸切り後、天

井部外面に織で調整を施し、また内面を硯に転用している。 5，ま底部に 「万Jの'H占がある。

土師器(7):台が欠加した内面黒色処理のある台付杯である。 糸切り後、底問~'11.ち上がりから体

部下半にかけてケズリ調整を施し、台周縁に撫で調整を施す。

赤褐色土器(8-11):8は糸切り後、体部下端にケズリ調整を施した廊。9-11は糸切り無調整

の原である。

瓦(12-14): 12はイi段の丸瓦、13、14は平五である。12-14とも1111而に制11日|峰、Ilql(I1に街円が

残る。

均(15・16): 15は灰向色を世し軟質、16は灰色を呈し硬質である。

0第7膚 ・褐色土膚出土遺物 (第23岡、図版54)

須恵器(1-3):1は郎で、へラ切り後、ていねいな織で調整を施す。 2は台付杯でへラ切り後、

台周縁に郷軍で調整を施す。3は蓋で天井郎ケズリ調整のため切り離し不明である。

3(6・529)

Lー」←at;' 守・

2(6・528)

気~23~A ~ 7 k111't 1:遺物

E 第 64次調査

1 )調査経過

第64次調査は大畑地区東部を対象に平成7年4月10日から12月18nまで実施した。発術調査面積

lま786nf (238Tf.)である。

調査地東側の大畑地区東部では、京外郭線及び掘立柱建物跡、堕穴住民・跡士事が検出されている。

また調査地南側にあたる鵠ノ木地区北部では竪穴住居跡、竪穴状 ct奇跡、大路側溝跡、鍛冶炉、胞

衣殺が埋設されていた 1"0器埋設遺憾が検出されている。

今次調査地は外郭点門北西側の事s内にあたり、第56次調査地(平成3年瓜2実施〉の西側隣接地、第
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60次調査地(平成5年度実施)の北側隣接地で、現地形は平坦な宅地及び畑地となっている。

調査は外郭東門西側周辺減内の利用状況を把握することを目的として実施した。まず、調査区の

北側より南東側へ表土除去作業を闘始した。南側および南東側の道路に近い個所では、宅地造成あ

るいは排水溝設置等による撹乱により、地表面より約1.5mほど地山飛砂層が削平されており 、こ

の部分の遺構は検出できなかった(4月11日-5月9日)。

旧宅地と畑地との境界部分には、賞褐色砂と黒色砂の混在する屈が検出され、遺物包含附あるい

は遺構の存夜が当初考えられたが、これは境界部の土手部分と判明し、除去作業をおこなった(5 

月11目-12日)。旧耕作土下は最上屈の包含!凶と考えられる炭化物や焼土を多く含む第3届褐色砂

町tとなっており、この而での粕査を行ったところ黒褐色砂を埋土とする遺構が検出されたが不明瞭

なため、この!凶を掘り下げ第4Jffi黄褐色砂崩(炭化物 ・焼土混入)面で遺構の存在を確認した(5月

16日-18円)。 その結果、円形の煽り方、満跡、小ピッ ト群等多数の遺構が検出され、円形の掘り

方はSD1386、SD1387と重甑関係にあるが、これらよりも新しい東西棟のSB 1355と判明した。

さらにSD 1384-S D 1390の構跡、 31まの掘り方よりなる東西方向の柱列SA1358等が検出され平

¥VγFF¥r.竺~YYν:1j7Tr.:JT守;Jjj〈:了‘‘/

/ I v I ¥: 川，州'弓λ 1..)(:: ; ， /ノ riJXJJ¥¥介17ア
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面実測、各遺構の写真搬影を行った(5月19日-6月8日)。

発掘阿南必然においては第4届面でSD1395が確認されたのでこの第4制の除去作業を行い、撹

乱溝の*側に南東部にカマドをもっS1 1362を検出した。南東部から西郷にかけてm4耐の除去作

業を進めて行き、南西部分に炭化物混じりの黒色砂を埋上とするS1 1363を検山、さらにこの上面

ではこの住居跡を切るSK1420が検出された。

4月13円より同時進行していた第63次調査の遺構の詳細な追跡が始まり、第制次調査地の検出さ

れていた遣憎の保存のためビニールシートで被い、 6月27日より 8月lonまで鵜ノ木地慌の第63次

調査を行った。

第63次調査終 f後、南部から北部方向へむけて第4J'凶面の除去作業を進めて行き、第5Ji明帝褐色

しかし、この附は巾央部分では比較的薄く円筒而砂川(焼上 ・炭化物語4人)凶iをあらわしていった。

が露山している :'i~分があり、北側に行くにしたがって厚く脱税している状悦であ っ た。

北西側でSX 1446、SX 1435-S X 1437と一部SX1438が検出されたが、全衿・が不明のため北西

部を拡蝦した。その結民、新たにSX1439、SX1440が検出され、各追川の~側 ・ η只搬彬を行っ

た(8月17[1-9)17円)。

北側での第51M除去作業を開始したところ、下陪である第6府灰暗褐色紗耐出で、黄尚色粘土を

埋上とする{主同跡が検111されS1 1364とし、さらにこの西側に住居跡が検出されS1 1365とした。

a-“
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一方、この周辺では南北}j向に走る溝跡(S

カマド状を呈する SD 1396-1399)、また、

X 1442~事が検出された( 9 月 8 円 -ll 日)。

一方、南.側ではS1 1366、SK1422、SK

1423等の迫織が検出され、各遺構の写真鍬影

を行った(9月8n-13n)。

第6削除去作業は北側から進めたが、N18

ラインより闘ではすでに下附の第7脳黄褐色

-
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砂h~iltriが露 111 し、この耐で SX1443-1446の

焼 1'，迫怖が検11¥された。この追梢の北側では

S J 1364の F府からS11367、北西部でS1 

1368が検出された。この住居には東側にカマ

ドが付設され、さ らに下にはこの住居より古

いS1 1369の存花が判明した。また、西側で

はS11370が検出された。これらの住居跡周

-36-

辺からは*西方li.Jあるいは南北方向に走る溝

9ラインに沿跡が多数検出された。一方、
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うように東西方向に怠る4告側り溝SA1359が検出され、底面にはl立保40cm-60cmの小掘り方が認

められた。南*mlでは、 SJ 1372、S1 1365が撹乱泌を挟んで篠認された(9月14円-19口)。平成

元年度に米剥炎であった旧市追及び東門跡の発掘調査を 9月19円より開始した。この調査と同時に

大畑地内の民家新築による現状変更の調査が行われた (9月29円-10月5n)。終 f後、 l呼び東門

跡の調査を行い、 rli.iU下にあった縦り方の一部を検出した(10月6n-l0月16口)。

10月5nには文化庁記念物諜西m健彦文化財調査官の現地指導を受けた。

東門の調査終 fと同時に南東郎では、第 7 耐の除去作業を進め最下嗣匂合前である第 8h~明褐色

砂崩i面をあらわしていった。その結J;巴S1 1374の南側の一部が検出された(10月18n)。第7耐の

-37ー
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1 : 2∞ 10m 

奇~261ヌ| 第6~i欠 。均 ft検iI'.~立肋@

除去作業を順次進めていったところ、綬色粘土ブロックや黄白色紗を埋土とする人きな青春穴状追備

の北側が検出されたが全容は不明であった。この竪穴状ii'!構の埋 Lよりも新しい掘り方が南北に 3

法検出され、当初は住ダIJと考えられた。精査を行ったところ、この住ダIJの約5m北側に方形ないし

円形の鋸り方が検出され、さらにこの綴り方に隣後して方形の織り方が検出された。その結梨、方

形の姻り方をもっSB 1357、さらにこれを切っている SB1356であることが判明した(10月23円~

27円)0S B 1356の北側への追求を行ったところ西梁聞の掘り方によって切られている S1 1378が

検出された。また令容が不明な鞍穴状追織を切る形でS1 1377が検出された。検出された各.if!燃の

実成IJ及び写真縦彬(10月30口-11月9日)、全作が不明の幣穴状遺構の綴りドげを北曲.自IJから進め

-38-
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③首~8lM 一地Il J 飛砂1-.験，'l'，.itl:情
+，1;.色:iJi:後関係_I-.f主及び 1..附検Jれ.iii情

。
1 : 2∞ 10m 

高~27t)(1 有%4次調1i:倹lI'r造機③

たところ、北東部に巨大なカマドをもっ竪穴住居跡S1 1380及びこの住居跡に切られている S1 

1381、さらにSj 1380カマドによって切られている S1 1382を検出した(11月13日-24臼)。この

S 1 1380の床面の精査を行ったところ円形もしくは不整四角形の掘り方がo車検出され、 検討の結

果この大型竪穴住居跡の主住穴と考えられ、掘り方の断ち割りを行った。この掘り方は柱の部分が

-39-
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いわゆる寺内聞と呼ばれる潟西届を樹り込んでいることが判明した。一方北西隅にはS1 1311、S

1 1314の下層でSA1360、また旧I打道脇の地山飛砂層簡でS1 1383が検出された (11月21日-29日〉。

必終itl，fM面の平面実測、および写真似影を行い、12月4口には全域の航空写真撮影を行い、その

後、 補息調査を実施し12月18円に調査を終了した。

2)検出遺績と出土遺物

S 81355掻立柱建物跡 (第30関、凶版18・19)

調査区中央北寄り、第4届賞褐色砂崩面で検出した。梁間 (2.5m+ 2.9m)、桁行4間以上 (2.1

m+2.1m+2.3m+2.1m+…〉の東西線の掘立柱建物跡である。建物方位は梁聞が北で約19度東北

に振れる。柱掘り方は直径60cm-80cmの円形で、深さ50cm-80cmである。柱痕跡は認められない。

S D1386、1390、1381と重複し、これらよりも新しい。

λ 

s:1(却 ・"

第30似ISB1355似.u:.tH.tt物納:

S 81355出土遺物 (第31l刻、似l版55)

須恵器(1 ) :内面に絡チ状アテ具棋のある聾体部片である。

-42-



S 81356鋸立柱建物跡 (第32凶、凶版18・20)

調査院北部、第8.1r'i明黄褐色砂届面で検出した。

栄nn2 nn以上 (2.8m+…)、桁行3fUl以上 (2.7m+ 

2.9m+…)の東西線の掘立柱建物跡である。建物方

向は栄聞が北で約9度西に振れる。柱掘り方は 1m-

1.3m X1.2mの方形で、深さ80cm-90cm、直径約20 t ") I ，. 
cmの住1f;i跡が認められる。 SB 1357と重複し、これ 安~3J (';cI SB1355nt!，'r.純処物跡/1'，1:造物

より新しい。

S 81357栂立柱建物跡

(第32図、関版19・21)

調査医北部、第81凶明

貨尚色砂柄l而で検出した。

栄11112 HH (3.0m+2.9m)、

桁行3間以上 (2.6m+ 

2.8m+…)の東西棟の

掘立住建物跡である。挫

物方向は架間が北で約2

度西に撮れる。柱掘り方

は1.0m-l.lmxO.9m-

l.lmの方形で、深さ60

cm-90cm、lLH宅約30cm

の住泌跡が認められる。

S B 1356と虫臨し、これ

よりも占い。

SA 1358柱列 (第33凶)

調査区中央部、第4h'1 

炭化物 ・焼上混じりの貨

褐色砂防l師で検出された。

3 )J;の銅り方よりなる点

西方向の住列で、 lまぽ点

西に点る。住川IHI隔は*

-::J 

得@習

A- 面 5.""8-' 
ー
句A

H
 

ヨ
g
l
m叫 410120・・A.

後物物物物物物物物物物物多，

第321>4 SBJ356'SB1357nt!収作他物跡
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より 2.6m+2.8mである。柱掘り方は直

径40cm.......60cmの円形で、深さは20cmで‘

ある。柱痕跡は認められない。

SA 1359柱列 (第34図、図版31)

調査区中央南寄り、第7陪黄褐色砂崩

面で検出された。深さ 15cm-30cmでー

eゅ色。@

-己主匂
..... @ 

A- -A' 

ぃ，∞ a・附

直線に布掘りした 7越以上の掘り方より ヨ~33制 SAI358柱列

なる東西方向の柱列である。方位は西で約 5度北へ振れている。柱間間隔は西側より 1.7m+ 1.6m 

+1.6m+…+ 1.6m+ 1.6mである。柱掘り方は直径40cm-60cmの円形で、深さは20cm.......50cmであ

る。柱痕跡は認められない。

h
け

μ
1

V
S
5
7
d
 

SA 1359出土遺物 (第35図、図版55)

須恵器(1):へラ切り無調整の杯底

部である。底部外面に 「石川 の盤岱

がある。

づ1

第34凶 SA1359柱列

一ぽ】
SA 1360柱列 (第36図)

調査区南東側、第8回明黄褐色砂層面で・検出した。 2基

第35似1
SAI359村ミ列11'01:遺物

の掘り方よりなる柱列であるが、北方向に伸び建物跡の可

i.b 

自『

1・1∞ 川

A烹「194
? t:間ャ

第361ヌ1SAI360HヲIJ

能性が考えられる。 2~去はほぼ東西に並び、柱聞は2.4mである。 柱掘り方は直径0.8m- 1.0mの円

形で、深さは60cm.......80cmである。柱痕跡は認められない。
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S A 1361柱列 (第37

調査院南東側、地

れた。3Mの銅り方

北で約11度東へ振れ

よりなる南北方向の

住列である。方位は

る。住間間隔は'*よ

山飛砂制面で検出さ
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第

り2.1m+ 2.5mであ

る。枝掘り方はほ符

30cm-35cmの円形

で深さは15cm-20

1 : 60 cmである。住1Li跡は認められない。

511362吸火fl}1;跡~38阿S 1 1362竪穴住居跡 (第38・39図、図版22・31)

、A

③フ

る
り均

dみだ

咽

"、

調査区南東側、第5届焼上 ・炭化物混じりの暗

褐色砂M面で検Hlされた。平面形は東西2.6m以

上×南北2.0mの東丙に長い長方形を呈 し、短軸

方向は北で約 1I文京に娠れている。カマドは東壁

南E寄りに傷築されているが納部、煙道部は削平さ
$
2
8
1国

れている。燃焼郎には赤褐色土器小型聾と杯が組

み合わされて支脚として利用されていた。住居壁

高は20cmを汁る。

1 ，拍S 11362出土遺物 (第40凶、図版55)

511362カマド百~39似llは埋土出土である。3、5はカマド周辺、2、4はカマド支脚、

土師器(1): :糸切り無調整で内外面黒色処理の小型査である。

赤褐色土器(2-5):2、3はいずれも糸切り無調整の綜である。2はカマド支脚に転用されて

いる。4は二次加熱を受け、磨滅が著しく調整が不明な聾である。内面白縁日官から口層部にかけて

煤状炭化物が付利している。 5は、外面は体部が縦方向のケズリ調整、底部付近が憤方向のカキ目

調整、内面は綴方向のカキ日調整の聾である。

-45-
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¥-七ノ
3(6・534)

4(6・535)

首~40l'i4 511362畷穴住居跡IIU:遺物

、ぶ
1. 1u ・r

調査区南側、第 5 附燐上 ・ 炭化物混じりの暗褐色砂層面で検出された。 ~面形は東西3.2m X 南

北3.7m以上の南北に長い長方形を呈し、長軸方向は北で約6度来に振れている。カマドは検出さ

れない。西側に咳く締ま った焼土面が検出された。南壁直下に柱掘り方が伴う。住居l警高は10cm

を計る。SK 1420と車被し、これよりも古い。

S 1 1363出土遺物 (第42図、図版55)

赤褐色土器(1):用上1+¥上で糸切り無調整の杯である。内面に燦状炭化物が付粁している。

S 11364竪穴住居跡 (第43閥、図版23)

調査区北側、第6f函灰暗褐色砂JM面で検出された。平面形は東西2.3mX南北2.4mの南北に長い

長方形を呈し、長軸方向は北で約16度東に振れている。カマドは検出されなし、。南北隅を除く 三隅

には住掘り方をffう。中央却に炭化物集中面がある。

S 1 1364出土遺物 (第44図、図版55)

赤縄色土告書(I ) :埋よtB土で糸切り無調整の杯である。

S 1 1365竪穴住居跡 (第45図、図版23・32)

-46-



(') 
の

i

@ @ B' 

ーIA-
3"' c1 
g 

l<""! 45mOO -氏

、二〉← ← t ミミ=ζ:tノ

B-

1 : 60 

!.411!t.:ll 511363畷穴住11;跡

A' 

，hw
、
k

にL乙}
L4ぷ=J

軍~42t;<J
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ct1 

第43t.:ll 511361畷火W，';跡

調査区北側、第6耐灰附褐色砂崩面で検出された。平面形は北

側及び西側が調査訳外のため不明であるが、現状で東西1.6mx 

南北4.0m以 l二の長方形を呈する。東壁は北で約 2度東に振れて

いる。カマドは東i盟問寄りに砂泌じりの粘土で構築されているが、

煙.ìì1fif~は削平容れている。 燃焼;郁には赤褐色土器郎、型が検出さ

れた。住居li，!日は18cmをJI・る。

S 11365出土遺物 (第46肉、凶版56)

赤褐色土器(1-5): 3は埋l:ll:l上、他はいずれもカマド内出上である。lは糸切り無調整の皿で、

ヤド:ノ
』誼=己土::::1::ゴ

511364骨子.火11:1.';跡1f'， 1:遺物

二次加然を受けている。2、3は糸切り無調整の杯、4は糸切り後、台周縁に織で調整を施した台

付係である。内耐に煤状炭化物が付着している。 5は体調1外面下半に斜め方In)のケズリ調整、内面

に織で調整を施した聾である。

S 1 1366竪穴住居跡 (第47凶、関版24)

-47-



調査区西側、第6届灰暗褐色砂崩商で検出された。平面形は

東西2.8m以上×南北1.9m以tの方形を呈する。西墜は北で約1

0度東に振れている。カマドは検出されない。住居壁高は 8cm

を計る。SK1423と:ffi複し、これよりも古い。

S 11367竪穴住居跡 (第48図、図版24・32)

調査区北側、第7届黄褐色砂断面で検出された。平面形は東

西3.7mX南北3.2mの方形を阜し、短軸方向は北で約12度東に

振れている。カマドは東堕雨空寄りに砂混じりの粘土で精築され

ているが、煙道の一郎が小ピットによって壊されている。燃焼

部には須恵器聾の小破片が検111された。東壁を除く控のitiドに

は住掘り方が伴う。 SD 1410、SX1447と重複し、これよりも

新しい。

S 1 1367出土遺物 (第49図、図版56)

いずれも埋土出土である。

須恵器(1・2):いずれもへラ切り後、軽い燦で調監のt不で、

2のJ底部外商には 「御Jの地l!Jがある。

Aでi44m2O-fl¥・

1 : 60 

実~45凶 511365怪火11:1，';跡

¥ 三毛ヲグ¥ 〆

4(6・542)， ， 血肉

~46似I 511365竪穴住1，刊書:/['， l:i1'I:物

-48-



赤縄色土器(3):糸切り無調整

のt不である。

S 1 1368竪穴住居跡 (第50閥、凶

版25・32)

調査1><:北西隅、第 7府民尚色砂

附面で検出された。 ~面形l立東西

3.4m以 tx南北3.6m以上の}J形

を主し、東壁は北で約14度東に娠

れている。南辺に幅20cm-25cm、

深さ 6cmの周溝が検UIされた。

住J~略目は15cmを計る。 S 11369 

と虫歯し、これより新しい。カマ

ドは燃焼部には須恵器t不や!h;>>J色

t器訴が検出された。

11_ 

A、

8-

第18t.:ct 511367笠穴住肘跡

-49-

、，-A'

1 : 60 

第17t.:ct 511366腎穴住居跡

イIrn20_A. えJ

1 : 60 



底古誌には管葉痕が認められ こヰA-

赤褐色土器(4-9):5、

7がカマド内出土、4がカマ

ド周辺、他は埋上出上である。

5-8はいずれも糸切り無調

艶の郎である。 5の内出の体

部ド半にかけては横方向の、

底部は放射状のミガキ調整が認められる。

91主主主でへラ切り後、天井市1外面に織で調整を施す。

¥ーミーy
1 (6・544)

S 11368出土遺物 (第51凶、

関版56・57)

須恵器(1・2): 1はJfll1: 

内、 2，まカマド内111土のもの

である。いずれもへラ切り後、

織で調懇の郎である。

土師器(3):カマド内出上

である。体部外面は縦方向の

カキ Il&~整、内面が織で調整

を胞す盟である。内外I釦.とも

に煤状炭化物が付着しており、

る。

ミ主ノ

者~19tJ4 SI1367竪穴住l.tiKII'，I:遺物

c7; 

∞ 

1 : 60 2m 

第50tJ4 S 11368峨火ttf.ii跡

S 11369竪穴住居跡 (第521'火1)

調査区北部、第n凶前悩色紗!川而で検出された。'JZI面形は北側が調査区外のため不明であるが、

現状で東西3.4mx南北O.9m以上の方形を呈 し、南喧は西で約6度北に掘れている。カマドは検tlJ

印



る。

されない。{}J;?;l終日は70cmをJI・

S 11369出土遺物 (第53凶、凶版

57) 

須恵器(1• 2) :いずれも埋上

出土である。 lはへラ切り後、l良

部立ち上がり郎にケズリ調獲を施

した杯、2はへラ切り後、軽い織

で調整を施した杯で、底部に判読

不能の犠舎がある。

S I 1370竪穴住居跡 (第

54図、図版25)

調査区西市、第7}，凶黄

褐色妙附面で検111された。

手函形は束尚3.0mX南

北2.6mの東西に長い長

方形を呈し、短軸}jlujは

北で約4度西に振れてい

ヒ去

奇~51tXI 511 368怪火W，'i~II'II:遺物
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~521ヌI 511369吻火f1:1，.1 i N-1f.・

1(6・556)
， 2(6・557)
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1 (6-558) 
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1 : 60 

S11370戦火11:11;削;完~5-l似1

F、ー

る。カマドは検出されない。北側に砂混

じりの粘土プロックと炭化物集中而が検

-出された。東壁直下に柱煽り方が伴う。

S[1370駁穴住民跡.'1'， [:j1t物安~55 tx!
住居噌高は18cmを計る。
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S I 1370出土遺物 (第55関、凶版57)

須恵器(1):埋土出上のへラ切り後、

土師器(2) :粘土プロック内出上であ

撫で調整を施したま不である。

る。外面は体部下半に縦方向のケズリ調

整、下半に横および斜め方向のカキ目調

整を施した聾である。

盤、内面は体部上半に縦方向のカキ自調
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S I 1371竪穴住居跡 (第56凶)

開:ft区南部、第 7脂質制色紗耐l面で検

W，56tx! 
-52-

山された。半面形は東西2m以上×南北

2.2m以七の方形を呈し、J.I:[I樫は約3度



西に振れている。カマドは倹IUされない。住居

壁日は20cmを3十る。

S 11371出土遺物 (第57闘、図版57)

赤褐色土器(1 ) :埋上出土の糸切り無調整の

杯である。

S 11372竪穴住居跡 (第58肉、図版26)

調査区南東部、第7kv;黄褐色砂層面で検出さ

れた。'JZ[固形は北側および東側が削平のため不

明であるが、 現状で東西0.9m以上 ×南北

1.9m以 Lの方形を屯 し、西1曹は北で約 8度東

に綴れている。カマドは検出されない。住居壁

は20cmをJrる。S1 1373とill寵するが、新旧

関係は不明である。

S 11372出土遺物 (第59図、図版57)

いずれも埋上山上である。

須恵器(1 ) :へラ切り後、*で調整を施した

停である。外而の日縁部に重ね焼き痕が認めら

れる。

赤褐色土器(2): ;糸切り後、

体部内外面に撫で調整を施し

たt不である。

S 1 1373竪穴住居跡 (知60・

61図、凶版33)

第57凶

.・.一ー."_-. ー・..・ ー..ι.一. . 
.一.'. _'. 

. 一 ・ー・.一
'. "・..・一一ー.'.-. .・白・・.・.ー'." '_'-，ー一・.・
干 . 一一. . . 一 . 

第581:i<1

1(6・561)

ct7 

一〆イ!?:

1 : 60 

S11372可愛火fJ:.J.Ii跡

て固
2(6・562)， ， ， .... ・

調査区南東部、!.in嗣貨褐
第59凶 SI 1372畷穴H: J，I;~Jl: II'， I:;n物

色紗層面で検出された。平面形は北側および西側が削平のため不明であるが、現状で東西l.lm以

上×南北2.3m以上の方形を呈 し、東壁は北で約8度東に振れている。 カマドは東堕南寄りに砂混

じりの粘上で締築されるが、煙道部は削平されている。燃焼部には赤褐色仁器係が支脚として利用

されていた。S1 1372とE複するが新旧関係は不明である。

S 1 1373出土遺物 (第62図、図版57)

2はカマド内、他はカマド周辺からの出土である。

須恵器(1 ) :へラ切り後、機で調整を施した杯である。体部外面に重ね焼き棋が認められる。

-53-
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SI1373賊火fl:}，';跡立~60~;(1

赤縄色土器(2・3): 2はへラ切り後、底部に軽い

1. い却

織で調整、台周縁から体ffl~中半にかけて横方向のケズ

SI1373カマドヨ~6It.43 Iま外而は体部下半にかけリ調整を施した腕である。

¥三云=J
て横方向の回転利用

のカキ目調整、内而

は織で調整を施した

型である。

S I 1374竪穴住居跡

(第63凶)

調査区南東部、第

I 1 3 2(6・564)8届明黄褐色砂崩面

S[1373旬火fl:J，';l?ff.11'.t造物~62似|で検出された。平而

4
4
3
S
l
h
 

形は北側が調査区外

南北1.6m以上の方

形を呈し、東壁は北

のため不明であるが、

で約18度東に振れて

現状で東西4.2mx 

いる。カマドは検出

m

B』
』

内

41 : 60 

S11374~火1 1:1.';H 

-54一

:;j}63阿

されない。南壁直下

に住掘り方が伴う。



これ住居I穂高は36cmも1十る。 SA 1360と重複し、

よりも新しい。

S 11374出土遺物 (第64圏、図版58)

いずれも開I:tlil:である。

し守一一~ヱままつ
。 o2(6-5~) 

b::斗LdM

1(6-566) 
須恵器(1 ) :へラ切り後、台周縁に織で調整を施

す台付t不である。

鉄製品(2):万身および茎郎が一部欠損している

万子である。革部に-$木質調lが残存している。

511374杉.火W，';跡、，'I'，I:jfj:物第611凶
S 11375竪穴住居跡 (第65似l、凶版26)

調査民中央京空寄り、1.n8J'凶明賀補色砂!白面で検出

∞ 

A_ 

主
ヨ
a
o
t句

容れた。平副形は南側および東側が調査区外のため

不明であるが、現状で東西1.8m以上×南北2.2m以

上の方形を是し、西墜は北で約5度東に振れている。

カマドは検出されない。住居l警は18cmを計る。

S 1 1375出土遺物 (第66凶、図版58)

いずれも埋I:lli上である。

須恵器(1・2): 1 はへラ切り後、織で調整を施

2 がある。す停である。底部外面に判読不能な盤

下さご三三
はへラ切り後、台J.'3緑に織で調整を施す台付杯であ

る。

赤褐色土器(3・4): 3は糸切り後、底部立上り

部に手持ちのケズリ調聴を施すt不で、4は糸切り後、
1 : 60 

体部中半から!底部立上り部にかけてケズリ調整を施

す係である。 511375時火0:/，';跡実~65似|

2(6-569) 
I : ， liCIIDII 

1 (6-568) 

511375竪穴住民跡11'.1:冶物

-55一

第66凶



S 11376竪穴住居跡

(第67凶、凶版27)

調査民西潟、第8

回明箆尚色砂崩面で

検出された。平而形
~ 
1 

は北側および西側が

調査区外のため不明

であるが、現状で束

西3.6m以ヒ×問北

2.5m以上の方形を

当し、点哨は北でがJ
"t\布、~(.).-t' 

171立西に振れている。

カマドは検111されな
p、"

い。南西隅に位制り

方が伴う。住民I曹は

26cmを計る。
1 : 60 

S 1 1376出土遺物

(第68凶、凶版58) 第67tXl SI1 376慢穴íF.I，':~

いずれも埋上出上である。

須恵器(1-4):1-3は郎で、へラ切り後、 1、3，ま終い織で調整、 2はていねいな燃で調整

を施している。 3のj良部外面に判読不能の墨書がある。 4はへラ切り後、台J;'ij緑に織で調墜を施す

1 (6・572)

ミ~ググ

ミ立ノ 百JJFτ7 
安~68ti<1 SI1376竪穴住川跡11'.1:冶物

-56-
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SII377畷火tI:I.';跡

三三=ミ矛「

台付係である。

7 6、赤褐色土器(5-7):5は糸切り無調整、

は糸切り後、底部立上り部にケズリ調整を施す杯で

ある。

鉄製品(8):万身が欠卸している万子である。

A S 1 1377竪穴住居跡 (第69附、凶版27)

調査区北部西寄り、第81M明員制色砂崩面で検出

された。半面形は西側が調査区外のため不明である

が、現状で東西1.9m以上×南北3.3mのノヴ形を呈し、

-*引をは北で約4度西に振れている。カマドは検出さ

れない。北側に砂混じりの粘 1:プロックが検出され

た。住居墜i可は40cmを計る。

S 11377出土遺物 (第70凶、凶版59)

いずれも埋土出士である。

立~69t;c1

， 

1 (6・580)

2(6・581)

5(6-584) 

告4(6-583)~山f
S1l377桜穴住民跡1f'， 1:遺物

-57ー
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ミ主三)
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1 勺・ 2(6・581)・1・

$[1378慢火11:1，';跡11'01こよ食物

治
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ー民

3はへラ切り無調整、 2はへ

第71tXI 

須恵器(1-5): 1、

ラ切り後、底綿周縁のみ嫌で調整を施し、ヘラ切り痕

を明確に接す係である。3の底部外商には fx"Jの

431"，，80-f!¥ 

がある。41ま益でへラ切り後、天井部外面に織で

調整を施す。また内面を硯に転用している。ツマミに

思

5は円面硯で透しは 4ケ所とがある。「田JIIJの掛

箇

豆詔!

∞ 
考えられる。階、海部とも肝減し、昼が付着している。

赤褐色土器(6): :糸切り無調整の訴である。

S I 1378竪穴住居跡 (第71隠し 凶版28)

1 : 60 調査医北部、第8JI丙明賞褐色砂崩面で検出された。

平岡形は北側が調査限外のため不明であるが、現状で
$[1379物.火11:1/;跡第731';11

東西3.5mx南北1.5m以上の方形を呈し、南壁は西で

¥二て1-7'

約6度北に振れている。カマドは検出されない。住居

これよりも堕高は70cmを計る。SB 1356と重複し、

占い。

~74 1';11 2 

-58ー

S I 1378出土遺物 (第72図、凶版59)

赤縄色土録(I・2): 1は糸切り終調整の杯で、
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ヘ等々

句

n 。I'l は益で天井;~ß外耐にケズリ調整を施している

ため切り厳しは不明である。内面に煤状炭化

物が付着している。

-M

ヨ
g
，
内

S 11379竪穴住居跡 (第73図、図版28・33)

調査院北郎西寄り、地山飛砂崩上で検出さ

れた。平副形は北側および西側が調査区外の

ため不明であるが、現状で東西1.2m以上×
E、司

南北3.8m以 tの方形を呈 し、東噌は北で約
ー昆

5度mに振れている。カマドは東I壊に砂混じ

A-
りの粘土で附築されている。燃焼部には平瓦

'IIm切さの破J=i・が検山された。イ主居日空rEは23cmを計

る。

S 11379出土遺物 (第74凶、似l版59)

い揖須恵器(1 ) :開上1111:のへラ切り無調整の

511380カマ ド実~76tJ<lt不で、 11縁部外面にillね焼き泌が認められる。

S 1 1380竪穴住居跡 (第75・76図、図版29・33・34)

調査区の中央、JtI!山飛砂防上で検出した。平面形は東西8.1mx南北8.0mのほぼ正方形を呈 し、

西崎重は北で約 2度東に掘れている。カマドは東壁北寄りに砂混じりの粘土で構築され、遺存状況は

良好である。煙巡行Bは噌外にわずかな傾斜を持ち、l.7mほどのびる。燃焼$には須恵路郎、 土師

器聾破片が検出された。 ~d!部は全体的な補強及ひ'燃焼部内の粘土の貼り替えが行われ、丸瓦が補強

材としてmいられている。噌直下の四隅には小さな桂掘り方、また中央部分にはl白径0.8m-1.0m、

深さ70cm-80cmの円形掘り方が伴う。

S 1 1382よりもS 1 1381、住居!翌日は40cmをJI'る。S1 1381、S11382、SK1432と重複し、

新しく SK1432よりも占い。

S 1 1380出土遺物 (第77・78図、図版60・61)

8、10、11、14、16、18、19はカマド、他は埋土出土である。

須恵器(1 -(5) : 1 -12は杯で、 6は底部外面を棒状の工具で燦で調整を施しているため切り灘

1 ，まへラ切り無調整、他はヘラ切り後、撫で調整を施している。7の内面白縁部しは不明である。

には煤状炭化物、 11の内外I面には漆が付着している。13、14はへラ切り後、台周縁に織で調整ぞ施

す台付t不である。 1 5は~でへラ切り後、天井部外面に燦で調整を施す。

土師器(16-19): 16は丸底を呈する内面黒色処理の停で、内面には部分的に漆膜が認められる。
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10(6・598)

9(6・597)

11 (6-599) 

16(6・604)

14 (6・602)

15(6・ω3)

I I ) ・・・

17(6・605)

:;d77阿部1380験穴11似跡/1'.1:造物①
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17.......19は外面が顕郎か

ら体部下半にかけて縦

方向のカキ目調整、内

面が斜め方向もしくは

横方向のカキ伺制整を

施す聾で、18の底部に

は木葉痕が認められ

る。

I 18(6・606)

E 
毛

19(6・607)

~-<3ムタ-~
20(6・ω8)

“1‘ -

第78似1511380駁穴住I.!;跡11¥1:遺物②

手3
2(6・610)

" > 

第79似1511381竪穴住J.I.;跡11¥1:遺物

一回一

世.



鉄製品(20):両端部が

渦状になっている飾金具

と考えられる。

S 1 1381H穴住居跡 (第

75図、閃版29)

調査区中央、地山飛砂

h"itで検出された。平I面

形は北側が削平され不明

であるが、現状では東凶

9.5mX市北4.3mの東西

に細長い民方形をlt!し、

短剣i方向の振れはない。

カマドは検出されない。

住居i穂高は50cmを計る。

S 1 1380、SK1432とE

.・.・
一一. ・.一.

∞ 
I 

口
. . 

ょ:γ
A_ 複し、これより占い。

S 1 1381出土遺物 (第79

図、図版61)

須恵器(1 ) :へラ切り

後、ていねいな織で調整

を胞すt不で、 11縁部外I商
第80凶 S[l 382~火iI:I~i跡

には重ね焼き瓜が認められる。!底部外面に「司Jの盤{!}がある。

石製品(2): 61師使聞の凝灰岩質・の提砥石である。

S 1 1382竪穴住居跡 (第80図、図版30)

調査医中央東寄り、地山飛砂崩上で検出された。平面形は東側が調査民外のため不明であるが、

現状では東西3.2mX南北4.1mの方形を呈し、長軸方向は北で約15度東に振れている。 カマドは検

出されない。南東部に妙泌じりの粘土が焼土化した面が検出された。床面には炭化物がほぼ全面的

に認められる。南盟、北壁周辺には炭化材が遺存している。住居噌高は26cmをJI・る。 S1 1380と

重複し、これより古い。

S 11382出土遺物 (第81図、図版62)

l 、 2 は床而出 I~.、 3は埋土出土である。
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臼
00 

第811><1 S11382竪穴住民・跡11'.1:1t物

1 I ) lO脳・

土師器(1・2):いずれも聾である。 lは口縁部から頚部にかけて撫で調整を施し、類部付近が

段状を呈している。i本1:f1外I面の t半から下半にかけて縦方向のカキ白調整、後にct半から下*にか

けて縦方向のミガキ制監を施す。体部内面は口縁部から頚部にかけて織で調整、 t半から F*-にか

けて横方向のカキ門淵整、後に縦方向のミガキ調整を施す。底部外面には木1副長が認められる。 2

は顕部に竺段の沈線が巡り、体音s外面の口縁部から底部付近まで縦方向のカキ白調整、後に同方向

のミガキ調整を絡す。さらに口縁部から頚部にかけてカキ目調整を施した後、横方向のミガキ調整

を施す。

土製品(3):穴を穿った後、全面に幅 2皿ほどの工具によるミガキ調整を施している紡錘司王であ

る。
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S I 1383竪穴住

居跡 (第82図、

図版30)

調査区南東部L

地山飛砂層上で

検出した。平面

形は南側が削平

されて不明であ

るが、現状では

東西4.6mX南北

2.2m以上の方形

を呈 し、北壁は

西で約13度北に

振れている。カ

マドは検出され

ない。住居壁高

は14cmを計る。

S I 1383出土遺

物 (第83図、図

版62)

いずれも埋土

.・ .
・. ・一'.一 ._". . _' .一 .. 
白 札

九

~ . .-ム..一.一一 e

・.・.・一...._. 白・ . 
.・.ー .ι・，".• 
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⑧ 

/
旬
、ペ

ハ
慰

.....:..三千万吟:.~.: .~.:.:・.' . 

二.:....:...入J!'....--;ア" " 

11:60・ 2m

第821><1 SI1383懸穴住hl~ Ji'J):

\斗~~.. u 
1(6-614) 2(6・615)

I : 3 血・

賞~831><1 SI1383竪穴住Ji'f跡/1'.1:造物
出土である。

須恵器(l):底部外商にケズリ調整を施す杯で、切り離しは不明である。

土師器(2):内外面黒色処理の郎で、底部外面手持ちへラケズリ調整のため切り離し不明。ケズ

リの後体部中半までミガキ調整を施す。

S 01384溝跡 (第25図)

調査区中央から北側の第4回黄褐色砂脳面で検出された。 SD1392の東から南北方向へ約10m直

進し、そこで東へ曲がる幅20m-30m、深さ 5cm-l0cmの溝跡である。南北に走る溝の方向は北

で約4度策へ振れる。 一方東西へ走る溝の方向は南で約5度北へ振れる。SD1385、SD1386と重

複し、これより新しい。

S 01384出土遺物 (第84図、図版63)

土師器(1 ) :内面然色処理の台付杯である。糸切り後台周縁に撫で調整を施す。底部外面に判読
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不能の地¥!fがある。

S 01385溝跡 (第251:刈)

調査区中央、第4Jlv;黄褐色砂層面で検出された。幅20cm-30cm、深さ 5cm-10cmの東西方向

の潟跡である。溝の方向は東で約12度南へ振れる。 SA1358、SD13加とE甑し、これより古い。

S 01386溝跡 (第25凶)

調査|ズ中央、第41M黄褐色砂制面で検出された。幅20cm-40cm、深さ 7cm-15cmの東西方向

の鴻跡である。溝の万向は束で約5度南へ振れる。SB1355、SD13仰とm複し、これより古L、。

S 01386出土遺物 (抑制凶、以i版63)

こク え617)
3(6・618)

1ω61ゐ ¥¥LLJ
4(6・619)

\~ ¥ 
6(6・621) 7(6・622)

¥つJ "-ー
8(6・623) 9(6-624) 

によノ
ーc>

11 (6・626)
“l ..... 

¥___L乙幻} 1-0 13(6・628)

第81(';<1
5DI381、501386、501389、501391、5D1393
501391.501397、501409、501412i鈴例;，'1'， l:j1l物
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赤褐色土器(2):切り離し不明の杯である。体部外商に判読不能の盤mがある。

501387溝跡 (第25図)

調査区北部、第411ft黄褐色砂層面で-検出された。幅10cm-20cm、深さ 8cm-20cmの南北方向

の溝跡である。・溝の方向は北で約6度西へ振れる。SD1388、SD1389と重複するが、新旧関係は

不明である。

501388溝跡 (第25図)

調査区北部、第4層黄褐色砂層面で検出された。幅lOcm-15cm、深さ 5cm-14cmの東西方向

の溝跡である。滋の方向は西で約3度南へ振れている。SD1387と重複するが新旧関係は不明であ

る。

501389溝跡 (第25図)

調査区北部、第 41丙黄褐色砂崩面で検出された。幅18cm-28cm、深さ 5cm-10cmの東西方向

の溝跡である。溝の方向は西で約33度南へ振れている。SD1387と重植するが、新旧関係は不明で

ある。

501389出土遺物 (第84図、図版63)

須恵器(3)・へラ切り無調整の杯である。口縁部外面に重ね焼き痕が認められる。

501390溝跡 (第25図)

調査区北部東寄り、第4層黄褐色砂!白面で検出された。幅10cm-15cm、深さ lOcm-16cmの南

北方向の泌跡である。構の方向は北で約10度西に振れている。S81355と重複し、これより古い。

501391溝跡 (第25図〉

調査区北部西寄り、第4屈貧褐色砂層面で検出された。幅O.8m-lm、深さ20cm-25cmの策西

方向の溝跡である。溝の方向は函で約3度北に振れている。SK1416と重複し、これよりも古い。

501391出土遺物 (第84図、図版63)

いずれも埋土出土である。

赤褐色土器(4・5): 4は糸切り無調整の杯で体部内面に漆状の付着物が認められる。5は糸切

り無調整の肌である。

501392溝跡 (第25図)

調査区北部、第4届黄褐色砂層面で検出された。幅26cm-32cm、深さ 5cm-9 cmの東西方向

同∞



の潟跡である。 溝の方rú] は西で約 3 度北に振れている。 5013加と亜t~ し、これより古い。

501393湾跡 (第25凶)

調査民北目結束寄り、第4嗣黄褐色砂崩面で検出された。幅22cm-25cm、深さ 5cm-l0cmの東

西方向の潟跡である。満の方向は西で約17度北へ振れている。

501393出土遺物 (第制図、図版63)

赤褐色土器(6): ;糸切り無調整の停である。

501394溝跡 (第25凶)

調査以北部出寄り、第4制裁梢色砂層面で検出された。501391の西辺南側から北方向へ約1.4

m凶逃し、そこで両側へ制曲する。幅20cm-34cm、深さ 5cm-24cmの渦跡である。南北方向へ

走る溝跡の刀ド付まJtで約6度東に振れている。一方東西方向へ走る海は、西で約10度北に振れてい

る。

501394出土遺物 (第84凶、図版63)

須恵器(7 ) :へラ切り講義調整の杯である。

501395湾跡 (第25凶)

調査院南京、第4hv，黄縄色砂府商で検出された。幅20cm-25cm、深さ 10cm-l8cmの東西方向

の鴻跡である。海の方向は西で約5度北に振れている。

501396溝跡 (第26閃)

調査以北部西寄り、第6kri灰暗褐色砂間簡で検出された。51 1365の東側から北方向へ 1m凶進

し、そこで*へ刷曲する 5cm-30cmの講跡である。北方向へ走る溝跡の方向は北で約 3度東へ、

また東方II.]へ走る総跡は点で約9度問に振れている。501397と車臨し、これより古い。

501397溝跡 (?!126閑)

調査|坂北東部、第 61，vj灰階褐色砂府商で検出された。幅28cm-34cm、深さ 16cm-20cmの南北

方向の溝跡である。溝の方向は北で約12度東に振れている。501396と重複し、これより新しい。

501397出土遺物 (第倒凶、図版63)

鉄製品(13):顕都が漏平で三角形を呈する鉄鉱で、茎部が欠慣している。

501398溝跡 (第26附)

調査医北部、第 61ro灰暗褐色紗層面で検出された。幅28cm-30cm、深さ20cm-26cmの南北方

A3
 

FO
 



向の泌跡である。潟の方向は北で約14度東に振れている。

S 01399湾跡 (第26図)

調査民北部、第61ci灰暗褐色紗層面で検出された。S113臼北西側から東方向へ約 2m直進し、

そこで北方向へ凪曲する。幅40cm-55cm、深さ18cm-20cmの鴻跡である。東方向へ走る溝跡は

東で約2度南へ、また北方Ir，)へ走る溝跡は北で約13度東に綴れている。

S 01400溝跡 (第26凶)

調査区北部、第 7府貨制色砂崩面で検出された。幅40cm-50cm、深さ 17cm-21cmの南北方向

の減跡である。満の}j向は北で約 1度東に振れている。

S01401;Jt跡 <m26似1)

調査民中央、 m7阿賀褐色砂層面で検出された。幅24cm-28cm、深さ 9cm-15cmの東西方向

の鴻跡である。海の方向は東で約10度北に振れている。

S 01402溝跡 (第26図)

調査院中央、第71ci黄褐色砂届面で検出された。幅23cm-30cm、深さ 10cm-20cmの東西方向

の溝跡である。満の方向は点で約7度南に振れている。

S 01403湾跡 (第26凶)

調査択中央、第7届貨制色砂崩面で検出された。幅18cm-24cm、深さ 10cm-20cmの東西方向

の潟跡である。機の方向は東で約3度南に振れている。

S 01404溝跡 <m26附)

調査院中央東寄り、第7J凶黄褐色砂崩面で検出された。幅20cm-35cm、深さ 12cm-15cmの南

北方向の潟跡である。溝の方向は北で約10度東に振れている。

S 01405溝跡 (第26図〉

調査医北部、第7柄貨褐色砂脳面で検出された。幅20cm-25cm、深志 14cm-24cmの南北方向

の鴻跡である。鴻の方向は北で約11度東に振れている。

S 01406湾跡 (第26凶)

調査区北ffl~!-巨寄り、第 7 府黄褐色砂届面で検出された。 幅10cm-15cm、深さ 10cm-15cmの南
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北方向の泌跡である。溝の方向は北で約11度東に振れている。 SD1407、1408と霊能し、これより新

しい。

501407・1408溝跡 (第26図)

調査区北部東寄り、第 7届黄褐色砂崩面で検出された。 SD1407は幅12cm-15cm、深さ13cm-

21cm、SD1408は幅35cm-40cm、深さ 9cm-12cmの東西方向に走る講跡である。溝の方向は S

D1407は東で約18度、SD1408は東で約3度南に振れている。

501409溝跡 (第26図)

調査区北部西寄り、第7屑黄褐色砂層面で検出された。幅26cm-32cm、深さ 10cm-13cmの東

西方向の溝跡である。講の方向は東で約 3度北に振れている。

501409出土遺物 (第84図)

須恵器(8-10) :いずれもへラ切り撫で調態の琢で、8、9の体部内外面に重ね焼き痕が認めら

れる。8の底部外面に煤状炭化物が付着している。10の底部外面に rXJのへラ書きが認められる。

501410溝跡 (第26図)

調査区北部西寄り、第7層黄褐色砂層面で検出された。幅15cm-32cm、深さ 5cm-20cmの東

西方向の溝跡である。溝の方向は東で約 2度南に振れている。S11367と重捜し、これより古い。

501411溝跡 (第26図)

調査区北部西寄り 、 第~7届黄褐色砂層面で‘検出された。幅25cm、深さ12cmの溝跡である。海の

方向は東で約6度南に振れている。

501412溝跡 (第26図)

調査区北部西寄り、第7層黄褐色砂崩面で・検出された。幅23cm-28cm、深さ 10cm-12cmの東

西方向の鴻跡である。携の方向は東で約14度南に振れている。

501412出土遺物 (第84図、図版63)

赤褐色土器(11・12):いずれも糸切りで底部立上り部にケズリ調整のある杯である。

501413溝跡 (第26図〉

調査区北部、第7厨黄褐色砂崩面で検出された。幅30cm-34cm、深さ20cm-24cmの南北方向

の泌跡である。溝の方向は北で約19度東に振れている。SD1414、1415と霊能し、これより新しい。

501414・1415溝跡 (第26図)
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調査院北郎、第71M貨褐色砂崩面で検出された。 SD1414は幅25cm-30cm、深さ12cm-18cm、

S D 1415は幅28cm、深さ13cm-20cm。いずれも東で約5度南に振れている。

SK1416土繍 〈第25凶)

調査区北郎、第4府貨尚色砂崩画で検出された。長径90cmX

短径80cm、深さ17cmの不整方形の土績である。

S K 1416出土遺物 (第85図、図版64)

赤褐色土器(1 ) :糸切り無調整の綜である。

S K 1417土繍 (第251火D

有~85tJ(1 SI< 1416 I:JIt(山

調査医中央ょ反省千り、第4}門前制色砂!丙簡で検出された。長係1.3mX短符1.0m、深さ30cmの不整

方形の上機である。

SK1417出土遺物 (第86凶、図版64)

赤縄色土器(1 ) : ;糸切り無調整の皿である。

SK1418土績 (第87関)

調査区中央西寄り、第

5届焼上、炭化物混じり

の階褐色砂州l而で検出さ

れた。長律80cmX短箆

70cm、深さ30cmの抑円

形の k嫌である。

S K 1418出土遺物 (第88

舷|、似|版64)

赤縄色土器(1・2):

糸切り無淵懸の郎であ

1 : 30 

と=ゴ

第871'$<1 SI< 1418J-_峨跡

有~86tJ<l SK11171:峨/1'， 1:近物

¥1ノ
1 (6・631)

1m 三f
bt:::=主主d

W，881><1 SK 1418 l:tltill'， 1:遺物

る。 2の底部から体部内而にかけて煤状炭化物が付着している。

S K 1419土機 (第89図〉

調査区北部、第51M焼 t、炭化物混じりの暗褐色砂層面で検出された。長径90cmX短径75cm、

深さ25cmの栴円形の 1:績である。

S K 1419出土遺物 (第90凶、関版印〉

土師器(1 ): 1は糸切り後、台周縁に織で調整、内面黒色処理を施す台付係である。
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第89阿 5K1419上峨跡

赤褐色土器(2-7):2は体部下半外面にケズリ澗盤

を絡す小型聾で、口縁部内外面と体郎外面に煤状炭化物

が付着している。 5は糸切り後、底部立ち上がり部に強

い撫で調整を施す郎である。他は糸切り無調整の杯であ

る。

S K 1420土繍 (第91図)

調査区南部、 S11363竪穴住居跡の埋土上で検出され

た。長径J.OmX短径O.9m、深さ13cmの;附円形の土繍で

ある。

S K 1420出土遺物 (第92図、凶版65)

赤褐色土器(1-3):いずれも糸切り熊調整の亦であ

る。

気~92似1 5K1叫01:峨，'1¥1:造物
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S K 1421土繍 (第26凶)
1> 

調査区中央、第6;.vj灰陪褐色砂崩面で検出された。長径65

cmX短径57cm、深志20cmの不整形の土績である。

S K 1422土繍 (第93阿)

一
w
叩

3
5

調査区南部、第6;''1灰暗褐色砂崩面で検出された。長径90

cmX短径70cm、深さ40cmの栴円形の土績である。

1>' 
l円、

1>. 
1 : 30 

ヒニ土=ニゴ
SI< 1122 1:場跡

。
ヒコ
~93似l

S K 1422出土遺物 (第94凶、凶版65)

須恵器(1 ) : ;糸切り後、 台周縁に撫で調整を施す台付皿であ

一一一一一 口
¥ -1 /"3(6-&15) 
。 I， . ・・・

る。{本部内IIJiを叫に転用している。底部外面に判読不能の盛曾

がある。

赤褐色土器(2・3):糸

切り11語調盤のt不である。

調査区南部、第6k1灰日告

S K 1423土績 (第95図)

褐色砂制而で検/11された。

$K1122 1:1虞11¥1..遺物第9~t;<J長径l.lmX短筏0.8m、深

さ55cmの摘円形の上場である。

S K 1423出土遺物 〈第96閥、掴版65)

赤褐色土器(1-5) :いずれも糸切り無調整の杯

4の体部内而には煤状炭化物が付着してい

S K 1424土繍 (第97岡)

調査医北部、加6j，vj灰附褐色妙J凶面で検出された。

である。

る。

長径90cm X短H~70cm、 深さ 45cmの締円形の土績で

ム

1 : 30 

:t:=ゴ

ある。

S K 1424出土遺物 (第98関、関版65)

$1< 1123 l-.JflH ~95t~ 赤褐色土器(1-7):いずれも糸切り無調整の杯

7 の体郎外耐にはrlUJJ の~{!}がある。である。3の体部外而には煤状炭化物が付着している。
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S K 1426土繍 (那26凶)

調査区南東部、第 71\vi~貴闘色砂面で検出された。長径

1.2mx短径O.9m、深さ50cmの締円形の土嫌である。

S K 1427土績 (第26関)

調査区南東部、第71cl黄褐色砂崩面で検出された。長

径1.2m以上×短径l.Im、深さ48cmの楕円形の土壌であ

る。SK1426と重懐し、これより古い。

S K 1428土績 〈第26図)

調査区南東部、第7副賞褐色砂崩面で検出された。長

A- -1¥ 
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1 : 30 

:f:::::=オ
1m 

努~97 1'>11 SK 1<12<1 1二機跡

第98凶 SK1<12<1 I二I賞作¥I二冶物

ra 
n
t
 

，. ，・ E初・



1> 1> 

N 
o 
1>. 1>. 

m
 

帥
附

羽
ゴ

明

:

i

 

=

cu 

=

似

o
i
L
的第

マー一一一一ト一一一-ーコグ

¥ 一r----'"1 (6-658) 

L一二戸田
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径l.1mX短径0.5m以上、深さ20cmの不整形の上演で

ある。

S K 1429土鳩 (第99凶)

調査区南東部、第 7Jr"首脳色砂川l耐で検山された。

長符~90cmx傾筏80cm、泌さ70cmの桁円形の土織で-ある。

S K1429出土遺物 (第100側、凶版66)

赤褐色土器(1 ) : :糸切り無調整のt不である。口縁部外面に煤状炭化物が付訂している。

S K 1430土繍 (第26関)

調査区中央郎、第7崩黄褐色砂層面で検出された。長径90cmX短徒60cm以上、深さ30cmの締円

形の上機である。

S K 1430出土遺物 (第101図、図版66)

須恵器(1 ) :誌で、へラ切り後、

天井部外商に織で調整を施す。また

内面をslに転川している。体部外而

に判読不能の自民曹がある。

赤褐色土器(2):体部の頭部より

下半に、内外面ともにカキ何調整を

施す盟である。

7
U
NU
側

ヒヒヒ土=i::::ゴ 仲ゴ

第1011ヌISKI叫01..峨:1'01:迫物

S K 1431土繍 (第27似1)

調査区南郎、第8Wi明黄褐色紗府面で検出された。長径 3m

×短径1.9m以上、深さ30cmの方形の土績である。

S K 1431出土遺物 (第102図、図版66)

赤縄色土器(1 ) :糸切り後、底部外周に粘土を貼り付けて補

強した痕跡がある箆である。体部内外面に燦状炭化物が付着し

ている。
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S K 1432土繍 (第27図)

調査区中央部東寄り、地山飛砂崩上で検出された。長径80

cmQl. I:x短径90cm、深さ20cmの栴円形の土績である。 S1 

1381とill被し、これより新しい。

S K 1433土繍 (第27図)

調査寝中央、地山飛砂層上で検出された。長径2.3mx短

径0.9m、深さ 10cm-25cmの楠円形の土績である。 S11380 

と彊複し、これより新しい。

SX1434焼土遺構 (第25区1)

調査区西側の第4柄黄尚色紗M面で検出された。東西0.85

mX南北1.3mの歪んだ楕円形を呈する深さ約10cmの浅いく

ぼみで、底面が焼土炭化物集中I面となる。

SX1434出土遺物 (第103図、図版66)

足
己グ

¥弓ノ
」ー斗d植 …・仰)

第103凶 SX1434娩仁遺情m1:遺物

赤褐色土器(1-3):1-3は糸切り無調整の訴である。 3I副長部内面に燦状炭化物が付利する。

S X 1435焼土遺織 (第104閃)

調査区北側、第5回焼上炭

化物混じりの暗褐色砂層面で

検出された。東西1.3mX南

北1.4mの歪んだ円形を呈す

る深さ 5cm-lOcmの浅いく

ぼみで、 J底面が炭化物面とな

り、凶径約30cmの円形と凶

径約20cmの円形の焼土商が

検出された。

SX1436焼土遺徳 〈第105図、

閃版35)

開査区北側、 第51苗焼上炭

化物泌じりの暗褐色砂届耐で

検rIJされた。東西約1.3mX 

"7 

¥ 
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南北約l.lmの範聞に堅く締まった粘

土面が検出され、その南西国1Jの約40

cm般れた位世に直径約25cmの円形の

焼土面が検出された。また、粘土面と

炭化物面の周囲には炭化物面が認めら

れる。

S X 1437焼土遺織 (第106図)

調査区北側、第5f函焼上炭化物混じ

りの附褐色砂府[而で検出された。東西

約90cmX南北約75cmの範囲に竪く締

まった粘七回が検出され、その南側の

約40cm鍛れた位世にu1径約20cmの円

形の焼上商が検出された。粘土面と焼

土面の周聞には炭化物面が認められる。

SX1437出土11物 (第107図、図版66)
。

鉄製品(1 ) :粘土面直下から出土し

た頭部が扇平でやや幅広となって

から先縞部が三角形を呈する完形

の鉄鉱である。

S X 1438燦土遺徳 (第108図)

調査医北側、第5陪焼上炭化物

混じりの附褐色砂!巨H面で検出され

た。東西 lmX南北0.95mの範囲

に焼七面が検11¥され、その周囲を

巡る形で粘上の高まりが検出され

た。焼土面を掘り下げる東西約30

cmX南北約50cmの鋸り込みも検

出されたが、焼上遺精に伴うもの

。
』ゴ

第106闘

第105闘

1 : 30 

SXI436娩t:;盆情

2m 

-<::> 

.。
1(6・665)

... 1 ， 3 出M

~107凶
SX1437焼土

遺憾/l'.t遺物

かは不明である。北側で第4踊面検出の性格不明の掘り込みと重複し、これよりも占い。

SX1438出土遺物 (第109図、図版66)

赤織色土器(1・2): 1、2は粘土状高まり直下から出上した糸切り熊調整の郎である。
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SX1438娩上遺精

1m 。

ゴ
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第1091><1

SX1439焼土遺矯 (第110図)

調査区北側、第5踊焼上炭化物混じり

の暗褐色砂層面で検出された。東西70c

mX南北75cmの範囲lこ馬断状のくぼみ

とそれを巡る粘 t高まりが検出された。

粘土高まりの一部は焼土面となっている。

S X1440焼土遺徳 (第111図〉

1m 。 1 : 30 1肉、

第1101><1SX 11139:1$t 1:遺構 第11 1~1 SX1440焼ヒ遺構 W，1l21><1 SX1441焼仁遺精

調査区北側、第5届焼上炭化物混じりの暗褐色砂層面で検出された。東西0.8mX南北1.4mの範

囲に 2ケ所にくぼみを伴う粘土面が検出された。粘土面北西側に焼土面が検出容れる。SD1394と

霊能し、これより古い。

S X1441焼土遺徳 (第112図)

調査区南西側、第6踊灰暗褐色砂層面で検出された。東西約 1mX南北1.2m以上の楕円形を呈

すると考えられる燐土 ・炭化物集中面である。

一79ー
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SX 1442 
カマド状追情11'0f:遺物

第114凶
SXI442カマド状冶椛

1 : 30 

ヒコでちイ
』旦=三割
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SXI4111娩 f:iJl情:t'of:泌物

S X1441出土遺物 (第113側、l玄|版66)

2は焼土遺構面上出上の糸切り無淵務の杯である。赤褐色土器(1・2):1、

SX1442カマド状遺構 (第114図、図版35)
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調査区北側、第6耐灰附褐色砂層面で検出された。砂混じりの粘土で術築されているカマド状遺

備である。組みのう住居跡は検出されなかった。

S X1442出土遺物 〈第115図、図版66)

赤縄色土器(1 ) :カマド状遺憾周辺で出土した糸切り終調整の係である。I底部に 「厨jの峨曹が

ある。

S X1443炉跡 (第116肉、図版35・36)

調査隠巾央北寄り、第1hv，黄褐色砂陪商で検出された。焼き締ま ったスサ入り彬ir.が平l筒形で・直

径約30cmの円形を卑し、その中央がくぽむ形となり、炉跡と考えられる。西側に約40cm綴れた位

位iこ焼I::r師が検111された。炉跡及び焼土面の周囲には炭化物面が認め られる。炉跡は北側及び東側

.• . ・ー・

一:。;窃 !

A 

44m60ー丘

。
1 : 30 2m 

第117tJ<l SX 1445か跡
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に深さ10cm-20cmの浅いくぼみを伴う。全体に大きく削平を受けており、本来の機造は不明であ

る。S01404と重複し、これより古い。

SX1444炉跡 〈第116図、図版35・36)

調査区中央北寄り、第7届賞褐色砂層面で検出された。焼き締まったスサ入り粘土が平面形で直

径約40cmの円形を呈し、その中央がくぼむ形となり、炉跡と考えられる。炉跡の周囲には炭化物

面が認められる。炉跡は北側、西側、南側に深さ10cm-20cmの浅いくぼみを伴う。全体に大きく

削苧を受けており、本米の締造は不明である。

S X 1445炉跡 (第117凶、図版35・36)

澗査医中央束E寄り、第 7脂質褐色砂層面で検出された。焼き締まったスサ入り粘上が、'JZ面形で

東西約35cmX南北約40cmの方

形を呈する市まりで検出されて

おり、炉跡と考えられる。西側

に約50cm、北側に約40cm離れ

た位置に焼上簡が検出された。

炉跡と焼七面の周囲には炭化物

面が認められ、東側には深さ 5

cm前後の浅いくぼみを伴う。

全体に大きく削平され、上層の

鴻に撹乱を受けているため、本

来の締造は不明である。 SO

1404とE被し、これより占い。

S X 1446焼土遺梅 (第118図、

図版35・36)

調査区中央東E寄り、第 7脂質

褐色砂崩面で検Uiされた。東西

1 m 以上、南北30cm以上の範

囲で焼上而を検出したが、撹乱

を受けて本来の大きさは不明で

ある。北側及び西側に深さ 10

cm-15cmの浅いくぼみを伴う。

0. 

。
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S X 1443-1446出土遺物 (第119図、図版67)

ーロ
1 (6・671)

会72)~

1 -5はSX 1443-S X 1446周辺の覆土

須恵器(1 ) :へラ切り後、軽いナデ調整を

(炭化物混じり)出上である。

施すt不である。

-CJ 

赤縄色土器(2-4):2は杯の体部破片、

2は体部4はt不の底部から体部である。3、

がある。外面に判説不能の掛

5(6・675)

'""・

SX1443、SXI444、SX1445炉跡-

SX1446娩J:遣制11'01:遺物

I ， . 

第1191ヌ|

鉄製品(5):釘である。他にSX1443-S

X1446周辺の覆 tからは鉄俸が出土してい

る。

SX1447焼土遺嫌 (第120関、図版36)

調査区中央北寄り、第7嗣賞縞色砂層面で検出された。東西40cmX南北35cmの不整方形を呈す
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る焼土面を伴う高まりである。南側に深さ 10cm-20cmの浅いくぼみを伴う。 SD 1410と重按し、

これより古い。

3)基本層序及び各層出土遺物

基本層序

第64次調査では、北側調査区で多数の屈の霊能が見られた。北側調査区のj凶堆積を基準にして、

調査区内での届位についてまとめると以下のようになる(第29図)。

第 1膚 表土 :調査前まで、の宅地造成土。

第2膚 耕作土 ・旧耕作土:近世以降の陶磁器出土。

第3膚 褐色砂間:炭化物 ・焼土が多量に混入し、調査区の中央部から北部にかけて認められる

最上脳の古代遺物包含回

第4膚 黄柑色砂問:炭化物 ・焼土が多日に混入し、第3耐と同様に中央部以北に厚く堆積して

いる。

第5層 階褐色砂!荷:炭化物 ・焼土が多量に混入している。調査区の南東側から北側にかけて広

範囲に認められる。

第6膚 灰階褐色砂柄:調査区の南西部から北部にかけて堆積する。

第7膚 黄褐色砂悶 :調査区の全域に堆積し、多数の遺構が検出されている。

~-今~ 司、
毒.J7人4ノ

9(6・685)

第1211ヌiぷ保・表 t.耕作 1:・111緋作1:11'，1:遺物
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第8層 明員制色砂崩:最下府の遺物包含層。SB 1356、1357、SJ 1377、1378等が、この聞か

ら検111されている。

池山飛砂層 地山の浅黄褐色砂及び明黄褐色砂の飛砂屈である。SI 1379-13邸が地山飛砂崩か

文 警〆で に長〆

¥Vグミ ベヰJ
でV~J:I~」〆
一二;グミ手7グ 口 ;;;;Z
Lプレグ 11 (6・ωi) 、主ヲク

f可己コ C 7 7 18(67;勺
J ゅ:対盆 D 合)

f~//7E一一

9(6-695) 

-..・0

。
。

爪
川
W
H刊

-・・ー<:コ 日ロ _u・0

. . 
_. .・ 0 _1.. • I 喧園4二~

24(6・710)
22(6-708) 23(6・709)

-・E・ 0

20(6・706) 21 (6・707)

28(6・714)

"'
 

ハH
H
H
U
MW

E
3
 

命，.

白
一
寸
立 quャ広公生

第I22tXl 第 31!1mb立物

-85-



ら検出されている。

各層出土遺物

0署長採、 表土、耕作土・旧耕作土出土遺物 〈第121図、図版67)

須恵器(1-3):1はへラ切り後、台周縁に僚で調整を絡す台付係である。 2は天井部ケズリ調

整のため、切り離し不明の蓋である。 3は係類底部の破片である。 l、31ま底郎にやl説不能の墨書

があり、 2は天井部に 「田口Jの墨書がある。

赤褐色土器(4-8):4は杯類体部破片、 5-7は糸切り無調整のt不である。 8は糸切り後、台

周縁に終い織で調整を施す台付杯である。 4 は体部に判読不能の~曾がある。

鉄製品(9):鉄釘である。

石製品(10):A忠製の石匙である。

0第3膚 ・縄色砂上層 (第122図、図版68)

土師器(1 ) :内両県色処理のある台付皿である。糸切り後、台周縁のみに撫で調整を施す。

赤縄色土器(2-19):2-4は糸切り無調整のmである。 5-13は糸切り無調整の郎である。 14、

17、18は杯額体1m破片である。 15、16は綜類底部破片である。 71ま口縁部内外商に煤状炭化物が付

利することから、燈明mとして使用されたと考えられる。12は!底部切り離し時に失敗した痕跡があ

る。14、17-19は体郎外面に、 15、16は底部外面に鑓曹がある。14-16、18、19は判読不能の盤

があり、 17は 「厨」の鑓曹がある。

鉄製品(20-26): 20、211ま鉄鍛である。22は小札である。23、24は鉄釘である。 25は鎌である。

26は鋲が2ケ所に付く舷状金具である。

銅製品(27):銅製万金具である。

土製品(28):1:製支脚である。胎土は砂粒が多量に混入し粗雑で、全体に二次加熱を受けてもろ

くなっている。

石製品(29): 5 I商に使用痕のある提砥石である。

0第4膚・貧褐色砂層 (第123図、図版69)

須恵器(1 ) :へラ切り無調整の杯底部である。底部外商に「口(伴.)部Jの処世がある。

赤褐色土器(2-12):2、3は糸切り無調整の皿である。 4は糸切り無調整のt不!底部で、外面に

判読不能の峨曹がある。 5、12は糸切り後、体部下端にケズリ調整を絡す杯、12はj底部外面に

rX..Jの制曹がある。 6-11は糸切り無調整の杯で、 6、10は内面白縁部に漆が付着している。

0第5膚・暗褐色砂層 (第124図、図版69・70)

須~器( 1-3 ): 1 、 2 は台付杯である。 1 はへラ切り後、台周縁から底部にかけて織で調整を
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施し、底郊外Iffiに判読不能の母性がある。 2はへラ切り後、台周縁のみに織で調整を施す。3はへ

ラ切りの綜底部破n.であり、外面に判読不能の魁曾がある。

土師器(4):内I師黒色処理のある台付郎である。If縁部外聞にも横方向のミカ'キ調整を施す。

赤褐色土器(5-7):5は回転へラ切りの停である。亦尚色を呈するが、須忠器の生焼けである

可能性もある。6、7は長胴聾の体部上半から口縁部である。

瓦(8):苧瓦の破Jtである。絡子門瓦であり、 「秋Jの刻印が認められる。

鉄製品(9-12):9は鉄鉱、 10-J2は鉄釘である。

0第6膚・灰暗褐色砂層 (第125関、凶版70・71)

須恵器(1-6):1、3はへラ切り後、機で調整を施す杯で、 2はへラ切り無調整の杯である。

4、5は糸切りで、台周縁に撫で淵整を施す台付阻である。6はへラ切りの郎の底部破片である。

l は底部外面に 「嫁リ の母曹がある。6は底部外面に判抗不能の盤曾がある。

土師器(7):内I而黒色処理のある糸切り無調整の係である。口縁部外商にも横方向のミガキ調整

を胞す。

赤縄色土器(8-15):8は静止糸切り後、体部下端からド半にかけて手持ちへラケズリ調整を施
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す杯である。9-15は糸切り無調整の郎である。 8は底部外面に 「酒口」、9は底部外商に f介口J

の銀曹がある。

鉄製品06-19): 16は鉄鉱である。 17は刃部が欠損した万子である。18、19は鉄釘である。

0第7層・貧縄色砂膚 (第126図、図版71)

須恵器(1-8):1はへラ切り後、ていねいな織で調整を施す停である。2はへラ切り無調整の
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杯である。3はへラ切り後、縫い織で調整を施す杯の底部破片であり、外商に 「占」の掛曾がある。

4はへラ切り後、台風縁に嫌で調整、底部に軽い機で調整を施す台付停である。 5、6は糸切りで、

台周縁のみに嫌で調整を施す台付原である。 6は口縁部内外面に煤状炭化物が付粁しており、燈明

皿として使用したと考えられる。7は天井部から体部にかけてケズリ調整を施すため、切り厳し不

明となっている1lである。8は静止糸切り後、天井部外側から体部にかけてケズリ調整を施してい

る益である。
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赤褐色土器(9・10): 9、10は糸切り後、体部下端にケズリ調整を施す係である。

鉄製品(11):鉄釘である。

0第8膚 ・明黄縄色砂膚 (第127図、図版71)

須恵器(1 ) :へラ切り後、ていねいな織で調整を施す係であ
い) - 1 (6-770) 

6=t=江主d
る。

~1271'j(1 第81<111'，1:冶物

S B998A建物跡(東門跡)(第28・128図、凶版37)

S B998Aill物跡は*西21:¥1x南北3聞の掘立柱の八脚門である。第64次淵査により南から=ヲ'1

門の掘り}Jが検111され、ffi物の規慎は梁間が2.7m+2.7m、桁行が2.7m+3.0m + 2.7mである。建

物の方位は桁行が北で約10度束に振れている。南から三列自の掘り方は架川の中央部件.が水道、ガ

ス管均l投r.'J~によ って削平され倹出されなかったが、 他の 2 )Jは1H壬1.1m-1.3mX短従0.8mX1.0 

m、深さ30cm-40cmの柿円形を呈している。埋土は黄褐色紗質 1'.を主体としており、綴り方のl底

面は地山鳩砂崩を似り込んでいる。住痕跡は検出されない。

第54次調査では、 SB998Aとほぼ同位白で重按し、これより占いSB998Bの掘り方底由.には闘

い粘土Mが泌められているが、今岡の調査では掘り方底面に粘仁附は検IHされない。
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SB998A出土遺物 (第129凶、図版67)

鉄製品(1 ) :即金具の鋲の一部分と考えられる製品である。 ⑥

T
Y
一
id 1 29tXl 
米1"1点桁1rIl'， 1:遺物

W 第 65次発掘 調 査

1 )調査経過

第65次調査は、 H:官改築に伴う紫色、調査である。文化庁からの通知 ・委保第4の863けの指示に

より、秋m.ti寺内'--r.:大畑345・l長谷川宅地内の発掘調査を実施した。調査而税は529m2である。

調査地は、秋田減跡政I r南辺築地から南へ約60mlこ位置し、また、中車ål~の東側にあたり大路周

辺の遺精が予想される地ばである。南西100mlこ位置する第44次調査では道路西側側溝と考えられ

る溝跡が検出されている。

第130同 軍~65次調伐周辺地形附
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調査は敷地内に、市道に沿って幅1.5m、長さ約9mのトレンチと、これにu1交する形で幅1.5m、

長さ約20mのトレンチをL字状に設定し、掘り下げを開始した(9月29口)。署長上は宅地造成土であ

り、調査地東側と北側では削平により表土下が直接地山飛砂崩耐となっており、その而をさらに掘

り込む撹乱が検出された。また、 l白地形は調査地南西側がやや低くなっていたと考えられ、表土下

に部分的に黒褐色砂質土肘及び褐色砂質土届の土佐敏が検出されたが、遺物包合制とは判断されなかっ

た。表土除去後、調査地南西隅部の地山飛砂層面上を精査したところ、小ピットを数基検出した。

精査後、温情検出状況と調査地の全体写真撮影を行った。またトレンチ上前断面の写真掛影及ひe実

測を行った(10月3円)。

調査地南西隅の小ピット断ち割り後の写真撮影を行い、その後調査地全体の平市実測を行った

(10月4口)。埋め民し作業を行い、調査を終了した(10月5目)。

2)検出遺備と出土遺物 (第131図、図版38)

遺構は鯛盆地南西隅部の地山飛砂層面で・小ピット 9基を検出したが、性格については不明であ

る。出土遺物としては、或上より赤褐色土器、瓦片、砥石が出土した。 i虚構に伴う11¥土造物はなかっ

た。

1∞It刃

包
ヨ
::5 

II:Q II:Q 

ー民

-!i 

1一色Jm
第131阿第65次調子E遺情阿
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V まとめ

( 1 ) 第63次調査

第63次調査は鵜ノ木地医南東部における遺構の広がりを追求し、同地医の利用状況を把握するこ

とを目的として実施し、 SG 1206沼地跡西岸付近において、制ノ木地区における主要な掘立柱建物

群に関連すると考えられる、占代の水洗便所遺構(SB 1351便所遺精〉を検出するという成果を得た。

今次調査の対象とな った、古代から存在したSG1206沼地跡の西岸がやや西側に入り込む付近の

山辺及びその南側の地院においては、 SG1206招地跡の西岸の一部をE確認した他、 SB 1351便所遺

構、 SA1352材木戸JJM、SK1354上機、 SA1353柱列などを検1I1した。また、 SG 1206沼地跡j宇部

付近については、 SB1351便所遺構構築に伴う整地地業、 SB 1351便所ift.tM廃絶後に行われた繋地

地業などの他、降下火山灰の二次堆樹脂なども検出した。

S B 1351便所遣械は、 SG 1206沼地跡の岸辺を整地して締築されているため、前述のSG 1206沼

地跡の各地税制の地:h'l時期と、その構築及び廃絶年代が関連している。また各遺併については、出

土遺物や霊能関係、方位、検出届位などから年代的位置付けが可能である。以 F、SG 1206沼地跡

の整地地業や各地獄府の地積時期、 SB1351便所遺構及びその他の遺織の年代や変遷、精造につい

ても可能な範聞でまとめてみたい。

1) S G 1206沼地跡の皇室地地重量及び各堆積層の時期について

調査地北側で検出されたSGI206沼地跡西岸が更に西に入り込む付近、特にSB 1351便所iI機沈

殿榊跡周辺の雄前府の状侃についてまとめると以下のようになる。

まず、調査地北側の沼地跡の岸辺付近は、古代においては黒色を呈する胸航化した地山粘土の上

に、植物追体闘がli~秘する状態で開口していたが、便所遺機構築lこ伴い調査地中央付近から岸辺付

近にかけて整地地業〈第10附 ・FWi古代整地問)がなされ、 B1351便所遺榔沈殿梢が掘り込まれた。

便所遺構が機能している時期には沈殿槽内には排出物が機秘し、廃絶後には第8Jlvj • ~l~槌色捕物遺

体附(中間スクモJ，vj)が自然取制する。その植物遺体屈が一定期間殿町iした後、調査地北側から束但IJ

の岸辺付近に再度整地地業(第6届 ・上届古代整地層)がなされ、沈殿糟のくぼみ周辺に特に厚く権

制する。この整地地業は、同じ鵜ノ木地区の南東部周辺の第58次調査、第61次調査で検出された古

代整地届と同時期になされたと考えられる(註 1)。整地地業の後、沈殿糟跡周辺も含め調査地北側

から東側の伴辺付近に、同び第5届 ・黒褐色植物遺体 ・火山灰浪人制(上崩スクモ届)が広く向然土佐

翻する。その織物遺体崩内には、沈殿糟跡周辺では、灰白色火山灰が南側の斜面上方から旅れ込み、

不均一に二次地獄する状況が確認されている(註2)。植物遺体制内における火山灰の封筒1状況から、

植物遺体由自体は火山灰が降下縫翻する前後に、堆積期間に幅をも って自然地税したと判断される。
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第5届の縫積後、調査地北側から東側の岸辺付近には第4届 ・黒褐色上附が自然殿町iし、府内から

は赤褐色上総小型係が一括で出土しており(註3)、これが古代の段上届の遺物包含肘となっている。

黒褐色上層地積の後、第3府 ・灰褐色土層が調査地北側の岸付近に自然地制する。灰褐色I:IMから

は珠洲系陶器、内磁片が出土しており、中世の遺物包含屈となっている。この灰褐色上回は直下の

黒槌色土層より厚く土佐積し、第58次調査で検出された中世整地M及びその周辺遺精の存症と結びつ

き、この段階で純ノ木地区南東部の利用状況に再び大きな変化があったことを裏付けると考えられ

る(註4)。

整地地業の年代及び各地税婦の時期については、各屈に包含される遺物の111上状況及び年千切見や、

火山灰の降下年代により位位付けられる。まず、 S81351便所遺椛構築に伴.う整地地業(第10府 ・

下回市代整地柄)については、府内からの出土遺物がほとんどなく年代決定の挺紫に欠けるものの、

後述の沈殿榊内地制上liI1:遺物の年代観及び暗渠木樋の年輪年代測定にuづけば、便所遺構の情築

年代が8世紀第3阿半期]頃となることなどから、ほぼその同時期と巧・えられる。

便所遺精廃絶後の整地地業(第6Jcl・上届古代整地脳)は、脳内よ り体部ト.端にケズリ調整のある

赤褐色土器t不Bと口笛に対し底径比がやや大きいタイプの終調整の赤褐色上指t不Aが共伴すること

や、i1lを13cm台のへラ切り織で調整の逆台形タイプの須恵器係が111上す る上諸級制などが、 9世

紀第 2四半期に位置付けられる第54次調査SG1031の第11府出k土器に頬似する(註5)。このこと

から便所遺精廃絶後の整地地業(第6届 ・上層古代整地層)は、9世紀中葉でも特に9世紀第2同半

期を中心とする年代が考えられ、天長7年(西暦830，年)の大地震に伴う純ノ木地l弐建物群の再建に

関連する整地地業と考えられている第58次調査検出の古代整地とi百l時期に行われた 1:iJ能性が強い

(註6)。また第6届 ・ヒ嗣占代整地届には、前後の地積層とは異なり、瓦片やt唱の破片が多く混入

する点も、地政後の再建に関連する整地地業を示唆している。また、便所lIfM廃絶後の整地地業の

年代及び山下の中間スクモ柄の地税期聞を考慮した場合、SB 1351便所近柳は 9世紀第 l四半期に

は廃絶していたと考えられる。

次に那5Jf1・瓜尚色梢物遺体 ・火山灰混入届(上同スクモJiYi)の士ffi税時期については、検出された

火山灰が同nma火山灰に|百l定される可能性が強く 、その卜和田a火山灰の降 F年代が西府915年

とされていることから(註7)、10世紀前半を中心としたその前後の時期に.lffi郁朗1mに幅を持って自

然地税したとJt;えられる。

古代の最上制の遺物包含耐となる第4厨 ・黒褐色土府出 tの赤褐色土掠小型旅のー鮮については、

従来、秋田減跡/11上上器の中で故も新しい10世紀中葉以降の年代に位也付けられてきた t器群〈第

24次調査検出の 2期竪穴住居跡から出土した土器群)の中の小型係頬と比絞して、法措が一同り縮

小し、全体に器厚が厚くなり特に底部が厚くなる点などで形態的、年代的にも新しい時期に位置付

けられると考えられる(柱8)。また、他地壊の年代対比資料としては、 11世紀代に位置付けられて

いる宮城県内石市の組田前遺跡 ・第2滞状遺構出土土器群の小型t不のなかでやや深い形態をもつも
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のに器形が類似している(註9)。これらのことから黒褐色土脳出土の赤褐色上総小噌亦類の年代は、

11世紀代に位也付けられると考えられ、黒褐色土崩も11世紀前後に推秘期間に幅を持って自然地積

したと~えられる。

中世の遺物包含踊となる第3層 ・灰褐色土層からは、珠洲系陶器の術鉢、鎗入陶舷器の大望書府編

年(註10)によると純泉窯系 1-4類に該当する同安窯系締描文備が出上する点で、前述の第58次調

査検出のゆ世整.lt!!lclと共通するため、ほぽ同時期の13世紀前後に、地獄期間に幅を持って自然地積

したと巧・えられる。

2)各遺織の年代と変遷について

S 81351便所遺柿は他物跡、使槽、木樋を埋設した暗渠、沈殿糟などの施設からなる。このうち

建物跡位制り方史'Ilヒからは遺物はIU土せず、柱抜き取り痕跡から須忠告*片が数点1111:しているのみ

である。また、使桝跡内からは迫物は出土しなかった。暗渠跡については、附!.OJiIltの1:$から須

恵器越が2点のみ111上しているが、完形品ではなく年代比定資料にはなり仰ない。沈殿榊内からは、

協木などの他に、比殿ff'iA内の便所遺構機能時の排出物堆税制内から、糸切り後、底部周縁に手持

ちケズリ調獲を施した忽i恵器杯が l点出土している。

以上のように、 S81351便所遺備には、掘り方埋土からの出土遺物がほとんどないという特徴が

指嫡され、年代比定資料としては沈殿柑A内出土の須恵器停に限られる。切り厳し後、底部にケズ

リ調整を胞すタイプの須車、器係は、第54次調査SGI031出土土器においては、 t取り穴埋 tから52

~印刷にかけて山上しており、年代的には 8世紀第 2四半期~第 3四半期に位置付けられている

(註11)。その中で糸切り後に底部周縁に手持ちケズリ調整を施すタイプの停は、底部全面に向転手IJ

用のケズリ調盤や手持ちケズリ調整を施すタイプよりもやや後出するタイプと巧・えられ、 8世紀第

3四半期を中心とする年代に位置付けられると考えられる。

また、使所遣mm物跡の建物方位は、梁間が北で約4度西に振れているが、これは制ノ木地区の

倒立純建物群の分類においては、建物方位がほぼ真北方向を示すA頼及びそのffiて梓えのB類に該

当するものと巧・えられる(注12)。また、S81351便所遺構の各施設の掘り方均!上からほとんど遺物

が出卜.しない点は他物群A頼に穎似している。このA類 ・B類の存続時期については、第58次調査

の成県に基づく 111検吋を踏まえた場合、8世紀前半から 9世紀前半にかけてと巧・えられる。しかし、

現段階で似り方からの1111:遺物の打無だけではS81351便所遺織がA類 ・B類どちらに凪するかを

判断するには奄らなL、。

年代比定資料の少なさから、考古学的資料により便所遺稿の締築年代を決定するには制約がある

が、 -}jで暗!l.lに埋設された本樋の年始年代測定から、木樋丸太材の伐採年代が西麻756年以降と

判定されていることから(5}IJ添の光谷拓実氏の報告嘗参照)、便所遣憎の構築年代もこれを大きく降

らない時期と判断される。

沈殿栴!堆積上内山1こ遺物の年代観及び建物方位に基づく年代観と、年輪年代測定による木樋丸太
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材の伐採年代に基づけば、便所遺構の構築年代は8世紀第3四半期以降と考えられる。

5 B1351便所遺構の南側及び西側に検出された5A1352材木列塀は、その方向が5B 1351便所遺

構建物跡の建物方位とほぼ一致していることから、便所遺構に対する目隠し塀の機能を持つものと

して、便所遺構と同時期に存在したと考えられる。また5A1352材木列塀の材抜き取り後の覆土か

らはへラ切り後、織で調整を施す須恵器綜が数点出土している。 t不の形態は、第54次調査5GI031 

出土土器のうち 9世紀第 l四半期に位置付けられる161百出土土器に類似する(註13)。また覆土から

は、秋田城跡においては8世紀末以降に出現するとされる赤褐色土器の破片も出土していることか

ら、材木列塀抜き取り後に覆土が堆較した年代も 9世紀第 l四半期前後と考えられる。

5 A1352材木列塀が5B 1351便所遺構に伴う施設であり、同時期に存在、廃絶したと考えられる

とすれば、便所遺構は9世紀第l四半期には廃絶していたこととなる。これは、前述した5G1206 

沼地跡便所遺構廃絶後の整地地業の年代検討に基づく便所遺構の廃絶年代とほぼ一致していること

から、 5B 1351便所遺構は8世紀第3四半期以降に構築され、 9世紀第 1四半期には廃絶していた

ことになる。

検出遺構全体の新旧関係と変遷をみた場合、重複関係において、5K1354士機は5A1352材木列

塀と重複し、これより古い。また、検出回位において、5B 1351使所遺構建物跡 ・5A1352材木列

塀 ・5K 1354土績は地山粘土問蘭検出であるのに対し、 5A1353住列はその上回の第7同 ・褐色上

層面検出であり、これらより新しいといえる。第7柄出土土器のうち須恵器杯の形態は5A1352材

木列塀現土出土のものに類似しており、堆税時期もそれに近いと考えられる。

以上のことから、 今次調査検出遺構全体の変遷は、時期的に古いものから 5K1354土績→5B

1351便所遺構 ・5A1352材木列塀→5A1353柱列となり、年代的には8世紀前半から 9世紀前半に

かけての変遷が考えられる。

3) S 81351便所遺徳の徳造について

5 B1351便所遺構について、検出遺構に基づき可能な範囲でその構造の概要及び椛造上の問題点

についてまとめると以下の通りである。

5 B 1351便所遺構はその構築に際し、 5G1206沼地跡に面して北側に傾斜する傾斜面の一部を削

り出し、傾斜面から沼地跡岸辺及び沼地内にかけて整地地業を行い、建物の構築面となる平坦商及

びH音渠の掘り込み面を造り出している。その後、沈殿糟と便糟及び暗渠などの各施設の掘り込みを

行い、木樋、使格の曲物状枠の順に埋設作業が行われ、埋設作業終了後、建物が建築されたと考え

られる。総柱東西棟南面隔の掘立柱建物跡の検出遺構における構造上の特徴のひとつとして、北側

から 2ダIJ目の桁行往列に l聞に l基検出された小掘り方の存在がある。小掘り方が約40cm西寄り

に存在している点を考慮した場合、出入口と壁を仕切る柱の掘り方となる可能性が考えられる。出

入口に扉が存在したかは明確でないが、その小掘り方が仕切りの柱の掘り方となれば、便柑が存在

する l間(東西2.4mX南北1.8m)のスペースは各々個室となっていた可能性が強いといえる。
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また、ill物身合部分が床貼り術造か土間構造かという問題については、円1I平により存在が不明な

部分があるものの、検出遺構においては床東住の柱掘り方が確認されていない点において、床貼り

の構造は裏付け られないことになる。しかし、住聞を考慮した場合、床点住なしでも床を支える機

造は口J能であるとも巧えられ、床貼り締造か土間構造かという問題は、現存する検出遺構上からは

明確な判断はできないといえる。

使格部分については、便精内埋設の幽物状枠のl直径が60cm-80cmであることから、 ~IH更の際に

足場が必要であり、便槽上に床仮かもしくは踏み底が存在したと巧・えられる。

{更槽内開設の曲物状枠と木崎の位世間係については、検出迎織で述べたとおり、曲物状枠が便糟

掘り方下部まで{II!びる一段下の木樋上部に組み合う構造と巧・えられる。

JI<洗式{!J!所としての機能的iについては、常時使権に水が流れ込む形態の施設が追備からは検出さ

れなかったことから、昨年度概報における松井章氏の考察のとおり、建物内の使柑.に近い部分に設

けられた水を湘める術や施設から、m便後、水を汲んで‘曲物状枠内に流し、t闘った排他物そ洗い流

し木樋を通じ排出する締造であったと考えられる(註14)。しかし、水を沼iめる桶や施設にどのよう

に水を供給したかについては、検出遺織からの検討は困難である。沈殿榊の機能については、暗渠

からの排出物が一定の水位のあった沈殿槽内に流入し、枕服、地翻した後、上澄みだけが沼地へ流

れていく締造にな っていたと考えられる。

便栴A・B・C、暗!.UA.B.C及び沈駁糟A.Bの各施設には術造上の相違が存在する。

暗単純設においては、暗渠Aと暗提B・Cの構造の相違が指鏑される。暗提Aにおいては埋設木

樋は晴浪内に納まるが、暗涙B.Cにおいては埋設木樋の先端部が暗提内から沈殿精内に突き出る

備造とな っている。また使柵曲物状枠の大きさや、木樋底面の高低差においても晴!.UAと暗!l1B • 

Cの間には相違が認められる。一方、沈殿槽においては暗渠AとBは浅い沈殿糟Aを共用するが、

暗記Cのみが単独で深い沈殿榊Bに排出物が流入する構造となっている。これらの締造の相違が大 ・

小便川や91・女川といった使JfJ形態の相違を反映する ものかは検IU遺捕のみからの判断は困難であ

る。各附記緋11111付近の沈殿榊内唯制土の自然科学分析による半1I別の可能性も合め、今後の課題と

したし、。

(2 ) 第64次調査

1 )第64次調査検出遺構と年代について

第64次調査は、外郭東門跡北西側周辺域内の利用状況を把撮することを門的として実絡した。そ

の結果、鋸立住他物跡3-N!、竪穴住居跡22軒、焼土遺構14基、柱列、海跡、 上場などの遺織を検出

した。調査Jt!lのIn地形は南側から北側にかけて比高差約 1mほどゆるやかに傾斜し Fがっており 、

その緩傾斜I師である中央部以北に厨の堆積と遺繊の重複がみられ、遺摘もこの部分に集中して検出

される。
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検出された脳位との関係もふまえ、各遺構の時期区分や年代及ひ'遣締全体の変遷についてまとめ

ると以下のように大きく 6期に大別される。

1 :期 地山飛砂崩面上で検出された住居跡群のうち、 51 1382の床面から顕部に数条の此線(段)を

釘し、嗣郎 F半にミガキ調整を施す上師器聾が出土している。また虫桜関係において51 1382より

も新しい511380からは顕部に沈線(段)を有する土師器聾とともに、切り鍛し時の円安に体下端を

仰さえ込むタイプのへラ切り燦で調整の須恵器t不が出土している。この須恵掠のタイプは第54次調

査の第47IM・上位木炭層から直上の第45・46層を中心として出上している(註15)。第54次調査の第

45・46R言及ひ'47府(上位木炭層)は8世紀第3四半期に位位付けられると巧えられている(註16)。一

方、調査医南点古都の511383からは底部全面にへラケズリ調整を施す郎が山 kしている。ヘラ切リ

撫で淵整及びへラケズリ調整の杯は第54次調査の5GC5K)1031土取り穴紋門戸iの開 lこから出上し

ており、 8 世紀前半後誕の一般的調整技法と考えられている(註 17)。 また 1 1 緑f.i~から顕郎に比線

(段)を巡らせたヒ師掠銀は同じく第54次調査土取り穴から出上しており、 8世紀前半以降の年代が

考えられている(柱18)。

これらのことから i期とした遺摘は8世紀前半後葉から 8世紀後半中葉の年代が考えられる。

調査院中央部で検111された51 1380-5 1 1382の変遷については以上のことより占いものからS

11382→5 1 1381-+ 5 1 1380と考えられる。

11期 調査区中央から北側にかけて検出された大型の住居跡廃絶後の第8肘而からは、 2棟の掘立

住建物跡と 5軒の住居跡が検出されている。

第8届届から検出された51 1375、1376からはへラ切り機で調整の須恵器とともに体部下織にケ

ズリ調整のある赤褐色上器保s(註19)が、511377埋土からは体部の外傾化が進んだへラ切り無調

整の須恵器杯が出土している。51 1378からは須恵器係の出土はみられないが、遺精検出而からこ

の時期に伴s うものと巧aえられる。以 tの住居跡には赤褐色土器杯Aと郎Bが共伴するものはなく、

むしろへラ切り撫で開戦の須車、器係と共伴している。

須恵器保のへラ切り費It'，~整(終い撫で調整を含む)については 8 世紀後半から 9 世紀前半に主流を

なすものと考えられており(註20)、体部下端にケズリ調整のある亦制色上端亦Bは9世紀前半の年

代に位位するものと巧・えられている。また、赤褐色土器杯AとBが共伴せず、 t不Bが主体を占める

のは9世紀前半自ij誕の t路様相と一致する(註21)。

これらのことから 日期とした遺備は8世紀後半後葉から 9世紀前半前誕の年代が巧・えられる。

住居跡と姻立柱他物跡とは近接しすぎることから、同時存在の可能性は巧えられない。また建物

跡の住掘り方の草笛関係と方位が災なることなどから、3小期に民分される口I能性が巧・えられる。

111期 調査民中央から北側にかけては、 llJlJjとした時期に小現棋ながら居住プロックとして利用さ

れたが、その後、第7IM面では金坂にわたって51 1367-5 I 1373、5D1401-5D1415、5X

1443-5 X 1447等多数の遣織が検出されている。
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住居跡のうちs[ 1373からは顕部が「く Jの字状に外反し、口層部近くで短く岨立し、底調3及び

体部下端に回転ケズリ調整を施す小型の赤縄色土器聾や体部下端にケズリ調整のある赤褐色土器綜

Bが1Mょしている。s[ 1367からはへラ切り擬で調整を施す須恵器保と糸切り無調整の赤褐色土器

t不Aが出 tしている。

類部が 「く」の'炉状に外反し、口同部近くで短く直立する小型の'i}f;槌色上器聾は手持ちケズリ調

整を施すものが9世紀前半riij葉以前の技法と考えられており〈註22)、回転ケズリ調整の土器はそれ

に後続するものと巧・えられる。また、体部下端にケズリ調整のある係Bと無調整の係Aが共伴して

出tする時期は 9世紀前半後誕以降である。 一方、 S1 1368からの亦褐色士総の1111ニ置が須恵器杯

のUI上置を七阿るという傾向は、 9世紀後半前葉に認められる特徴である(註23)。

第7I刊而からはへラ切り無調整の須恵器杯と赤縄色土器t不B等が出上しており、これらの傾向を

示すのも 9世紀前半後来以降と巧・えられる。

これらのことから皿則とした遺構は 9世紀前半後葉から 9世紀後半前1誌の年代が考えられる。

第7脳出に!必開怠れる焼上遺構及び炉跡からは、鉄様及びフイゴ;tJしl破片-がIJH:しているが、鍛

造法fj片は検出されていない。このことから第60次調査の鍛冶工房の炉跡とは見なり、今次調査の焼

土遺締及び炉跡は精錬に関係する鉄生産施設と考えられる。また焼上過機及び炉跡と住間跡との重

複関係は認められないが、時期莞が存在するものと考えられる。

IV期 第6嗣而の遺備は減少し、主に北側で検出される。S1 13制からは亦焔色 t掠の小型係A、

またS[ 1365からは赤褐色 t器の小型杯Aとmが出土しており、須恵器杯は出上していない。SX

1442カマド状追備からも赤褐色t器杯Aのみが出土している。

第 6 府からは~Jt必6~~(へラ切り嫌で調整、無調整〉に混じって皿状を蛍する台付郎(血)及び、口

径に比してほ径の小さい赤褐色土器係Aが出土している。第6届画検出の遺精及び府位からt不Bは

出 t:していない。これらの上器織柏は、第54次調査の第10府以降に類似しており、 9世紀後半前葉

前後の年代に位凶付けられていることから(註24)、W期は9世紀後半以降の年代が巧・えられる。

V期 焼上 ・炭化物及び'i}f;*J0.土器小片が含まれる第51'同商の検山で、焼上遺構群が北側に集中し

て検出Zされた。1，.，，;位的には南側の第60次調査の第4柄に相当するものと巧・えられる。この第4l'凶は

第54次調査第7I'丙の元鹿2年の乱(西暦878年)に関連する地積hv;に該当すると巧えられている(註25)。

第54次調査及び那60次調査ではこの地核が当該期以降に居住地域としての使用頻度が低くなってい

るが、今次調査においてもその傾向が裏付けられている。

重複関係においてS11363よりも新しいSK1420からは赤尚色土器保Aが主体をなしている。一

方、 S11362からは顕部がゆるく外反し、口唇部が短く直立する赤槌色上器聾が出 tしているが、

共伴する郎Aのほ後の縮小化と小型化が目立ち、口縁部が外反する傾向がある。このような土器機

相は第60次調査のW期に顕似していることから今次調査のvJOJの年代は9世紀後半後葉以降と考え

られる。
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VI期 焼上 ・炭化物が含まれる第4層面の検出であるが、住居跡は検出されておらず、満臥小ピッ

ト群、樹立柱建物跡等が検出された。須恵器綜の出土はなく、赤褐色 t鵠は浅い皿形が多くなり、

t不Aもがj段階より底径の縮小化と小型化が目立つ。

VI期の年代については、須恵器が出土していないことや赤褐色土器皿の数慌の附加から10世紀前

半以降と~えられる。

以上のように検出された遺構の時期区分をもとに、調査区全体の変遷についてまとめてみると、

まず、 8世紀前半から 9世紀前半にかけては、調査区金援が主に居住プロックとして利用される。

.次に、9世紀前半後葉から後半にかけては調査区全波が居住プロックとして利用される他、 9世紀

前半後1誌に調査l苓北半の一部が鉄生産関連の施設として、また9世紀後半後誌に調査区北西部が焼

上過備を伴う性絡不明の生産関連施設として利用される。また、9世紀後半後必以持は居住地域と

しての利m頻度が低くなることが指摘される。

註 1: r秋岡城跡平成4年度発錨調査概報j秋田市教台.委員会 1993年

註2:第5届 .;'l~ぬ色植物遺体 ・ 火山灰混入届より採取した灰白色細粒物を、秋m大学教育学部白

石健雄教授と|百!大鉱山学部福留高明助教授に分析依頼したところ、屈折議測定結!+!から十和

田a火山灰に伺定される可能性の強い旨を口頭にて御教示いただいた。

詮3:亦尚色土器郎A . Bの分類については、酸化炎焼成、非内.'.\~、ロクロからの切り献しが回転、

静止糸切りのものを赤褐色土器とし、t不類の底部から体郎下端付近にケズリ調整を施すもの

をt不B、終調整のものを係Aとしている。

註 4:註 lに閉じ

柱5: a r秋田械跡平成元年度発掘調査慨報』秋田市教符委貝会 1990年

b r秋問城跡平成2年度発掘調査概報J秋田市教育委員会 1991年

C小総正夫 「秋問械とその周辺地域の土器様相(試案)一第54次調査の木簡 ・漆紙文曾伴出土

器を中心にして一Jr第18回古代城柵官街遺跡検討会資料J1992年

註 6:注 lに!日jじ。

註 7:卜和田a火山灰については、f扶桑略記Jの延喜15(西暦915)年 7月13日条の 「出羽岡言上雨

灰降町二寸諸郷盟議枯m之由」の記事が灰白色火山灰の降下に結び付くものとして、西暦

915年をその降下年代とする見解が有力とされている。

阿 fQ功 ・檀原徽 「東北地方、 10C頃の降下火山灰についてJr中川久夫教授退官記念地質

学論文集J 1991年

『火山灰アトラス』町田洋 ・新井房夫 東京大学出版会 1992年

註8: r秋田減跡昭和53年度発掘調査慨報』秋田市教育委員会 1979年
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詮 5cに同じ。

第24次調査においては検出遺摘を4時期に時期区分し、そのうち 2期とした竪穴住居跡古学

(5 1373-5 13邸〉は、重複関係から、秋田域跡の南外郭線の機能の.p;c止時に営まれたとさ

れている。その2期竪穴住居跡群出土の土器群は、従来の秋田城跡出上土器の編年観におい

ては10世紀中葉以降とされてきたが、近年の土器編年の再検討の結*10世紀後半に位置付け

られると考え られている。 その土器群の中でも、住居跡の重複関係から時期的に新しいとさ

れる 5] 369出上七掠の赤褐色土器小型杯と比較して、今次調査第4届 .!，I.¥褐色上刷出土の

赤褐色土器小型I不が形態的に新しいと考えられる。

註 9: r東北向動車道遺跡調査報告曾Vー植田前遺跡-J宮城県文化財調査報特曾第81集宮減県

教ff義以会 1981年

村問先ー rt端からみた'白街の終末一東北地方の場合一Jr占代官街の終末をめぐる諸問題J

東円本題!蔵文化財研究会資料 1994年

註10:横田賢治郎 ・森田勉 「大宰府出土の給入中国陶磁器についてJr九州歴史資料館研究論集』

1978年

f日本海繊の t器 ・陶器」 ・中世編吉岡康暢六興出版 1989年

註11:註5に15Jじ。

註12:小絵正夫「秋田城跡発掴調査の成果Jr第16回古代減倒官街遺跡検討会資料J 1990年

註13:珪5に同じ。

註14: r秋田城跡平成6年度発掘調査概報J秋田市教育委員会 1995年

註15:註5bに|司じ。

註16:註5cに閉じ。

註17:r秋田城跡平成3年度発掘調査概報』秋田市教育委員会 1992年

註18:柱17に同じ。

註19:註 3に!日lじ。

註20:誼17に|白lじ。

註21:註5cに同じ。

註22:註17に同じ。

註23:註5cに岡山

註24:柱5cに|司じ。

註25:注14に岡山
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VI 秋田城跡環境整備事業

平成 7年度の整備(絢ノ木地区第 1次 15ヶ年計画)

平成7年度の整備は、平成3年度に整備した鵜ノ木地区中央総の南側を対象とした。

主な整備内特は、既整備地表示時期と時期差のある柱列及び組物跡の'J!.[師表示等である。

1 )柱列 ・建物跡の表示

住ダIJの表示に|刻しては、 住肉体はAAC加工杉材を用いたが、耐久年数を考-ぇ~符え日I能なよう

にコンクリ ートベースに亜鉛熔融メッキを施した取り付け金具をアンカ ーで|判定することとし、そ

れに住を据え付けた。また、従来の建物表示で行ってきた、肢と同一視される可能性については、

色彩 ・材料 ・日さ等による区別が考えられたが色彩は経年変化によるi昌也、材料については一次 ・

主次材の使川は極ノJ避けたいということで、従来の建物表示時の科.の他ちヒげ刊さ (30cm)より 15

cmiCiくすることとした。この高さに関しては、現存していないうえ、どの限度のおさかも明らか

でないため円観で定見が確認できる最低の高低差とし、後に設置する説明敏で対応することとし

た。

他物のぷ示は、時知l~去をぷ府の骨材を変えることで色の途いとして表した。

ョ長附は、 3cmの臼然石樹脂加工(エポキシ樹脂)t =O.Olm、中制を透水位アスコン t=O.05m、

下耐をC-40路盤 t=O.lmとし、表示規模が大きいためそのドに附~を設け排水を促すことと

している。

2)その他の盤側

外郭-*門東側整備地の~林形成のための黒松植殺を行い、 また幣段の手捌りを投但した。

3)地主張中核史跡等整備特別事業

この司W.l院については、本年度より 3ヶ年の継続事業としたため、本年度施工概要について報告す

る。東門及び築地場復元工'fJでは、東門の建方、平瓦、築地塀fIl木材の附入、復元大路は大部分の

路盤整正まで終 fした。また、この事業のもう一つの往である管理辿常施設建設工'fJに関しては躯

体コンクリ ートの打設が完了した。
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一般整備事業の工事の概要は次のとおりである。

実施地区

実施面積 1， 9 80m2 

工 種 細 自 数 置

敷地 切土 5m2 

造成工 盛 土 1，640m2 

園路 法覆工 47m2 

広場工 排水工 式

遺跡

表示工 式

表示工

修最 植栽工 式

施設工 芝 工 1，360m2 

管理

施設工 階段工 式

直接

工事費

金額(千円)

7 

7，109 

76 

339 

3，749 

837 

226 

85 

12，428 

総事業費

備

広場整地

人工芝(ワラ芝)

制ノ木地区

20，000千円

考

600型溜桝 ・U型側溝他

建物表示 1 '練

住列表示 1式

表示用石柱 l基

黒松 ・ドウダンツツジ・サツキ(大盃)

種子吹付(自クローパー ・ベントグラスハイ

ランド ・ケンタッキーブルーグラス)

手宿り l式

環境整備全景
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VII トイレ遺構に伴う木樋の年輪年代

奈良liiI立文化財研究所

埋蔵文化財センター

光谷拓実

秋田城調査'JI務所より、トイレ遺織に伴って出土した木樋の年始年代法による年代測定の依頼を

受けた。

以下にその概B告を報併する。

( 1 ) 試料と方法

送付されてきたサンプルは、木樋の端の一部を切断したもので、追存状態は必〈、しかも辺材

(白太)は舵訟できなかった。 材種は木材組織による同定の結民、ヒノキ科(ヒノキアスナロの可能

性が高い〉ものであることが判明した。年輪幅の計測は、複IJ定箇所をカッターナイフで平滑にして

から胡粉を塗布し、専用の読み取り器を使用した(0.01ミリまで計測〉。

計測した年鎗バターンと暦年標準パタ ーンとの照合には、払田柵跡出上のスギの倒木で作成した

503年分(405年-907年)のものを使用した。コンピユーターによる年始パターンの照合は相互相関

分析手法によった。

(2) 結果

木樋 1)去の計測年総数は、 82年分と少なかったが、スギの謄年掠湘パターンとの照合は成立し、

試料パターン(閲・ 1)は675年-756年にかけて形成された年輪であるこ とが儲定した。(このとき

の t値は5.3であった〉。これより木樋の原材の伐採年は756年を決してさかのぼることはなく、こ

の年輪年代より新しくなることが判明した。

この年輪年代をもとに、正確なトイレ遺構の造られた年代を求めることは極めて難しいことであ

るが、少なくとも秋m減泊IJfl!当初のものでないことが確定したことになる。
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図一1 木樋の年輪パターングラフ

木樋先端試料採取部分(暗提B木樋)
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四 秋田城跡便所遺構出土昆虫遺体

大阪市立自然史|導物館

宮武頼夫

下記或はSB 1351便所遺精沈殿槽の土壊分析中間報告書である。昆虫は種類が極度に多く 、また

学会における細分化が進んでいるためまだ同定できないものが多数ある。従って:r;J1等も含め最終

結果については次年度既報に伺載することにする。

( 1 )沈殿僧A黒褐色織物遺体層 (中間スクモ膚)出土昆虫遺体

ダニ綱 ダニ円 ダニの一種 1

昆虫綱 半趨目 カメムシの破片 2

鱗趨円 蛾の胸部の一部 2 蛾の基節 l 蛾の蛸の尾端 l 

双趨目 ハエの囲踊〈中~大型)破片 5

革開姐伺 ハネカクシ科の一種の左上麹 l 

ハネカクシ科の一種の前胸 1 

ハネカクシ科の一種の頭部 l 

。考えられること

ゲンゴロウ科の一種 ?(微小種)の左上趨 1 

センチコガネの右中肢(腿節+睦節) 1 

ネクイハムシ亜科の一種の上趨破片 l 

クワハムシの右上麹基半 l 

ハムシ科の一種の右上麹基半 l 

カミキリムシ科の一種の触角の第 l節 l 

ゾウムシ科の一種の胸部破片 l 

ゾウムシ科の一種の中胸腹板 1 

ゾウムシ科の一種(微小種)の右上麹(完令) 1 

甲虫の後胸腹板 2 甲虫の基節 l 甲虫の腿節 l 

甲虫の腹節腹坂 l 甲虫破片 4 

昆虫破片 2 昆虫の卵 ? 2 

( 1 )センチコガネは動物の奨(人糞を含む)の存在を示す。
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(2)ハエの囲踊は、動物の糞(人糞を含む)・汚物 ・動物の死体等の存在を示す。

(3)クワハムシは、クワ科の組物や、カナムグラ ・ヤマイモなどの存在を示す。

(4)カメ ムシ ・蛾 ・ハムシ ・カミキリムシ ・ゾウムシ等は、制生の存在を示す。

(5)ネクイハムシ亜科 ・ゲンゴロウ科は、水域の存在を示す。

(2)沈殿繍A中層土佐積土出土昆虫遺体

ダニ綱 ダニ目 ササラダニの一種 l

ダニの一種 l 

直麹自 クダマキモドキの一種の卵 2 

半麹目 カメムシの一種の腔節 2 カメムシの一種の破片 2 

双麹目 ハグロケパエ(ケパエ科)の右前遡(先2/3) 1 

フンパエモドキの踊 2 

膜麹目 アリ(賞色微小種)の胸部+肢6本 H本

鞘麹自 ゴミムシの一種の上麹 2 

ゴミムシの一種の上麹破片 l 

ゴミムシの一種の腿節 l 

ゴミムシの一種の腔節 2 

アオゴミムシの一種Chlaeniussp.の右上麹基半 1 

ケシガムシの一種の右上麹 i 

ハネカクシ科の一種の右上趨(茶褐色) 1 

ハネカクシ科の一種の左上趨(黒褐色) 1 

ハネカクシ科の一種の前胸(黄褐色，完全、自11縁に弱い鋸儲) 1 

ハネカクシ科の一種の前胸n1 

ハネカクシ科の一種の頭部 2 

ハネカクシ科の一種の腹節(数節迎統) 1 

マルエンマコガネの左上麹 1 

マルエンマコガネの左上麹端 i 

マルエンマコガネの右上麹 l 

マルエンマコガネの頭部 l 

マルエンマコガネの前胸n1 

マルエンマコガネの左前腿節+11毛節 l 

マルエンマコガネの前腔節 1 

マルエンマコガネの後胸腹仮 l 
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。考えられること

エンマコガネの一種の前腿節+臆節 2 

エンマコガネの一種の中腿節+腔節 l 

エンマコガネの一種の腔節(中肢?) 1 

マグソコガネの一種の右上麹基半 l 

ヒメコガネ?の上趨の一部 l 

ハナムグリ亜科の一種の上趨の一部 l 

コアオハナムグリ?の腹節腹板の一部 l 

大型ハナムグリの一種の腿節基部 l 

ハムシ科の一種の右上麹(基部) 1 

クチブトゾウムシの一種の頭部 l 

アナアキゾウムシの一種Hylobiussp.の左上麹(完全) 1 

ゾウムシの一種の頭部(中型) 1 ゾウムシの一種の頭部(小型) 1 

ゾウムシの一種の右上麹 l ゾウムシの一種の前腿節+腔節 l 

甲虫の前胸背 l 甲虫の後麹(科不明) 1 甲虫の胸部腹板 1 

甲虫の腹節腹板 9 甲虫破片 5 昆虫の卵?

( 1 )マルエンマコガネを初め、エンマコガネ ・マグソコガネ ・ケシマグソコガネなどは、動物の糞

(人糞を含む、特にマルエンマコガネは人糞と大きく関係する)の存在を示す。

(2)ハグロケパエの生態はよく判っていないが、ケパエの仲間は植物腐植質を食するものが多く、

動物の糞や生きた植物の根を食するものもある。

(3 )フンパエモドキの踊は、ツユクサやギボウシなど、多肉質の植物の存在を示す。

(4)ゴミムシ ・アオゴミムシ ・ハネカクシ ・クチプトゾウムシ ・アナアキゾウムシ ・ゾウムシ ・大

型ハナムグ リ・ササラダニなどは、森林の存在を示す。

(5)クダマキモドキ ・カメムシ ・ヒメコガネ?・コアオハナムグリ・ハナムグリ亜科の種 ・ハムシ

などは、植生(樹木を含む)の存在を示す。
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医 秋田城における自然科学分析

1. 出土木材の同定

1) 賦料

天国大'千:附凶天理芸~A号館

金原正明

秋間以跡のSX02のffrï~木樋の底板材 l 点であり 、 やや乾繰し腐朽の，，:しいものであった。

2) 方法

カミソリをJ11いて拭料の新鮮な越本的ス断面(木材の儲断面 ・放射断[fn・接縦断耐)を作製し、

1:.物顕微鏡によって60- 1500倍で観察した。同定は解剖学的形Tlおよび羽生t~ìみよとの対比によっ

て行った。

3) 結果

InJ定のtJiJ誌を以ドにぷに示す。

ぷ 4封~lriJ定*li*

試料 樹積

SX02 暗記本錨底敏材 スギ Cryptomeriajaponica D.Don 

なお各断由.の顕微鏡η辺をぷす。同定鍛拠となった特徴は以ドに.ieす。

-スギ Cryplomeria japoOlca D.Don スギ科

仮道管、樹脂細胞および政射柔細胞から様成される針葉樹材である。崎町『耐では1，1.材から晩材

秋111刷titU'~.II'， 1 木材の~i徴鈍'Ij.t!. 

縦断I(II-一一一一一 :0.02醐 欣射断前i由一一一一一 :0.2個 持縦断Ifri-一一ー一回 :0.1掴

本hfl!iC.fI.i村スギ
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への移行がやや121で、晩材部の幅が比較的広い。放射断面では放射柔細胞の分野壁孔が典型的な

スギ型で、 l分野に 2個存在するものがほとんどである。樹脂細胞が存在する。接線断面では放

射組織が単列の向性放射組織型で、 10細胞高以下のものが多い。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。日本特産の

常緑高木で、高さ40m、径2mに達する。材は軽軟であるが強靭で、 m築材など広く用いられる。
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X 秋田城跡便所遺構における微遺体分析

1.はじめに

天理大学附属天理書考館

金原正明

古環境研究所

金原正子

秋田城跡においては昨年度の自然科学分析によって古代便所遺構が磁認された。今回は遺構の堆

積物を含んで迎統してサンプリングを行い、また周囲の堆積物も採取して、 u礎的データの抽出を

行った。加えて、周囲の植生および環境の変選の復原を行った。なお、多而的な定罰的分析に時間

がかかり、試料数もやや多かったため、徴遺体分析を主に報告する。

2.鼠料

試料はSB 1351に付設された暗渠Aおよび暗渠A排出口付近沈殿格内、使栴Bおよび階~B排出

口付近沈殿栴内、暗渠C排出口付近沈殿槽内と遺構外の壁面から傑取した33試料である。以下に採

取試料を示す。なお、保取崩基績は花粉分析結果の図にそれぞれ示した。

・階tuA排出口付近沈殿槽内 ・暗渠A内

七位より、占代整地届一試料 l、中間積物遺体届一試料2、堆積土上肘一試料4、土佐積土中層一

試料5、地獄土下届一鼠料6で、他に木樋底の上面一試料7、下面一試料8である。地積土は遺構

に伴うものであり、それより上位は遺構の埋没段階ないし埋没後の堆積嗣である。以下、暗渠B排

出口付近沈殿構内、晴提C緋出口付近沈殿槽内も問機である。

・ 暗~B排出口付近沈誕生構内 ・ 便槽B内

上位より、池沼峨制!丙(中世)一試料l、池沼地積層(古代)一試料2、制物遺体 ・火山灰混入周一

試料 3 、占代整地柄(上例)一試料 4 、堆積土上層一試料 5 、稚拙土中I~i一試料 6 、堆積土 F鳳一試

料7で、他に便補B一試料8である。

- 暗~C排出口付近沈殿栴内

上位より、池沼堆積層(中世)一試料 l、池沼堆積層(古代)一試料2、植物遺体 ・火山灰・混入届一

試料3、占代整地層Ct府)一試料4、中間植物遺体層一試料5、地税土上j凶一試料6、堆積土中層一

試料7、推積上下府一試料8である。

• E405ライン

ベルトとの交差地点で採取を行った。上位より、池招堆積層(中世)一試料l、池沼地積層(古代)一

試料2、織物遺体 ・火山灰混入届一試料3、古代整地層(上層)一試料4、地山植物遺体層一試料5
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である。他にライン上でベルト上方地山植物遺体層一試料 1.、ベルト掘り込み地山植物遺体層一

試料 2・を採取した。

• E395ライン

上位より、池沼堆積層(中世)一試料 l、植物遺体 ・火山灰混入居一試料2、古代整地層(下層)一

試料3、地山植物遺体層一試料4である。

3.寄生虫分析

1) 方法

寄生虫卵の抽出には次の順で処理を施し分析を行った。 i)サンプルを採量する。 ii)脱イオン

水を加え撹持する。泌)館別により大きな砂粒や木片等を除去し沈殿法を施す。 iv)25%フッ化水

紫般を加え30分放置(2・3度混和)0v)水洗後サンプルを 2分する。vi)片方にアセ卜リシス処

理を施す。vii)両方のサンプルを染色後グリセリンゼリーで封入しそれぞれ標本を作製する。v量)

検鏡 ・計数を行う。以上の物理 ・科学の各処理聞の水洗は、1500rpm、2分間の遠心分離を行っ

た後、上澄みを捨てるという操作を 3回繰り返して行った。

2) 結果と考察

各地点の分析結果は表と図に示す。暗渠A排出口付近沈殿槽内では堆積土上回(試料3)、堆積

土中間(試料4)からやや高い密度で寄生虫卵が検出された。暗渠B排出口付近沈殿槽内と暗渠C

排出口付近沈殿槽内では堆積土下層(それぞれ試料7、試料8)から他の層準よりは高い密度の寄

生虫卵が検出された。水洗便所であるためか極めて高い密度を示す屈準はなかった。 E405ライ

ン、E395ラインおよび各遺構の上部においても低密度の寄生虫卵が検出される。これは汚染的

なものと考えられる。

寄生虫卵組成においてはやや密度の高い暗渠A排出口付近沈殿槽内堆積土上層(試料 3)、堆積

土中間(試料4)と暗渠B排出口付近沈殿槽内堆積土下層(試料7)でみると、回虫卵、鞭虫卵が多

く、肝吸虫卵、 有 ・無鈎条虫卵が出現する。寄生虫卵から推定される食生活は金原 ・金原(1995)

の分析でも考察したように野菜類やコ イ科の主とする淡水魚の摂食が推定される。

有 ・無拘条虫卵は前回の暗渠A緋出口付近沈殿槽内堆積土の分析においても出現しており、普

遍的に含まれているとみなせる。有 ・無鈎条虫卵はプタの摂食で感染する有拘条虫とウシの摂食

で感染する無鈎条虫があり識別はできないが、草食動物の摂食によって一過的に排出される可能

性のある他の寄生虫卵が検出されないため、有鈎条虫である可能性が高いとみられる。よって、

便所を使用していた人々がブタをかなり常食的に食べていたと考問えられよう。プ夕食を食習慣

とするため、その食習慣のある人々、すなわち、大陸からの外来者である可能性が示唆され、便

所遺構が外来者用の便所であったことが考えられる。なお、現状で日本において同様のプ夕食を

示す分析結果は福岡市の鴻雌館の使所遺構しか類例がない。(金原 ・金原、投稿中〉。
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4.花粉分析

1) 方法

試料に以下の順で物理化学処理を施して行った。 i)5 %水酸化カリウム溶液を加え15分間湯

煎する。 u)水洗した後、 0.5岡田の簡で・僚などの大きな粒子を取り除き、沈殿法を用いて砂粒の除

去を行う。 ili)25%フッ化水素酸溶液を加えて30分放置する。 iv)水洗した後、氷酢酸によ って脱

水し、アセトリシス処理(無水酢酸 9: 1濃硫酸のエルドマン氏液を加え 1分間湯煎)を施す。v)

再び氷酢酸を加えた後、水洗を行う。vi)沈誼に石炭酸フクシンを加えて染色を行い、グ リセリ

ンゼリーで封入しプレパラー 卜を作製する。以上の物理 ・科学の各処理問の水洗は、 1500rpm、

2分間の遠心分離を行った後、上澄みを捨てるという操作を 3回繰り返して行った。検鏡はプレ

パラート作製後直ちに、生物顕微鏡によって300-1000倍で行った。

2) 結果と考察

花粉分析結果では、各遺構の壁面から採取した試料は風媒花の花粉が主に構成され、食物に関

連するものは読みとれない。植生については以下の別項に記す。暗渠A木樋底の2試料と便槽B

は他試料と異なる特殊な花粉が優占し、特異性を示す。暗渠A木樋底ではアカザ科ーヒユ科、ア

ブラナ科、ナス科が優占し、便槽Bではアカザ科ーヒユ科、アブラナ科が優占する。これらは他

試料と花粉群集の構成に相違があり自然堆積として周辺の植生を反映しているとは明らかにみな

すことができず、今まで各遺跡で得られている糞便のデータと類似性があり、遺構に残存してい

た糞便に由来すると考えられる。アカザ科ーヒユ科のアカザとヒユは野菜であり、アブラナ科に

も栽培植物が含まれる。ナス科は種実も検出されておりイヌホオズキなどか野菜として用いられ

ていた可能性がある。興味深いのは同試料から寄生虫卵が検出していないことである。寄生虫卵

はこれらの試料において堆積保存環境からみて分解してしまったと考えられる。よって、寄生虫

卵が分解して失われていても、花粉組成の特徴から糞便の堆磁を示唆できる場合があろう。以上

からみて便槽には遺構廃絶時に多くの糞便が残存していた可能性がある。このことは、本遺構が

使用時においても、常に糞便が残存せずに流れきるような状況であったのかどうか疑問をもたせ

る。

3) 周囲の値生の変遷

花粉分析の結果、周聞の植生の変遷が追えたので下位の時期から順に記す。

i )遺構構築以前一地山植物遺体届の時期

周辺は森林状態であり、クリ、ナラ頬(コナラ属コナラ亜属)、プナ属の落葉広葉樹林が分

布していた。 E405ラインではクリ 、ナラ類(コナラ属コナラ亜属)が優勢であり、 E395ライ

ンではプナ属が優勢であり、伺じ地山でも屑準が異なるとみなされる。

u)本遺構の時期

周囲は樹木の生育するところと草本の分布する裸地が存在する。樹木ではクリ 、ナ ラ類、
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プナ属、スギが生ffしている。スギは地山植物層の時期より多くなる。n4たりのよい燥地

にはヨモギ凶のような乾燥を好む革本が分布していた。便所遺権時!.oおよびit殿槽周辺には

カヤツリグサ科、ガマ凶ー ミクリ属、ミズアオイ属などの水湿地織物が生向していた。上位

の中間摘物肘でも大きな変化はないが、ク リ、ナラ類、プナ属の広葉樹が減少傾向を示すが

地点によって異なる。

泌)占代整地肘(下刷 ・上回〉 ・植物遺体 ・火山灰混入府一古代

これらの府位においてはばらつきはあるものの、クリ、ナラ類、プナ凶が減少し、ヨモギ

凶が附加する。周聞で樹木が減少し棟地が多くなったとみなされる。スギ林は減少せずに残

存し、広葉樹の分布する比較的低いところが開発されたものとみなされる。 占代整地li'fi上回

から上位は栽幣組物のソパ凶が出現するようになり、周辺でソパ属などの畑作が盛んに常ま

れだした。

ル)沼地地有v尚一占代

よりクリ、ナラ頼、プナ胤の広葉樹が減少する。堆積地はガマMー ミクリ同などの生育す

る池沼ないし水M地になる。

v)沼地地s11府一中世

スギも滋少し、周辺はヨモギ属の繁茂する乾燥した棟地がより多くなる。継続してソパ属

が出現するため、周辺で畑地が拡大したことが考えられる。

5.摘要

1) 秋田減跡においてS81351に付設された暗渠Aおよび暗渠A排出11付近it殿柵内、使僧Bお

よびH青史B排III日付近・沈殿榊内、暗渠C排出口付近沈殿栴内、 E405ライン、 E395ラインにお

いて寄生虫卵分析と花粉分析を行った。

2) 寄生虫卵の山現街度はSX02、 SX03、 SX04の下部堆-梢物でやや;r~~、密度を示した。

3) イI鈎条1l.卵とみなされる寄生虫卵の出現から、便所の使用者司がブ夕食を食管'Ituとすることが

考えられる。プ夕食を食習慣とするため、その食習慣のある人々、すなわち、大隙からの外来

者である可能性が示唆され、便所遺構が外来者用の便所であったことが考えられる。

4) 花粉分析では晴!l1A木樋l底でアカザ科ーヒユ科、アブラナ科、ナス科が優占し、便糟Bでは

アカザ科ーヒユ科、アブラナ科が優占した。いずれの分類群も野菜となる植物を含み糞便に由

来すると~えられる。 本例は寄生虫卵が分解して失われていても、花粉組成の特徴から糞便の

雄都を示唆できる場合があることを示唆する。

め このことからみて木樋と使僧には遺構廃絶時に多くの糞便が残存していた可能性があり、使

用時においても、常に糞便が残存せずに流れきるような状況であったのかどうか疑問がもたれ

る。
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6) 花粉分析より植生の変遷が明らかになった。遺構構築以前はクリ 、ナラ類(コナラ属コナラ

亜属)、プナ属の落葉広葉樹林が分布していた。本遺構の時期(奈良時代)はクリ、ナラ類、プ

ナ属、スギの樹木も生育するが、ヨモギ属の生える日当たりのよい線地も増加する。便所遺構

暗渠および沈殿糟周辺にはカヤツリグサ科、ガマ属ー ミクリ属、ミズアオイ属なと‘の水湿地植

物が生育していた。古代整地層(下層 ・上層)・植物遺体 ・火山灰混入間 ・池沼堆積層(古代 ・

中世)の時期にかけてはクリ、ナラ類、プナ属の広葉樹そしてスギと段階的に森林が減少し、

ヨモギ属の分布する乾燥した畑地が増加する。これらの現象はソパ鼠の出現からみて畑作が盛

んになり畑地が培加したためと考えられる。
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表1 秋田城遺跡における寄生虫卵分析結果(1)

学名

SX02 

2 3 4 5 6 

Hclminlh caas 寄生虫卵

A刷 ris 回虫卵 1 32 88 

Tric治山首 線虫卵 2 24 73 

0加。油危抑制色 野吸虫卵 1 3 14 

T.cni. 有・無鈎条虫 4 

DiphyIJoborh釘・蜘崎明Ik.rense 日本海署員掻条虫

Unknown caas 不明虫卵

To凶J 1+ S 64 177 2 

(賦斜1田中に算定) SO “o 1770 20 

表2 秋田城遺跡における寄生虫卵分析結果(2)
分剣勝 (鉱斜0.1∞中} S~ω 

学.t; 和名 2 3 4 5 6 7 8 

Hclminlh caas 寄生虫卵

Asc.tru 回虫卵 3 27 

T戊 h山富 .虫卵 1 27 

αonol曲jssincnsjs 肝吸虫卵 13 

Mou，on初出・Hoωrophyes "形吸虫卵

T.cni. 有._鈎条虫 s 
TolA1 a十 1 2 4 7S 

{紙斜1田中に算定) 10 20 ω 750 

表3 秋田城遺跡における寄生虫卵分析結果(3)

学名

分'園野 (賦科0.1属中}

宇田名

SX04 

2 3 4 5 6 7 s 
Hcl皿飢Iheap 寄生虫卵

A昆 aris

TridJ町 is

回虫卵

.虫卵

2 20 

2s 

。onon:bjss白onsjs B干吸虫卵 4 7 

MotJ増加血ω.Ho佃roohYes 異形吸虫卵

白pil加均 ~顕虫類卵

2 

U成nowncap 不明虫卵

TolA1 I十 2 4 2 52 

{鉱斜1田中に算定) 20 40 20 520 

表4 秋田誠遺跡における寄生虫卵分析結果(4)

学名

分剣勝 (飲料0.1∞中}

手日名

寄生虫卵

E40Sライン E39S 

2 3 ・2 3 4 5 1・ 2・
Helminth eaas 

卵
一
・

卵
娘
一
昨
一

卵
虫
虫
一

1

虫
岨
冒
頭
一

圃帽

肝

毛

一

側

一

ω
一

一日一

回

ゆ

同

一
…

加

伽

州

一

(隊斜1血中に算定} 10 20 10 10 

n
d
 



秋田城跡における花~分析結果(1)
分'目標

学:ti 和名

As旬開剖oOI川n 樹木1E紛

Abjcs モミ腐
TSUII' ツガ属
Pinus su切en.D唱ロ，10.制四 マツ属僚維."駐車贋
Pinus subocn. H/IJ)I，ぽ)1.佃 マツ属単線唱fJl!:豆腐

Qypl闇 cri.j/lJ)佃 i伺 スギ
T阻嶋陣。obalota踊JCelC-O!oress師同 イチイ科・イヌガヤ科ヒノキ科

JuoI岨 s クルミ属
内町曹司ry.rnoffi仙E サワグルミ
P1.肺副y.strobil蹴 a ノグ'"ミ
Alnus ハンノキ腐
&ω1. カバノキ属
白 乃仙 ハシパミ腐
白IJ)m出〈治省y.j/lJ)∞悶 クマシデ腐・アサダ
白S凶 c.crcn.l. 夕日
白 S刷僻is シイ腐
F.，出 プナ腐
。川町田制b脚 n.Lepidぬd刷出 コナラ腐コナラ豆腐
Quc悶 JSsubocn. Cyd.ぬd佃句)$1$ コナラ腐アカガシ豆腐

ulm出 -20比例却rrllll ニレ腐・ケヤキ
白lti.s孔p占110110白cII$pCra エノキ属・ムクノキ
zan的叫対四 サンショウ属
DCII モチノキ属。las官aceae エシキギ糾
Acer カエデ腐
Ae悶lIusωb旬1111 トチノキ
αe樹齢 モクセイ草寺
Fraxin凶 トネリコm
Oc的rabar色叩crvis リョウプ
E成a偶蹄 ツツジfl
$阻仇lcus-Vibuml皿 エワトコ属・ガマズミ属 14 1 

LonI胞団 一一一一一一 スイタズア室 ___1一一 1 一一一一一-
Arbo問凶・ N佃町boreal ∞iïëñ--------------if~ ・ ìì;羽織一一一一一一 一
Mor脇陣-Urtica届 ae クワ斜・イラクサ将 35 12 3 1 

Rosa田 ac パラ純 14 1 3 
~A'!血血恒国 ……… マ手~M..._____________________ _____________~________~ 一一一・ム……………-

Nonarboreal po岨en -……・・1t~m.rf 一 一一一一・ ……・

乃帥II-SP崎町岨 ガマ腐・ミタリ属 241  

A/jsm. サジオモダカ腐 1 1 

Oramine鵬 イネ斜 21 8 
α)'u (y):障 イネ腐豊富 2 2 
0開四時帥 カヤツリグサ科 11 4 
Mo.剖油ori. ミズアオイ属
h拘何回 sccιPcrs免町布 タデ腐サナエタデ節
Rumell ギシギシ腐
。問問xx1i師陣・A血町田山脇M アカザ草寺・ヒユ将
Caryopbyll棋院 ナデシコ草寺
R阻凶叫lus キンポウグ腐
7百a/jヒ飢皿 カラマツソウ腐
Crucifcrae アブラナ斜
lmp.白cns ツリフネソウ.IJII
Ampc/，ωsis b惜 V脚 d間同1.11 ノブドウ
HaJor.，is州，宮北~hyfl四 アりノトウグサ属.ヲサモ腐

UmbeUifcrac セり斜 3 
Solan・∞舵 ナス斜 5 
m岨臼110 オオパコ属 3 

Lac相∞idc民 タンポポ蛋科 Z 

Asteroide帥 キクI終 2 1 
Arlemisi. ヨモギ. 95 52 11 33 5 6 

r:，前面r------一一一一一----一一・・-ç~:信両手一一一・ーー一一一一・・・一一-一一一一一一一一一一一一一一一一

Monola脇町pespore 1Il~陸自陣胞子
Truatβ 町pesp。間 三条潟胞子

Ar加 冊叫隣地Jen 樹木花@

Arbo同副 'N田町bore必附Jen 樹木，_本1m
Nonar包0帽叫凶Jen 旗本花紛

T州凶Jen ttt>>総数

6 

4 

3 

10 

5 
1 

4 
4 

4 

10 

2 
22 

5 

5 

3 

1 
27 

5 
11 

9 
1 

19 
2 

78 

105 

4 

4 

2 
3 

32 
3 
2 
お
152 
1 

30 
83 
4 
5 

34 

句，
.
.
 且・
E

・
8 

-E
・・・・・・
a.
‘‘d

6 
2 

19 

s 

5 
1 

SX02 
3 

23 

2s 
7 

6 
165 

31 
37 

4 

5 
1 

ロ
1
3
3
4

11 

2 

z 

45 

1 
2 

2s 
5 

15 
148 
1 
75 
71 
2 
4 

2 

1 
2 

2 

5 

6 

ー

ω
1
2
5
1
U
6

14 
93 

4
4
a
-
v
a
y
A
U
a
-v
n
v
 

a.，、d
・A

吟，.勾
，
句，.
.
 A 

ー

1
3
2
1
m
 勾
4

・3
・ι

表1

4 

4
3一幻

OA"ω
側

1
7

48 

3 
3 
54 

268 
323 
4845 

5 
6 

16 
23 
396 

4 

79 
479 

12454 
6 
39 

3 

8

6一期
4

特ぷ
3
M

4

6一
掛
川
“

mw‘.品

6 
87 

匁5
53 
131 
619 

32188 
4 
93 

(鉱料1∞中に算定)
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表2 秋田城跡における花掛分析結果α}
分担野

一軍忍 和名

A1旬開凶l)OIIeo 樹木花里町
内陸a トウヒ腐
角川刊切on.D制仰蜘 マツ鳳.J聞 東豆腐
α抑制'11M.j邸畑山 スギ
TWoe幅・CepheJ。国側帥 イチイ斜・イヌガヤ将

..QjPI'ea醐鵬 ・ヒノキ草4
Myric. ヤマモモ属
Ju61D1S クルミ属
PtO~l台oifoJj・ サワグルミ
Aln凶 ハンノキa
hω1. カパノキ腐
CaIJ>必山.Qsuy.郎副lica クマシデ属・アサダ
白srane.cren.臼 タリ
c.s伽 oosI$ シイ腐
F何回 プナ属
Querc山 sublcn.Lepíd~岨1m山 コナラ腐コナラ豆腐
αJCI'CUS su切en.Cyd.ぬaJD1QPSis ::1ナラ鵬アカガシ豆腐
ulm山 -Zclkov.昂 rr'lII ニレ腐・ケヤキ。'ltis仰 Ih制制的C I$DCR エノキ腐・ムクノキ
Z制的。刷um サンショウ属
H回 モチノキ腐
A伺 r カエデ.. 1 1 
A何回UUSIUlか'Inatll トチノキ 2 1 1 
Vi白is ブドウ腐 3 15 4 
α帥国ae モクセイ斜 217 
Fr.皿 m山 トネリコ属 1 3 
αe的raT，官b白ervぉ リaウプ 2 4 
S制加国JS-Vibumum .::.ワ トコ腐・ガマズミ属 31 3 4 ‘ 3 
Lonicer. ぷ1_P...;主ア v 一一一一--_!一一丘一一_1_____

.お泌f副マNòiïãi芯ò~ãJ-ÏlÕlIëñ-------If*， :-草~花扮
Mor・伺齢-Urt必艇埠鵬 タワ科・イラクサ縄 5 11 29 97 21 5 1 
Ros蹴帥 パラ将 422  
Uil皿加価栂 マメ斜 1 1 1 
A1eJia慣 ae _____________________'lコ~J.主- 一一一一一一一一一一一一一一・__'L一一一一一一一一一一一-N'o両院五jif泌Ifen----一一一一・・配本花崎一一ー一一一一
Typh..sPUJ岨 ium ガマ腐・ミクリ鳳 14 6 1 2 
A/ism. サジオモダカ腐 3 5 2 1 
S.，itt.ri. オモダカ属 2 1 1 
on皿ine帥 イネ事~ ~ u u u 
αYZI (YPC イネ.~ 1 4 2 
CYDer師陣 カヤツリグサ手4 54 41 98 
Aneilem. keisaJc イボタサ 1 
Mon∞h∞ia ミズアオイ腐 1 
Lili師陣 ユリ終
Po.抑制幽 secιPers明 n'， タデ属サナエタデ節
R畑町 ギシギシ属
F .. 句別官m ソパ属
白 en句xxI.i脚帥・A1naran曲闘帥 アカザ腐・ヒユ斜
CaJyophyll蹴帥 ナデシコ科
NUDbar コウホネ腐
R制l山側lus キンポウゲ属
ThaJictrum カラマツソウ腐
Cruruerae アブラナ科
!mP.t削 s ツリフネソウ腐
Ampelopsis b.帽叩d町田U'III ノブドウ
Ha1or.，is-A伽おPhYtJ岨 アリノトウグサ腐・フサモ属
Um beUiIcrac セリ科
Labiatae シソ斜
SoJana偶帥 ナス科
P1D1陥110 オオパコ.. 
L齢加ooIdca。 タンポボ夏草4 1 
Asteroideac キク豆腐 8 4 12 
χ創的ium オナモミ腐 1 
Arrc四 isi， ヨモキ旦- 一一一一一・2袋一・~L____~____1_1_Q_____l旦一一段一一主一一____1.
n瓦石品õië---------------------------~Jt"織物聴手ーー-

M加 01.出 typesPOre .IIl条鴻胞子 22 20 7 6 17 4 
Tru脚町田 sporc 三条潟胞子 202 32 145 135 52.∞ 4.00 
Arborc“似刈開 樹木花tI) 127 176 233 4SO 187 346 
A1旬開a1'N叩 arborc“凶Jen 樹木・旗本花1& 6 12 33 1ω 23 6 
NOO8J旬開叫∞Ueo 旗本花1& 470 436 351 1ω 175 39 
To岨l田刈叩 :tEt骨.e “13 624 617 713 鎗5 391 

(紙桝1田中に算定} 印刷 14切6 7404 31372 43120 43刃2
未開定花街 4 6 4 5 6 3 
シダ植物飽手 224 52 152 141 ω s 
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表4 秋田城跡における花続分析結果(4)

司E名 相名

Art町田副ooUcn .木1Eftt
Ab必s モミ属
P同 a トウヒ属
抽出 SU句en.Dip}，叫凶∞ マツ属割u崎東豆腐
抽出却均en.H酬剛佃 マツ.1111.・3匝豆腐
Q)'p師国omjaponjQ スギ
Tax師陣-Ceph山田鵬帥 イチイ草ヰイヌガヤ総

..cuprca師陣 ・ヒノキ拠
品⑮前a ヤマモモ属
Ju嘩I岨 S クルミ属
PtCIO曲 ry.幼oi1凶i. サワグルミ
Alnus ハンノキ属
BoruJ. 'j)パノキ属
印刷凶 ハシパミ属
白rp血凶〈加拘川棚i伺 クマシデ腐・アサダ
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秋田城跡における花紛分析結果(5)表5

学名 手回名

AIbo.re叫凶len 樹木花街
Ab.おs モミ属

pin山知附n.Dが似)'1，加 マツ属繊維唱fJT:.夏風
pin凶制加咽. H~/，侭E伽 マツ腐単.'fJT:豆属
Qyp低回eriaill潮 岬 スギ
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UlmU$-Zelko帽 serr，・M ニレ属・ケヤキ
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Rhus ウルシ属

A伺f カエデ属
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FrlXInus トネリコ腐 1 2 
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N叩 arbO'I叫 凶 len .本花街
Total凶 Jeo 花f&ae

4 

a-V
-E-

守，

.A
2

1

 
29 
35 

238 
161 
6 
12 
2 

3s 

‘，
 ..
•.
.• 

a

・・・・

4 

2 

5 

2 

1 
S74 
4 

11 
S89 

122512 
4 

3 

3 

33 
2 

4 
5 
S7 
9 
1 

32 
392 
87 

112 
4 
11 
3 

-
A
穐

S
'
o
n
u
，内，.白
u'

19 

3 

3 

6
5
一m
u
u
ぷ
6
u
一

5 

ン
一

，4--J-
Mm

一z-
日
一

1

1

%

1

 
内S
a
-マ

aa守
包

E

・・5
‘，.，。‘‘

d

内，.内，.‘
3

，。

-
A

・・・
4
4
a
-
v
a

‘
.
A

-
S

・a-Z
0

・E.‘，.

・

且

《

U

A
υ

1

1

 

-
且
角
4

・a-
a

内

3

・A
，3

・Aaaマ
ー

6
η

一m幻
期

間

抑

6

"

13 

1 

3 

-A
勾，，、
d
-
s

・a-
A

-a 

8
2
U
 

2 

IS 

2 

3 

8 

SS 
SI 
9 

糾0

5∞ 
11αlO 

5 

63 

(隊車毒1血中に算定)

来同定ttf&

シダ1l!骨組子

-126ー

U成 n明瑚似lIlen

~陪



3
E
3
E
 

ー一」

ドIFJrr入
守
れ
山
町
内
山
的
凶

tj t昨~.JI!H三国
」ー斗ー

M
E
m坐

pgp一~
Z魯
4
司

M
2
h
H
A
吋
会
お
け
一
家
安
三
義
二
三

u 
~ lm月:r!/!/!¥ 

ElJ 

v~t!\~ 

-127-

τl」
斗
白
川
・柄拘

a-
‘a姐

温
句
唱
A

入
』
1
仇

m
m
O
函



草創闇樹木花@

ヨ
そ
ギ
属

ア
ブ
ラ
ナ
科

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
斜

ア
角
ヂ
斜

l
ヒ
ユ
斜

ミ
ズ
ア
オ
イ
属

貴
ヤ

p
pグ
サ
U
R

イ
本
幽
明

Jn
予
科

タ
ワ
創刊
l
イ
ヲ
O
サ
U
H

-
-
ニ
ワ
ト
=a
lガ
マ
ズ
ミ
属

ト
チ
ノ
キ

=
レ
属
l
ケ
ヤ
キ

2

ナ
ヲ
E
R
2

ナ
予
豆
腐

タ
マ
シ
デ
属
1
7サ
ダ

カ
バ
ノ
キ
属

ハ
ン
ノ
キ
嵐

-yv
a幽

恒
値
幅
値
冒
東
軍
属

シ
ダ
値
絢
胞
子

草
本
花
.

樹
木
花
.

ナ
ス
科

プ
ナ
属

。
リ

見

ギ

SX02 

3S.tla> ー
ロ∞
|

直
面
高

畑
土
下

~ 1時 繍
。 宜踊

I . I • I • L.__j 

100骨ヨ白。
1:古代筆‘. 2:申同値物遺体層 3: ll.土上層 . :地・土中層 S:樋・土下層

秋rn減跡SX02におけるセ妥花粉*ll成凶{花粉総数が基数)凶2



.京寝耳'

ア
プ
ラ
ナ
桝t'輔

ァ
，
ノ
‘
p
h
γ

グ

φ
l
フ
'
e
E

制

J
Pヲ
・
φ
y内
γ
属

今
ン
ポ
ウ
グ
凪

治
ヤ
フ

p
グ

φ
桝

ガ
マ

a
lミ
hv
p
a

ア
会

a'制
l
ヒ
ユ
輔

タ
ヲ
輔

I
ィ，，.，
制

ーIl
-
-
"
，
‘
F
a
-
laM
マ
ズ
ま
圃

-T'セ
イ
制

プ

F
a
v
a

--ν
a
l
ヶ
ャ
・

ヨ
ナ
，
属
ヨ
ナ
，
直
属

タ
マ
hFS7
a
l
ァ
，
グ

会
dn
ノ
今
園

内
ン
ノ
今
圃

シ
グ
盤
情
.
予

-
aTMe圃

。車"‘}同繍

イ
本
桝

今
夕
亘
輔

プ
ナ
属

タ
唖

ス
If 

罰

sxω 

100. 

-eb--n

・
s
e--
帽・

急s.o.

円..'Oo¥.み・

N 
にD

k ・・車体・火山R・A・ ‘ : 古代量‘. ~) $:埴a土土. 6:岨置土砂. 7:瞳・土下・

秋111域防SX03に必ける長安花粉組成阿(花粉総歓が基数)

2:.・岨・.(古代』

国3

1:岨・・..(・量}



忠彦在.

今
夕
直
桝

ァ，J
b
a
v
グ
s
v
l

ヲ

'
e
a

"''7・
命

Y
9・
圃

ア
プ
，
ナ
輯

7

・ne輯
l
ヒ
ユ
刷

-Nヤ
?
"
グ

-v輔
-
圃.，

 イロ
ィ
・
争
"

が
マ

E
1

・‘，PE

タ
ヲ
輯
1
ィ
，
タ
サ
輔

'
E
E
，

ス

イ

-me
《.，
E

zaγ

‘，g
a
1
aN
マ
ズ
ミ
属

a
p・
命

"
a
R

e
h
v
e
も
イ
輔

プ

F
ウ
圃

'
h'
hv

・aγa

sν
圃
t
b
v
-
y
e

s

，.F属
ア
・
H
a
m
hv
直
属

3
ナ

'
Eヨ
ナ

'
E
a

置市寝耳・

タ
マ

LVS7
a
1
7
，
グ

'
J
R
J
a守
且

h

ン
ノ
専
属

bv

，‘--予

-
e
M守
圃

プ
ナ
厩

， ， ョ、
... 

車
窓
花
・

-
本
花
.

SX04 

急患~1
5
0
|
 

ト1"."。 .!ot‘
I ._ I • 1 • I .. J _.._J 

100-. 

1:...... (..) 2:・・....(古代) ，:・柚重体・*'由民aλ..:宮崎 U u..l
5 ゆ闇値・・車体・ ・:1・・土よ. 7・埴・l土.. .:.圃土下・

島。

秋川JI!跡SX01における i三梨花粉*lllぷ阿(イヒ粉総数が基数)凶 4



，....幽創 日osライン I I ヨ
'J ヨ ナェ

ヂタ ア司. ナ ，ノ ヲ...- 1-- ， ."' .. 輯t ・S99 34・v a，，制3・v 3，・ν 司， 圃 ア レ属
グ ，ワ hン 3rb4圃3 " gガb圃1ム1そチ本ト イ4， zそe フ9 ナ:r; ナヂ 2ウマフ• '‘ • ナ .. !I 

* 事

ー
グ ノノ ア プ ~ シグタノ P クバダイ グタソヒシホゾセシナEタ ぞ

在 花 • :1. ...... ...，. 'J 1" 直 直ヤノ今~!，，~ ~ 0イ本圃a g ヂバユヨ本ウ品川 iIf • ー
子 If ミ 属圃 グ " 民 E ..... .圃 制制圃 輯 ・皿輔輔.. 輔制輔 圃

園田園 圃園圃

ー
F 旨. 巴 「ーF 園田園

同 1-
同 同

-ー・・・

" 回 同 同園圃圃 同 同
7 回 同 同

I 11 1 . I ! I 血 t...i • I • Iι'  ， I • 1 晶 ' 且 1 ， 

息調修柁曽舗氷花"

五.s.

l
'
H
ω
F
l
t
 

ヨs.a..

ベルト土方亀山虜包土周

ベルト.り込み
地山

。 家用

I . I • I • I • I • I 

。 却 叫国

2・....壇・・ 伸量) 2:地・・億坦瞳. (古ft) 3:.軸量*'・火山III!IlA・ 4 古代盤‘.U.) S:亀山値骨量体掴

秋FII城跡E405ラインにおけるこ主要花粉組成問(イ乞粉総数が基数)15<15 



車*柁・a京花.

4:勉U値輸遺体'

E395ライン

同
国

関

ιo 
r-:> 

2 :鑑骨量体・火山灰aλ. 3:古代箪地. (下・}1:1l・・“・・(..)

秋川.Iklt跡E395ラインにおける主要花粉創LI災以I(イと粉総数が-&数)岡6



秋111減怖の・'!.Y'I:!h~" . IE和}

1 線虫卵 2 ßrø，及!h~tI

日 lul !h~tI

R アリノトウグサJ，(:，-フサモJ/.品
9 ツリフネソウ1!t:.

3 :(j.無がj粂!h.!lH -1 災慰験!h.lMll 5 (;vJi!h~MtI 

/~，/ \~ 
7 イ，1111!1l~H 

10 モクセイ科の~J血

，1"μm 

-133ー



秋111滅仰の{E粉

1 7 ツIt4lll緩1'¥'来唖i属

1 ハンノキItti

H モクセイH

• 

12 イネ料

2 スギ

:; 77シデ~A-アサダ (i クリ

9 ブドウ以

1:1 ソパh品

〆
， 

， 
d 

14 アカ~rf'トヒニ:r.H

-134-

3 クルミ凶

7 プナ泌

句 旬、

-11 ..，..n 

15 コウホ本紙
‘15μm 



沼 胞衣壷に関する法医学的報告書(2)

秋田大学医学部法医学教室

吉岡尚文

秋田市教育委員会秋田城跡調査事務所 小松正夫殿より、秋田城跡より発掘された査の内容物に

閲する検査を依頼された。よって、法医学教室に於いて検査を実施し、その結果を報告書として、

平成6年 3月1日に提出した。提出した報告書では、性別な らびにABO式血液型については、不

詳あるいは検査困難とした。最近、 DNA分析の技術や機器の進歩が著しいことから、当教室で保

管してあった上記資料の残りについて、改めて性別とABO式血液型のDNA検査を実施したので

その成績を報告する。

方法

手法はPolymeraseChain Reaction (PCR)法(微量のDNAの特定部分を増幅し、増幅した

DNAについて検査を行う方法)を行った後、埼気泳動を行って、 目的の領域が増幅されたか否か

で判定を行った。鋳型となるDNAは以下の如く抽出した。即ち、胞衣壷内資料の一部を99.5%エ

タノール及びTE緩衝液(lOmMTris-HCl， 1 mMEDTA-2 Na， pH8.0)で緩く洗浄後、 TE

緩衝液、 SDS(最終濃度 1%)、 ProteinaseK (最終濃度100μg/m.e)を加え、560Cで約15時間反

応させ、遠心後、上清をフェノ ールとクロロホルムで抽出し、エタノ ール沈殿を行ってDNAを得

fニ。

1 . 性別判定

性別はX染色体上のDXZ1遺伝子とY染色体上のDYZ3遺伝子を標的として検査を行った。

即ち、 Witteand Erickson (Hum. Genet.， 82， 271-274，1989)の報告を若干変更した Sembaet 

al. (Jpn. J. LegalMed.， 48，7-18.1994)が報告した配列をプライマーとして用い、 PCRの

条件はWi t t eらに従いDXZl遺伝子とDYZ3遺伝子の増幅を試みた。 PCR産物は10%ポ

リアクリルアミドゲルを用いた電気泳動を行い、 目的のサイズにバンドが確認されるか否か (各遺

伝子が増幅されたか否か)で判定した。女性はDXZ1が、男性ではDXZ1およびDYZ3遺伝

子の増幅がみられる。

2. ABO式血液型検査
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ABO式伽液型の遺伝子型の検査は Ugozzoliand Wallace (Genomics. 12. 670-674. 1992) 

が報告した Allele-specificPCR法に従い、検査を行った。即ち、 A型転移酵素 (Nーアセチ Jレガ

ラクトサミン転移酵紫)のcDNAの塩基配列を基にして第261塩越の欠失 (0遺伝子)を検出す

る261-0プライマーセγ ト、 AおよびO遺伝子に共通する第703泊基を認識する703-AOプライ

マーセットおよびB遺伝子特異配列(第526塩基)を認識する526-Bプライマーセットをもちいて

PCRを行った。PCR産物は15%ポリアクリルアミドゲルを用いて屯気泳動を行い、目的のサイ

ズのバンドが認められるか盃かで判定した(判定は別添の表に示した附幅の行無に且つ'いて行っ

た)。

結果および鋭明

1.性別判定

胞衣長内資料から得たDNAを鋳型としてX染色体上のDXZl遺伝子とY捻色体上のDYZ3

遺伝子の地幅を試みたところ、 l回目のPCRではバンドの確認は困縦であった。そこで l岡田の

反応液の一部を鋳型として再びPCRを行ったところ、別紙写真に示す結果を得た。対照として、

X後色体上のDXZl遺伝子は女性血液由来DNA、Y染色体上のDYZ3遺伝向孟男性血液由来

DNAを鋳型としてPCRを行った。胞衣室内資料から得られたDNAを鋳型としたPCR産物は

それぞれの対照と同じサイズのDXZ1:およびDYZ3遺伝子の増幅が認められた。即ち男性由来

のものと判定された。

2. ABO式血液型検査

胞衣占内資料から叫られたDNAを鋳型として各プライマーセットでPCRを行ったところ、 l

同目のPCRでは納幅産物の観察は困難であった。そこで l回目の反応液の一部を鋳型として再び

PCRを行ったところ、問的のサイズのバンドが認められたが、凶l反応によるバンドも認められ、

ABO式血液7rJ.判定は困難であった。分解されたDNAの短いフラグメントの影併によるものと考

えられた。そこで、胞衣盛内資料から得られたDNAを1K b以 tとlKb以下に分け、 lKb以

上のDNAを鋳砲にしてPCRを行ったところ、別紙に示す結果を得た。 261-0、703-AOおよ

び526-Bの3種のプライマーセットではAA、BO、A8、88、および00とAOの何れかの

5積の遺伝子型が決定できる。胞衣壷内資料から得られたDNAを鋳型と した糊合、3種のプライ

マーセットでそれぞれ納幅バンドが得られたことにより、遺伝チ型は80と判定した。従って、 A

80式血液砲検査はB砲となる。

-136ー



結諭

1.性別は男性と判定される。

2. ABO式血液型はB型 (BOタイプ)と判定される。

1.性別判定

以上

平成7年12月14日

秋田市本道 l丁目 1-1 

秋同大学医学部法医学教室

古岡尚文

性染色体 :男 XY. 女 xx 
X染色体上 DXZ1遺伝子 (131bp) 

Y染色体上 DYZ3遺伝子 (172bp) 

M 1 2 3 " 
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DXZ1遺伝子の増幅

1. 女対照

2. 胞衣壷内資料

DYZ3遺伝子の増幅

3. 胞衣壷内資料

4. 男対照

M:サイズマーカ ー



2.ABO式血液型

旦plymerase♀hain旦eaction法によるABOgenotyping 

[primer set] 

261-0 : PCR産物 51bp 

703・AO : PCR産物 45bp 

526・ B :PCR産物 39bp 

上記3種のprimersetを用いると AA、BO、AB、BB、00かAOの

何れか (00とAOの判別はできない)の5種の遺伝子型が決定でき

る。

primer set 。。
261・ 0

703-AO 

+ 

+ 

己竺-B 

M 123456 

o I AA-B竪
!+十 +
l-L二

+ 

[primer set] 

胞衣壷内資料 |対照 BO型血液

1.261-0 2.261-0 

O
 

A

B
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図版 1 第63次調査航空写真 (図版上が南)



図版 2 J-_・SB1351便所遺構掘り ドげ前(陶から)

F • SB1351便所逃構掘り下げ後(南から)



図版 3 SB1351便所遺構全景(北から)



図版 4 _1-_: SB1351便所造構建物跡(身舎部分)柱掘り万断面

B1351便所遺構建物跡(身舎部分)柱掘り方断ー

ド:SB1351便所泣構建物跡(身舎部分)柱掘り方断I



図版 5 J'.: SB1351便所泣構建物跡(原II部分)柱州り h・断面
中 :SB1351便所遺構建物跡 (身合部分)小柱掘り方|折lui
卜.: SB1351使所遺構建物跡(身合部分)小柱帰り方断rlIi
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B1351便所遺構

便槽A断面(東から)

SB1351便所遺構

便憎B断面(東から)

B1351便所遺構

便槽C断面(東から)

図版 6
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B1351便所遺構

H音渠A断面(南から)

B1351便所造構

暗渠B断面(南から)

B1351便所遺構

l暗渠C断面(南から)

図版 7
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図版 8
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B1351便所遺構

暗渠A排出口検出状況

(東から)

B1351便所遺構

i培渠B排出口検出状況

(東から)

B1351便所遺構

暗渠C排出口検出状況

(東から)



81351便所泣構

l暗渠A排出n
相1]材中食出状ar.

(北から)

81351便所逃構

H青栄B排出
.仰1]材検出状j兄

(北から)

B1351便所遺構

暗渠C排出口

ド側材検出状況

(北から)

図版 9
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. 絞II!Iι・・11里圏
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図版10 }.: SB1351便所泣構沈殿榊iA.B (北か ら)

ド:SB1351便所遺構沈殿楠A東丙方向JUf71析IfLI (昨jから)
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図版11 卜.: SB1351便所泣構沈殿柑A. U音渠 B排出 L.Jイ、f近伴j北方向上~断liü (J.kから)

ド:SB1351便所泣構沈殿村1"-B • U音渠 C 排iI'， 11 付近雨~tHIDJt屑断l由i (東から)
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図版12 1-.: SB1351便所泣構沈殿槽B東西方向十層断的i(雨から)

ド:SB1351便所泣構沈殿糟 B:~木出上状況(砕jから)

ハU



図版13 ，-:.: SA1352材木タIJ塀跡(西から)

F : SA1352材木列塀跡柱掘りん-検山状況(四から)



図版14 1-_: E405ラインベルト淵青地111央付近 1--照堆積状況
ド:E405ラインベルト沈殿槽1，j近 j--層推粘状況



図版15 第64次調官航空写真(図版J..が北)
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'XF v¥ 

図版16 1 -_ : 第 64次調先北側訴1 1t 1>( 第 4 層的i遺構~去( I~:jか ら )
ド: I百1 1-_ 第5-6用而泣構全長(ニItから)
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図版17 1..:第64次調台北側調査灰第 6-7層面造構全長(北から)

卜: 同 1.. 第7-8屑rfli泣構全対(北から)



図版18 上:SB1355掘立柱建物跡(北から)

ド:SB1356.jkll ¥[柱建物跡、(北か ら)
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:. : SB135Ukl¥立柱建物跡

(北か ら)

中 :SB1355州立れ建物跡柱似り )j[折rflj

区|版19 ド "iJ .1 

品

-157・ー



図版20 SB1356掘立柱建物跡柱掘り方断面



図版21 SB1357掘立柱建物跡柱掘り 方断[~J
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図版22 上 :
下:

跡(南から)

跡(西から)

ρ
h
u
 



図版23 上 :S11364竪穴住屈跡(北から)

ド:S11365竪穴住居跡、(北か ら)

ハh
u



図版24 1-.: 

po 



図版25 I二:S1l 368~穴住居跡(閃か ら )
下 :S11370竪穴住居跡、(州か ら)

qo 



図版26 上 :S1l372g 

ド:S1l375! 

跡(南から)

跡(西か ら)

4
4
A
 

ρ
h
u
 



図版27 1'.: S11376竪穴住肘跡 (rH丙か ら)

卜:S11377幣穴住J，'=i跡(北か ら)

-165-



図版28 上 :S11378竪穴住居跡(北から)

下 :S11379竪穴住居跡(西から)

円

h
u



図版29 1.，: S11380竪穴住居跡(北から)

下 :SI1381竪穴住居跡(内ーから)



図版30 _I..: 
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A1359柱列

Il362カマド

図版31
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図版32

nu 
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11365カマド

Il367カマド

11368カマド



Il373カマド

Il379カマド

Il380カマド

図版33



図版34

SIl380主柱穴断面

(北西)

S11380主柱穴断
(南西)

11380主柱穴断面

(南東)



X1436焼土泣構

(北か ら)

X1442カマド状追相手

(北から)

X1443-SX1446 
(北か ら)

図版35



図版36
必
斗
る

SX1443炉跡

SX1444炉問、

(北から)

SX1445炉跡

SX1446焼土遺構

(北から)

SX1447焼土遺構

(南から)



B998A.B建物跡

(外郭東門跡)

(東から)

B998A.B東門跡

掘り方断面

B998A.B東門跡

掘り方断

図版37
F
h
u
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図版38 1..:第65次訴!台地全景(北京か ら)

ド : 第65次訴~~J立構検出
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秋田城跡調査事務所要項

I 組織規定

秋田市教育委員会事務局組織規則 抜粋

第 l条

昭和37年5月8日教育規則第3号

改正昭和52年11月21日第11号

4. 第 3条第4項に掲げる事務を分掌させるため、文化振興に所属する機関として、秋田城跡

調査事務所を置く。

第3条

4. 秋田城跡調査事務所における事務分家は、おおむね次のとおりにする。

一、史跡秋田城跡の発掘に闘すること。

二、史跡秋田城跡の出土品の調査および研究に関すること。

E 発掘調査体制

1) 調査体制

秋田市教育委員会

教育長 石黒俊郎

文化課長 菅原俊行

調査機関

秋田城跡調査事務所

所長 小松正夫

主席主査 日野久

主査 松下秀1等

主査 西谷隆

主事 伊藤武士
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印刷・発行

発行

秋田城跡(平成 7年度)

平成8年 3月

秋田市教育委員会

干010 秋田市山王二丁目 1番53号

山王21ピル4F 

TEL 0188・66-2246

45-1837(秋田城跡調査事務所)

印 刷 太陽印制株式会社
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